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――Ｊｕｓｔｉｃｅ　Ｓｉｄｅ――







　正義の組織ＭＩＮＯＳミノス。その本部に五人の部長格が集められていた。

　機動部長。

　警けい邏ら部長。

　執しつ務む部長。

　広報部長。

　諜ちよう報ほう部長。

　これらの部長たちは、巨きよ大だいな組織体であるＭＩＮＯＳを、その職能によって五つに分担し、それらの頂点に据すえられた統とう率そつ者しやたちである。

　ＭＩＮＯＳの中でも最大級の職権をもち、同じＭＩＮＯＳ内で彼かれらに命令できるのは司令である十じゆう王おう厳げん破ぱただ一人。

　実質的に、司令に次ぐ実力者だった。

　それほどの重職である部長たちを全員招集させ、これから何が始まるのか。それは先ごろＭＩＮＯＳ全体を揺ゆるがした、重大事件への対策会議だった。

「……十王あてな、敗北か」

　五部長のうちの一人が切り出だした。

　ＭＩＮＯＳ隊員、十王あてなは、組織でもっとも高いＭＴ能力をもつ、自他ともに認めるエース隊員であった。

　その能力は他の追つい随ずいを許さず、能力の強さを示すＭＴ値は過去最高の二五一五。それより下は一〇〇〇を越こえる者すらいない。彼かの女じよだけが四桁けたのＭＴ値を誇ほこる。そのことから畏い敬けいをこめて『千オーバー越・サウえザンド』と呼ばれることもあったが、その十王あてなが悪の前に完全敗北した。

　五年近く無敗を守り続けた末の、初めての敗北だった。

　そのことにＭＩＮＯＳは震しん撼かんした。それまでＭＩＮＯＳの権けん威いは、十王あてなの無敗神話によって守られてきたのだから。

　正義は勝つ。悪が栄えたためしなし。そんな誰だれもが知っていて、それでいてけっして真実ではないセオリーを真実のものとしていたのは、他でもない十王あてなが最強たるがゆえだった。

　しかしそのあてながもう最強ではない。それは権威を大とする正義の組織にとって死活問題というべきだった。

「……とりあえず、当人である十王あてな隊員だが、現在は私の指示で謹きん慎しんさせている。失敗はもとよりだが、今回の出動は彼女の独断から起こったものだ。部隊私物化の件も含ふくめ、彼女には厳しい処分が必要だろう」

　そう苦く渋じゆうをもって報告するのは五部長の一人、機動部長だった。

　機動部は、直接悪の組織とぶつかりあうことを任務とするＭＩＮＯＳの花形部署だ。それゆえ機動部には常に最精鋭が配属され、当然ＭＩＮＯＳ最強であるあてなも機動部の所属だった。

　あてな直属の上司ということもあり、今回の機動部長の責任は重大だ。他部長から漏もれる、嘲あざけりの混じった含み笑わらいを、機動部長は忍にん耐たいで受け止めるより他ない。

「しかし、そう深刻になるべきでもないでしょう」

　他部長のうちの誰かが切り出した。

「たしかにあてな隊員の敗北はショッキングですが、別に彼女一人がＭＩＮＯＳではありません。ＭＩＮＯＳには、あてな隊員の他にも有能な隊員が多数在ざい籍せきします」

「ブェヘヘ、あてなちゃんが負けたと聞けば、悪のゴキブリどももつけあがるかもしれませんがな。そこは広報部ウチがちゃあんと各報道機関に箝かん口こう令れいを敷いときました。一いつ般ぱんに漏れることはありますまい。ただだいぶ金をバラ撒まきましたので、次の予算編成はその辺御ご考こう慮りよいただきたいですな。ブェヘヘ……」

「我々ＭＩＮＯＳは、七千人もの人員を擁する国家機関だ！　犯罪者どもが徒党を組んだところで規模は比ひ較かくにならない！　あてな隊員を倒たおし、悪がつけあがるというなら、七千人という数の圧力で押おし潰つぶしてやればいいのだ！」

　各部長たちの意見は、そこに収束していった。ＭＩＮＯＳの組織規模は七千人。たとえ十王あてなが敗北しようとも、それは七千人のうちの一人の敗北に過ぎない。

　ＭＴ値二五一五が敗北しても、まだＭＩＮＯＳには七千人のマンパワーが存在する。それをもって当たれば悪など恐おそれるに足らずと言うのだ。

「その七千人が……」

　地の底から響ひびいてくるような重低音に、会議室の空気が変わった。それは五人の部長の誰でもない。六人目の会議出席者。ＭＩＮＯＳの最高責任者、十王厳破司令によるものだった。

「……たった一人に頼たより切きり、安あん寧ねいを貪むさぼってきた」

『閻えん魔ま大王に似る』と言われる恐ろしき面めん貌ぼうが、五人の部長たちを見み渡わたす。その眉み間けんには深い皺しわが刻まれ、口元は『へ』の字に結ばれている。彼が一睨にらみすれば、その恐ろしさに悪人は残らず逃にげ散っていく。その仏ぶつ頂ちよう面づらが、同どう胞ほうである部長たちに向けられた。

「私は常々、ＭＩＮＯＳ隊員の質の低下を危き惧ぐしていた。あてな隊員の能力があまりにも高いために常勝不敗となり、隊員一人一人が勝利に慣れ、心構えが弛し緩かんしているのではないかと。どのような悪が現れようと、あてな隊員さえいれば勝てる。あてな隊員さえいれば何も問題ない。部長格である諸君ですらそう思っていたのではないか？」

　部長たちは誰だれ一人ひとりとして答えない。それは司令の指し摘てきが的を射たものであると暗に認めているようなものだった。

「しかし、そのあてな隊員も負けた。これからは隊員の一人一人が悪と対たい峙じしていかねばならない。諸君らも気持ちを引ひき締しめ直し、一般隊員たちの模も範はんとなってほしい」

　十王厳破と十王あてな。その苗みよう字じが示すとおり二人は親子関係にあたる。だが、娘むすめが敗北の恥ち辱じよくにまみれても、父はまったく動じることがない。その態度は冷れい酷こくにも見えるが、同時に大船に乗っているかのような安心感も周囲に与あたえる。

　十王あてな敗れても、十王厳破いる限りＭＩＮＯＳそのものに敗北はない。そういう気持ちにさせてくれる。

「……では、そろそろ本題に入るとしよう」

「ほ、本題ですか？　それはあてな隊員のことでは……？」

「アレの敗北など大した問題ではない。洋の東西を問わず、生しよう涯がい不敗だった人間など歴史上一人も存在しない。一度の敗北は、一度の勝利で雪すすげばいい。……問題は、負けた者でなく、負かせた者にこそある」

　敗北があるということは、その裏に勝利があるということだった。正義が負ければ、勝ったのは悪となる。常勝不敗を破った悪がいる。それこそが正義の組織にとって火急の問題であった。

「……機動部長、報告を」

「はっ！」

　司令に促うながされ、機動部長が起立する。

「当事者であるあてな隊員から聴ちよう取しゆした情報です。……問題の組織は、最近結成されたばかりの新興組織。名めい称しようは、おっ……!?」

「どうした？」

　急に息いき詰づまった機動部長に、厳破は怪け訝げんな視線を送る。機動部長は顔を赤くしたまま硬こう直ちよくしていた。仕方なく厳破は、自分の手元にある資料に目を通す。

「……おしり団、か。なかなかユーモラスな名前だな」

　厳破の口元に、僅わずかな微ほほ笑えみが浮うかんだ。それはとても珍めずらしいことだった。

「名称こそユーモアに満ちているが、その実侮あなどりがたい組織だな。新興組織であるにもかかわらず急速に勢力を拡大できたのは、五大組織の一角であるシャーウッドを打だ倒とう、吸収したからか。構成員の九割以上が元シャーウッドのメンバー。つまりは指導者が変わっただけで、母体はシャーウッドのままということか」

　機動部長が報告するはずの内容を、厳破司令が代わってすらすらと読み上げる。それは普ふ段だんの厳破司令からは考えられない饒じよう舌ぜつさだった。誰からも求められていないのに厳破はなおもおしり団の情報を読み上げ、分ぶん析せきする。

「悪の組織シャーウッドは、半年前に初代リーダーを逮たい捕ほされ、二代目リーダーの指導力不足も相まって愚ぐ連れん隊たい化が進んでいた。しかし、それが敗北し、指導者が代わった今、完全に落ち着きを取とり戻もどしたようだな。現在のおしり団は、初代リーダーがいたころのシャーウッドそのものだ。新指導者……シャーウッドを乗っ取ったおしり団の頭目が、初代リーダーに匹ひつ敵てきする力量の持ち主であると判断すべきか……」

　厳破司令の口上はなおも続く。

「組織の長には、それ相応の才覚が求められる。頭がよいのは無論のことだが、部下を統とう率そつする指導力、時勢を捉とらえる洞どう察さつ力りよく、他者に惑まどわされぬ決断力、傘さん下かの者を我わが子このごとく遇ぐうする情の深さ。不世出の奇き才さいと呼ばれたシャーウッド初代リーダーはそのすべてを備えていた。新たにリーダーとなったおしり団の長は、どこまで備えているか……」

「クックックック……」

　いつまで続くのかわからなかった厳破の長口上を、一つの笑い声が止めた。

　会議室の長机、その一番端はしに座する白髪しらがの紳しん士し。その高い鼻、彫ほりの深い顔立ちから色いろ濃こいゲルマン人の血筋が窺うかがえる。年のころは四十代半ば。この会議に列席する以上、彼もまたＭＩＮＯＳの中ちゆう核かく、五人の部長の一人であることは疑いなかった。

「どうしたかな、ホーア執務部長」

「クックック……。いいえ、司令の口ぶりが、私イヒには新興組織の長を褒ほめちぎっているかのように聞こえましたのでね」

「何をバカな」

　執務部長ホーア・エゲスの指摘に、厳破はまったく動じない。

「私は事実をありのままに述べただけだ。どれだけ優すぐれた人材であっても、それが悪である以上、正義である我々の取る道は妥だ協きようなき闘とう争そう、そして勝利のみだ」

「……司令ッ！」

　その言葉を待っていたとばかりに機動部長が机を叩たたいた。

「そのおしっ……、新興組織の始末、我ら機動部にお任せください！　敗北の恥はじを晒さらしたあてな隊員が機動部の所属である以上、それを雪ぐのも我々機動部の役目です！」

「恥の上うわ塗ぬりとなってもですかな？」

　ボソリとしたホーア執務部長の呟つぶやきに、機動部長の目が血走る。

「聞いた話では、敵側にはＭＴ値一〇〇〇を越える能力者『千オーバー越・サウえザンド』がいるそうではないですか。アナタたち機動部が散々頼りにしてきたジュウオウ・アテナ隊員と同じ『千オーバー越・サウえザンド』がね」

「どういう意味だ？」

　機動部長の声が剣けん呑のんさを帯びる。

「アナタたち機動部は、『千オーバー越・サウえザンド』であるアテナ隊員によって今日まで勝ち続けてきた。そのアテナ隊員と同じ『千オーバー越・サウえザンド』に、アテナ隊員を欠いたまま挑いどんで、勝てると？」

「ほざくなホーア部長！　事務屋ごときの貴様が、我ら機動部に難なん癖くせをつけるか!?」

　ホーアが取り仕切る執務部は、ＭＩＮＯＳにおける予算管理、一般隊員の人事、外部との交こう渉しようといった事務仕事を引き受ける部署だ。

　そのため悪と直接衝しよう突とつする機会はまずなく、花形である機動部からは裏方と見下され、かたや執務部はその差別意識に反発するという対立関係にある。

　無論、そんな内部対立は組織にとって好ましいことではない。険悪となった雰ふん囲い気きを治めるためには、司令である厳破が動かねばならなかった。

「そう言うからにはホーア部長、君には何か考えがあるのかな？」

「はいヤー、よろしければこの一件、我ら執務部にお任せいただけませんかな？」

「なんだとっ!?」

　叫さけび声ごえを上げた機動部長だけでなく、他の部長たちも意外に思ったことであろう。

　事務屋と揶や揄ゆされ、悪と直接対決する戦力をもたないはずの執務部が、あてなを倒した新興組織の討とう伐ばつに名乗りを上げたのである。

「クックック……。力押ししかできぬ人種にはわからぬかもしれませんがね。世の中には、知ち恵えを働かせるだけで万の軍団を屈くつ服ぷくさせる技わざがあるのです。それを私イヒの国では戦略ストラテジーというのですが、日本ではそれに相応する単語はありませんでしたかな？」

　嘲るような声に、機動部長を始めほとんどの部長格が表情を引きつらせる。

「いかがですかな司令？　私イヒに任せてくだされば敵側の『千オーバー越・サウえザンド』、まとめて我らの傘下に収めてみせましょう。『千オーバー越・サウえザンド』とは最強の力。それは我ら正義の下にあってこそ、正当に輝かがやくものですからな。クックック……」

　ホーア部長の不気味な笑い声が会議室にこだました。

「よかろうホーア部長。そこまで言うなら君の手しゆ腕わん、見せてもらおうではないか」

　その厳破の一言で、本日のすべての議案は決した。

　新興組織おしり団と対決する権利は、まず執務部長ホーアが手にした。




＊　＊　＊




　ＭＴ能力。人の信念を物理的な力に変え、様々な怪かい現げん象しようを引き起こす超ちよう能のう力りよく。

　その能力を先天的に有する者をＭＴ能力者という。

　国家はＭＴ能力者を管理するために正義の組織ＭＩＮＯＳを設立し、ＭＩＮＯＳの管理体制を是ぜとしない一部のＭＴ能力者は徒党を組み、悪の組織を作り出した。

　現在、ＭＩＮＯＳに反はん抗こうする悪の組織は百を越える。その中の一つ、新たに生まれた悪の組織おしり団の参さん謀ぼうこそ、正義の司令・十王厳破の息子むすこ、十王正まさ人とだった。




――Ｊｕｓｔｉｃｅ　Ｓｉｄｅ　Ｅｎｄ――







第一章　巨きよ尻じりはかいがいしい







　十じゆう王おう正まさ人と、死す。

　イヤ死んでないけど。

　しかし今の俺おれは限りなく死に近づいていると言っていい。そんぐらいグロッキーです。

　机があります。そこに突つっ伏ぷしています。まるで作業中に力ちから尽つきたマンガ家のような俺だった。締め切り？　知らんよ。

「……正人中ちゆう尉い、朝ですよ」

　控ひかえ目めなノックの後、スカディさんが入室してきた。スレンダーな体つきに、銀色の髪かみが浮うき世よ離ばなれした印象をもたせる、妖よう精せいみたいな女の子だ。

　……俺より年上なんだから女の子なんて言うのも失礼か。

　ともかく、そのスカディさんが俺の仕事部屋に訪問なう。

「正人中尉、昨日も徹てつ夜やなさったのですか？　毎日適切な睡すい眠みんをとらなければ健康を害すだけでなく、正常な判断力を損そこなう恐れもありますが……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、毎日一時間寝ねてますから……」

　一時間寝たら徹夜じゃない。

　まあ今日はまだ一いつ睡すいもしてないがな。何な故ぜ俺おれがそんな風に極限状態の継けい続ぞくに挑ちよう戦せんしているのかというと、その原因は俺が今いる、この場所にあった。

　ここは悪の組織おしり団のアジト。それ以前は、俺たちが倒した悪の組織シャーウッドのアジトだった。倒した組織を吸収して傘下に置けるという悪のルールを適用した俺たちは、シャーウッドを乗っ取り、そのアジトをも手に入れたというわけだ。

　しかし手に入れたのはそれだけじゃなかった。二つの組織を統合し、一組織として再生させるには、膨ぼう大だいな作業が必要なのだった。

　俺は日常的な組織運営と並行して、その作業にかかりきり。最近は忙いそがしくて学校にすら行ってない。時間がいくらあっても足りない。ネコと言い張る青タヌキがいたらとっくに泣きついてる段階なのだ。

　そういうわけで今日も徹夜明けの俺なのです。朝日が黄色いぜ。

「申し訳ありません正人中尉。かようなときにお助けするのが副官たる小官の責務だというのに。戦時にしかお役に立てぬ我が身みの不才を恥はじます」

「いやいや、お気持ちだけでけっこーですよ……」

　俺は力なく笑った。スカディさんは、親が防衛軍のお偉えらいさんというガチの軍人家系で、そのせいか俺のことを上官と見定めてメチャクチャ忠誠心厚く仕えてくれる。本当ならおしり団に入ったのはスカディさんが先で、肩かた書がきもスカディさんが『副団長』でより上位のはずなんだけど。どーなんだろその辺は？

「しかし正人中尉、男子三日会わざれば刮かつ目もくせよとの言葉もあります。小官も役立たずのまま今日を迎むかえたわけではありません」

「スカディさんは男子じゃないですけどね」

　徹てつ夜や疲づかれのせいで月並みなツッコミしかできない。

「今朝は、正人中尉のために新聞をお持ちしたのです。朝一番であります。どうぞお納めください……！」

　そう言ってスカディさんは、何重にも折りたたまれた灰色の紙束を俺へ差し出した。

「あー、すみませんスカディさん。俺、新聞いらないんですわ」

「……!?」

「何な故ぜかというと、俺スマホに朝刊をダウンロードするアプリを入れてるんですよ。今日のニュースはこっちでもうチェック済みです」

　まさにＩＴ万ばん歳ざいであった。その他、有名どころのニュースサイトも日課的に巡じゆん回かいしてるし、メディアの情報に関して不自由はない。だからまあ、実のところ紙媒ばい体たいの……。

「………………」

「す、スカディさん？」

「………………」

「あー、ウソウソウソ！　この新聞社のヤツはまだ読んでないや。やっぱり各紙の記事を比較検討しないと、正確な情報は見えてこないよねー！　やーありがとうスカディさん、ホントに助かるわ！」

「いいえ、正人中尉のお役に立つことは、小官の当然の務めです」

　スカディさんがキリッとした表情で宣言した。面めん倒どうくさいと思ってはいけないのだろうが、やはり面倒くさいのだった。

「ときに正人中尉、小官は正人中尉のお役に立つことが出来ました」

「ん？　ハイそうですね？」

「…………」

「…………」

　イヤ、だから何だよ？

　俺は続きの言葉を待つが、スカディさんは『役に立った』宣言の後には一言も継つぐことなく、ただ俺の眼前でモジモジしている。

　ここからまさかの推理フェイズということか？

　スカディさんは何を言いたいのか？　彼女は俺へ新聞紙をもってきて、俺の役に立ったと言った。すると……。

「…………あ」

　ピコーンと俺の頭上で豆電球的なモノが光った。

「スカディさん、ご褒ほう美びが欲ほしかったんですね？」

　それが俺の答えだった。役に立ってくれた以上は、そのお返しがあるべき。それはお礼だったり、ご褒美だったりだ。

「……何を仰おつしやるのです正人中尉。小官は軍人です。軍人のモットーとは滅めつ私し奉ほう公こう、己おのれが身を捨てて、国や主に尽つくすことです。かような誇りある職に就つく小官が、見返りなど求めると、そんな卑いやしい心根をもちあわせているなどと思われるのは恥辱の極きわみ。そもそも軍人には五省というものがあり、至誠にもとるなりしか、言行に恥ずるなりしか、気力にかくる…………！」

　スカディさんの口数がメッチャ増えた。コレはもう図星と考えていいだろう。

　俺はやれやれと、スカディさんに新聞をもってきてくれた『ご褒美』を与えることにした。

「ほい」

「…………ッ!?」

　俺の手が、スカディさんの銀色の髪の上に載のる。俺はそのまま、自身の手をスカディさんの頭部の曲線に沿って、優やさしく左右にシェイクする。

　なでなでなでなで…………。

「…………ッッ！」

　スカディさんの様子が目に見えて変わるのだった。

　俺からのスカディさんのご褒美。それは頭を撫なでてあげることだと何故か相場が決まっていた。

　なんでもスカディさんのお父さんとお母さんが…………イヤいい、この話はいい。

　ともかくも俺はスカディさんヘッドを撫でてあげるのだ。よい働きには正当な報ほう酬しゆうを与えるのが上官としての義務なのだ。

「よーしよしよしよしよし…………」

　なでなでなでなでなでなでなでなでなでなでなで…………。

　執しつ拗ようにスカディさんの頭を撫でまわす俺ハンド。相変わらずスカディさんの頭はとてもよい撫で心地ごこちだ。鋼を思わせる銀ぎん髪ぱつも、見た目に反してとても柔やわらかいし。これはむしろ触さわらせてもらってる俺の方がご褒美な気が…………。

「ま、正人中尉……。あ、あまり激しく、く、く…………！」

　スカディさんは、ほんの少しの間土ど俵ひよう際ぎわで耐たえている様子を見せていたが……。

「…………くぅん」

　堕おちた。こうなってしまうとスカディさんは超ちよう可愛かわいい忠犬へとクラスチェンジしてしまうのだった。

「よーしゃよしゃよしゃよしゃ、よーしゃよしゃよしゃよしゃ……！」

　俺も例の動物大好きな王国主しゆ催さい者しやにチェンジしてしまうのだが。

「くぅん、くぅん、くぅん、くぅん、くぅん、くぅん……！」

「よーしゃ、よーしゃ、よしゃよしゃよしゃ、よーしゃ……！」

　よくわからない空間が発生していた。俺ライトハンドはスカディさんの頭を煙けむりが出るほどに撫でまわし、ついでに俺レフトハンドがアゴの下も撫でさする。スカディさんが気持ちよさそうに目を細めるのだからやめる理由がない。

　…………ホントになんだこのやりとり？

「くぅん、わふ……。ペロペロ」

「わっ!?　どうしたんですかスカディさん!?」

　なんかスカディさんが、撫でまくってる俺の手をペロペロ舐なめ始はじめたよ!?

「……舐めることは、犬の親愛の表現方法なのですワン」

「ワンとなッ!?」

　イカン、スカディさんが完かん璧ぺきに犬化した!?

　俄にわかに正気に返った俺は、何とかスカディさんを止めようとするも時ときすでに遅おそし、野性を取り戻してしまったスカディさんは突とつ如じよとして俺を押し倒し、覆おおいかぶさった!?　まるでじゃれつくセントバーナード的な大型犬のように!?

　俺の上に乗って身動きを封ふうじた上で、今度は俺の頬ほおをペロペロしてくる!?

「……相手の口元を舐めるのは、服従と愛情のサインなのですワン。小官は正人中尉の副官なのですから、服従は当然のことなのですワン」

「それはマジ犬の習性ですよねッ!?」

　スカディさんペロペロ。そのちっちゃな舌で、俺の頬を下から上へベロンベロンと舐めまわしてくる!?　しかもその舌が、少しずつ俺の唇くちびるに近づいてる!?

　これじゃあ犬の業界ではともかく、人間の業界において重大な意味が発生してしまう!?

「ペロペロ……。くぅん……」

　完璧に犬化したスカディさんを止めるにはどうすればいい？　犬!?　そうか！

「スカディさん！　お散歩行きましょう！」

「!?」

　スカディさんがガバリと立ち上がり、目をキラキラさせてこちらを見つめてくる。

「正人中尉、おさんぽですか？　おさんぽですね正人中尉？」

　やはり犬化したスカディさんにお散歩の効果は絶大だった。なんとか機転を利きかせて当面の危機は脱だつ出しゆつできた。

　しかしスカディさんを撫で撫ですることでこんな事態が出しゆつ来たいしてしまうとは。これからご褒美を与えるにも適正な用法容量を見み極きわめていかないと。

　などと思っていたら……。

「…………」

「ん？」

　本当の危機はここからだった。落ち着きを取り戻したことで初めて俺は外部から注がれる視線に気づいた。

　視線を感じる方を向き、背筋が凍こおった。

　そこにいるのはモリガンさんだった。美しい黒くろ髪かみをストレートに垂らし、大人しめなブラウスとロングスカートを着た彼女は、まさに清せい楚そなお嬢じよう様さまといった印象。

　その手には、お盆ぼんに載せたコーヒーマグ。アレを俺に届けるために部屋に来たのか。だが今はしかし！

「……ち、違ちがうんですモリガンさん！」

　弁明のためダッシュでモリガンさんに縋すがり付つく。

「ごごご、ごめんなさい参謀さん。私、参謀さんとスカディさんがこんなご関係だとは露つゆ知らず、無ぶ粋すいなマネをしてしまって……！」

「だからそういうことじゃないんですモリガンさん！　俺とスカディさんは、恋こい人びととか、そんな関係では一いつ切さいなく……！」

「恋人でもないのに、あんなふしだらなことを!?　なんて不義理な……。乙女の貞てい操そうを何とお思いですか!?」

　誤解が悪化した!?　そうだった、モリガンさんは世間と比べて貞操観念がとても強かったりする女性なんだ。なんだか古風な印象だけど、今はそんな感想を述べてる場合ではない！　早くモリガンさんに、正確な状じよう況きようを伝えなければ！

「……いいですかモリガンさん、よく聞いてください」

「は、はい？」

「スカディさんは、俺からご褒美をもらって犬になったんです」

「なんて破は廉れん恥ちな！」

「違いますよ！　アレ、違わない!?」

　どう足あ掻がいてもゲームオーバーな臭においがしてきた。

「正人中尉、おさんぽはまだですかワン？」

「スカディさん、いま大事な話してますから、もうちょっと待ってください！」

　俺は、この混乱を一刻も早く収めたかった。混乱が継続することに甚はなはだしい不安を感じていたからだ。何故なら俺たちの組織には、こういったドンチャン騒さわぎを恐ろしいまでの嗅きゆう覚かくで察知し、必ず便乗しようとする人がいるからだ。

　その人がやってきて、混乱がさらに深まる前に……。

「っっやっほぉぉぉーーーーい！」

　って噂うわさした傍そばから、ガシャーンと窓ガラスを突き破やぶり、小こ柄がらな少女が部屋に乱入してきた。アメリカのアクション映画か!?　と思わせるハデな出現に、俺もモリガンさんもスカディさんも言葉を忘れてしまう。

「呼ばれて飛び出てジャジャジャジャン＝ピエール・ポル○レフです！　噂をすれば尻！　おしり団団長こと伊い佐さ波なみ美みが呼ばれた気がしたのですよーー！」

　ホラ来たよ！　この人は俺たちが所属している悪の組織おしり団の団長さんだ。名は伊佐波美。小学生としか思えないロリな体つきだが、これでも俺と同じ高校一年生。小柄な体に原子力空母並の元気を詰つめ込んだ活発な女の子だ。

「正人さん！　なんですかこの状況は!?　朝っぱらからスカディちゃんとモリガンさんのおしりをくらべっこしてるのですか!?　これが酒しゆ池ち尻おし林りんですか!?」

「新しい日本語を創造しないでくれますか！」

　このように、団長の頭の中には常にお尻のことしかない。ゆえにこそのおしり団団長だ。

　マズイ、このただでさえカオスな状況に、団長が武力介かい入にゆうしたらさらにカオスになる未来しか見えてこない！

「まずは朝一番、スカディちゃんのスポーツ尻を味わうのですよー！」

「わふっ!?」

　団長は紫し電でんの迅はやさで、スカディさんのお尻しり目め掛がけてダイブする。スカディさんの運動で引き締まったスポーツ尻は団長のお気に入りだ。それに抱だきつき、頬ずりすることが団長にとっての至福なのだと思う。わかりたくないけど。

「スリスリ、スカディちゃんのおしりはゴムマリのような弾だん力りよくなのです。快なりですぅ～」

「……波美、おはようございます。朝の洗顔は済ませましたか？」

　スカディさんの犬化が解けた!?　カオスにカオスをぶつけて正常に戻ったのか!?

「今度はモリガンさんの巨尻を捕ほ食しよくです！」

「きゃああーーーッ!?」

　忍にん者じやのような素す早ばやさで、今度はモリガンさんのお尻にダイブする。

「モリガンさんの巨尻も、スカディちゃんに負まけず劣おとらず良尻なのです。この大きさふくよかさが、母の愛を感じさせるのですう～！」

　スリスリ、スリスリ、モリガンさんのサイズ九十二センチの巨尻に頬ずりする団長。ことお尻に関しては、いかなる時も誰に対しても全力だ。

「団長さん、やめ……、ひゃわっ！」

「スリスリなのです～！」

「やん……ッ！　お願い、お願いですから、頬ずりしながら手で揉もむのはやめて……。きゃうッ!?」

　モリガンさんの艶つやっぽい声が、俺の平常心に非常に悪い。

　気まずくなってソワソワしていると、顔を真っ赤にしたモリガンさんと目があった。彼女の目め尻じりにうっすら涙なみだがにじんでいた。俺と目が合っていることに気付くと、モリガンさんは赤い顔をさらに赤くして……。
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「アナタは……、アナタは……！」

「ええッ!?　何故俺!?」

「どうしてそんなに破廉恥なんですかぁーーーーッッ!?」

　モリガンさんの激情とともに、彼女の長い黒髪が竜たつ巻まきのようにうねり上がる。

　アレは彼女のＭＴスキル『鴉羽衣バイブ・カハ』だ。人の信念を物理力に変えるＭＴ能力。モリガンさんはそれで、自分の髪の毛けを自在に操あやつることができる。束ねれば鋼をも断たつムチにだってなる。

「……って冷静に解説してる場合じゃねぇぇぇぇぇ!?」

　その鋼をも断つムチが、俺を両断せんと迫せまりくる!?　巨大な黒くろ髪かみ鞭むちが、俺の体に触ふれるか触れないか、その寸前…………！

「――――ＭＴアームズ『ジークの魔ま剣けん』」

　黒髪鞭が千辺となって砕くだけ散ちった。黒い粉雪が舞まう。その粉雪の只ただ中なかに現れるのは、エメラルド色の直ちよつ剣けんを携たずさえ、同じくエメラルド色の全身鎧よろいを着けたスカディさんだった。

　それこそスカディさんのＭＴアームズ『ジークの魔剣』と『ブリュンヒルデの鎧』。

　スカディさんのＭＴアームズは全ＭＴ能力中最速を誇る。その神しん速そく剣けんのおかげでモリガンさんの黒髪鞭は千々に斬きり刻まれ、なんとか俺も無事に済んだ。

「モリガン女史、冷静さを失うことは戦士にあるまじきことです。たとえ臀でん部ぶをギュムギュムされようと。過か剰じような反応をしてはなりません」

「は、はい……」

　犬化して正気を失った人に言われたくないと思うんだが。

　ともかくも、モリガンさんは瞳ひとみを伏ふせて、スカディさんの注意を素す直なおに聞き入れていた。

　自分の技が、ああも簡単に破られたということへのショックもあるのだろう。モリガンさんのＭＴ値は八四〇だが、スカディさんはＭＴ値二四二七の『千オーバー越・サウえザンド』。その戦力差は歴然としている。

「そういえば、モリガン女史にも渡わたすものがありました」

『ブリュンヒルデの鎧』を解除したスカディさんが、スカートのポケットからごそごそと何かを出す。それは一通の封ふう筒とうだった。

「新聞を取りに行った際、一いつ緒しよにポストに入っていました。この宛あて名なはモリガン女史のものではないでしょうか？」

　チラリと封筒の表を覗のぞき見みると、そこには『橘たちばな美み夜や様』と書いてあった。たしかそれは、モリガンさんの本名であったはずだ。

「はい……、たしかにこれは私ですけど……？」

　彼女自身、手紙などが来る心当たりがないと言うかのように戸と惑まどいの表情だった。

　ともかくも手紙がスカディさんからモリガンさんへと渡る。その隙すきを狙ねらうかのように、

「油断したモリガンさんのおしりに再びちゅーですよー！」

　またしても団長が動いた!?　このやりとりの間ずっとモリガンさんのお尻に引っ付いていたのか!?　ヤモリかこの人は!?

「……にゅッ!?」

　またしても自身の巨尻に不当な刺し激げきを与えられたモリガンさん。普ふ通つうの婦女子に耐えられるはずもなく、またもや涙目になった彼女は……。

「いやぁーーーーーーッ!?」

　再び『鴉羽衣バイブ・カハ』を発動。今度はスカディさんも反応できず、うねる黒髪が俺おれ目め掛がけて襲おそい掛かかってくる!?

「なんでまた俺ッ!?」

　抗こう議ぎ空むなしく、今度こそ黒髪鞭にクリーンヒットさせられた俺。バチコンと鳴なり響く衝しよう撃げきとともに、俺は部屋の外にまで吹ふっ飛とばされるのだった。
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　悪の組織おしり団には、絶対に破ってはいけない一つの掟おきてがある。

　朝御ご飯はんは必ず全員で食べること。

　この鉄の掟エル・オメルカを破った者は、コンクリ詰めにされて東とう京きよう湾わんに沈しずめられるんだとか。和なごむんだか怖こわいんだかどっちかにしてほしい掟だが、とにかくも沈められるのはイヤなので、俺もまた食しよく卓たくに座すわる。

「あの……、すみません参謀さん」

　モリガンさんが心から申し訳なさそうに、よそった白飯を差し出だしてくる。

　先ほど俺のことを吹っ飛ばしたことに、まだ責任を感じているらしかった。俺はまだ全身叩き付けられた痛みがひかず、お茶ちや碗わんを受け取る手もブルブル震ふるえている。

「大丈夫ですよモリガンさん。おしり団にいたら、こういうのは日にち常じよう茶さ飯はん事じですから」

　それに元をただせば一番悪いのは団長だしな。さすが悪の組織の団長と言うべきか。

「波美、ゆでたまごの殻からを剥むきますので、少々お待ちください」

「アリが二匹ひきで、ありがとぅーですスカディちゃん！　剥き剥きされたゆでたまごの艶つや々つや感がスカディちゃんのおしりのようです！　スカディちゃんのパンツも剥き剥きしたいのです！」

　団長はまったく悪びれていなかった。朝食中であろうとも彼かの女じよのお尻しり煩ぼん悩のうは休んだりしない。きっとマグロが死ぬまで泳ぎ続けるのと同じなのだろう。

「参謀さん……、もう少し休んでいらした方がよいのではありませんか？　昨晩も徹夜されたみたいですし、御飯でしたら参謀さんが起きた時にまた作り直しますから……」

「心配ないですって。皆みんなで朝メシ食べなきゃならないってのが、おしり団のルールですし。それに俺、好きなんですよモリガンさんの作る朝飯が」

「えっ？」

　モリガンさんが何故か頬を赤くした。

「俺、ここに来るまでは菓か子しパンばっかり食ってましたから。なんて言うのかな？　こういう昔ながらの食卓ってのが新しん鮮せんなんです」

　俺の前にズラリと並べられた料理。アユの塩焼きを主菜に、菜の花入り卵焼き、山菜の酢す味み噌そ和あえ。それに大根の味み噌そ汁しると白飯。まるで旅館の朝食のような品しな揃ぞろえ。

　それだけに飽あき足たらず、座ざ卓たくの中央には大皿がいくつも並び、それぞれに里さと芋いも煮に、小魚の甘かん露ろ煮に、かまぼこや、ゆでたまごや、たくあんなどが山盛りで、好きな分だけお取りくださいという方式になっている。

　何この至いたれり尽くせりな食卓？　これだったら家族の繋つながりを忘れた都会っ子の俺ですら朝食好きになるわ。

　しかもそれよりさらに驚きよう愕がくすべきことは、これら全部、モリガンさんが一人で用意したということだ。モリガンさんはおしり団の中でも屈くつ指しの家事スキルの持ち主。料理だけにとどまらず、洗せん濯たくや掃そう除じもお任せしている。もしモリガンさんがいなくなったら、ウチのアジトは三日ともたずに機能停止するだろう。

「こんなおいしい朝食を逃のがすわけにはいきませんからね。モリガンさんって、こんなのどこで習ったんですか？　学校の家庭科じゃ、さすがにここまで教えてはくれんでしょう」

「あああああ、あの、そそそそそ、それは……！」

　何故かモリガンさんがラップ調になった。顔も真っ赤にして、俺から視線を外そうとなさる。気になって俺がモリガンさんの顔を覗くと、また視線をお外しなさる。

　何な故ぜ避さける？　なんか傷つくぞ？

「……モリガンは、そういう家庭の生まれなのさ」

　そう告げるのは、俺たちと同じように座卓で飯を貪むさぼる、佐さ藤とうさん、鈴すず木きさん、田た中なかさん、シャーウッド古参の三人組だった。

　このアジトには、ＭＴ能力のせいで学校や家庭と折り合いが付けられなくなったメンバーが、避ひ難なん場所として寝ね泊とまりしている。俺なんかはまさにそうだし、モリガンさんもその一人。

　佐藤さんたちは大人だから本来アジトに泊まる事情などないはずだが、未成年の俺たちを監かん督とくしてくれる意味合いで、こうしてキリのいい時間帯に顔を出してくれている。

　ちなみに俺や団長、スカディさん、モリガンさん、それに佐藤さんたち以外にも、前記の理由でアジトに寝泊まりする数人が座卓でメシを喰くらっている。

「モリガンは、そもそも超ちよういーとこのお嬢様だからよ。炊すい事じ洗せん濯たくとか礼れい儀ぎ作法とか、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようと称しようして叩き込まれたらしーんだわ」

「佐藤さんっ。やめてください恥ずかしいです！」

　モリガンさんが赤面しつつ佐藤さんに抗こう議ぎ。

「花嫁修業……、古風だな。だから料理も和風なのかな？」

　モリガンさんが着物なんか着たら、メチャクチャ似合いそうな気がする。

「……まあいいんじゃない、オレも和食は好きだし。モリガンが最初シャーウッドに来た頃ころはさ、こうしてご飯作ってくれることが多かったんだよ。お世話になってるからー、とか言ってな」

「佐藤さんッ！」

　モリガンさんの声がますます高くなる。

　聞くところによるとモリガンさんは、ＭＴ能力のせいで顔も知らない相手と政略結けつ婚こんさせられそうになり、それを知ったシャーウッドによって救出されて、そのままシャーウッドのメンバーになったんだよな。その末に二代目リーダーにまで上のぼり詰めたと……。

「そんなモリガンも、リーダーになってからは料理やめちまってな。『威い厳げんが損なわれる』って理由で、自分が食べるのも部下から出されるジャンクものばっかりで。むしろそれがストレスでリーダー時代の魔ま女じよ化が激しくなったという説があるんだけど。どうなのモリガ――！」

　グシャリ。

　佐藤さんの脳天に黒髪鞭が叩き込まれた。

　佐藤さんが死んだ!?

　現行犯であるモリガンさんはハァハァと肩かたを揺ゆらし、振ふり下おろした『鴉羽衣バイブ・カハ』をスルスルと収め、言い放つ。

「佐藤さん！　食事中にペチャクチャ喋しやべる子は三つ首犬に喰わせちまうよ！」

「あ、モリガンが魔女化した」

「モリガンちゃんが照れのあまり魔女化した」

　佐藤さんが死んだというのに、同どう胞ほうである鈴木さんと田中さんはＣＯＯＬなものである。まあ、佐藤さんも二分もしたら問題なく蘇そ生せいするので、ご心配なく。

「あ、…………あの、参謀さん」

「ん？」

　モリガンさんが、やけに総身をモジモジさせながら俺に尋たずねてくる。

「参謀さんも、変に思われますよね？　私みたいな凶きよう暴ぼうな女が、料理好きだったり花嫁修業してたりとか」

「なんでです？」

　真しん摯しに疑問なので、そう返すしかなかった。

「人間なんてそう単純じゃないんだし。本来とは別人みたいな面が三つや四つある方が当たり前ですよ。それにモリガンさんの場合、おしとやかで料理好きな方が本来のモリガンさんでしょ？　そっちの方を恥ずかしがる必要なんてありませんよ」

「さ、参謀さん……!?」

　モリガンさんがまた赤くなった？

「さすが参謀、よく言ったね！」

「バーテン！　参謀に味噌汁を出してやってくれ！　オレの奢おごりだ！」

　そして何故田中さんと鈴木さんのテンションも上がる!?

　こんな感じで、おしり団の食卓はいつも賑にぎやかだ。ＭＩＮＯＳミノスでの試験勉強時代にはたった一人で無言で食べて、食べたらすぐ勉強を再開するのがデフォルトだったのに。

　激しすぎる変化に、時々不安を覚える俺である。

　そんな時……。

　――てぇるる、てぇるる。

　と軽快な電子音が鳴った。音源は俺の胸ポケットに入ったスマートフォンだった。

「メールか？　……うげ」

「どうなさいました正人中尉？　昆こん虫ちゆう採集で捕ほ獲かくしたカマキリがハリガネムシに寄生されていたときのようなお顔をなさっておいでですが？」

　どういう顔だよ？

　まあ、ポジティブな表情ではないのだろう。何故ならメール受信ボックスに表示された送信者の名は、俺の母さんのものだったからだ。

　高校の寮りように入って以降は、おしり団のアジトに移った後も含ふくめて一度も実家には帰っていないため、母さんとも顔を合わせていない。

　その母さんから最近メールが多いのだ。

　理由は明めい瞭りよう。俺が正義の組織ＭＩＮＯＳに入るのをやめて悪の組織へ入団してしまったからだ。

　先日、姉さん率いるＭＩＮＯＳと戦って完勝してしまったため、さすがに母さんの知るところとなってしまったらしく、それ以来母さんからのメールや電話が引きもきらない。

　内容は当然『家に帰ってこい』とか『正しい道に目覚めろ』とか。ＭＩＮＯＳ司令夫人である母さんは、息子である俺がＭＩＮＯＳに入るのは当然と思っているらしく、それ以外の道を俺が歩むことを生理的に拒きよ否ひしていた。

　電話の方は随ずい分ぶん前から出ないようにしているので今では随分静かだが、メールはまだまだ勢いが衰おとろえない。

　さすがにそろそろ着信拒否を検討しようかというレベルであるが、さすがに親相手にそれをやるのは気が引けるので、素直にメールを読む俺であった。




　差出人：母

　件名：正人へ

　今日必ず指定した場所へ来なさい。アナタのためにお見合いを設定しました。




「お見合い？」

　本文はまだ続いていたが、その面めん妖ようなフレーズに引き込まれて、読むのを躓つまずいてしまう。

「正人さん、お見合いするですか!?　見合って見合って、ハッケヨイ！　ですか!?」

　いつの間にか朝ごはんを食べ終わった団長が、俺の肩にアゴを乗っけて、スマホの画面を覗き見ている。

「……ん？　ナニ参謀、お見合いするの？」

「結婚は人生の墓場というのに。性急な……！」

　団長の大きな声に反応し、周囲のメンバーたちもワラワラ集まってくる。

「しませんよ！　コレはアレです。ウチの母が、また俺を更こう生せいさせようとヘンな手段を講じただけですよ！」

「何な故ぜ更生とお見合いが繋がるんだ？」

　皆さんからの真っ当な質問に、俺は母さんが送ってきたメールの続きを読み進める。

「んーと……、なんでも男は結婚すると責任感が出てくると。だから俺も結婚して家庭をもち、悪い道から抜ぬけ出せなんちゃら……」

「がふっ！」「ぐえっ！」「いたたたたたた……！」

　俺の朗読に、佐藤さん、鈴木さん、田中さんの大人三人が唐とう突とつに苦しみだした。……なるほど母さんの言うことにも一理あるようだ。

「ま、どちらにしろ従う気はありませんけどね。大体俺はまだ十五歳さいですよ。結婚なんてする年ねん齢れいじゃないですよ」

　お見合いすれば、その相手と結婚するのがおおよそのパターンである。しかしまだ高校生の俺にそんな未来は想像もつきがたく、よって気も進まない。

　悪の組織だって辞やめるつもりもないし。従って母さんの言うことは無視だ。

「…………」

「ど、どうしたんですかスカディさん？」

　無言でこちらをガン見しているスカディさんに、若じやつ干かんビビりの俺。

「いえ、軍人たる小官にとっては、結婚などは関知の外です」

「はあ……」

「そうですよね、モリガン女史」

「……えっ、あ、はいはいはい！」

　そこで何故モリガンさんに話を振るかが謎なぞだが、それを受けたモリガンさんのオーバーアクション振ぶりも謎だった。

「…………お見合い…………」

　モリガンさんの視線は、どこか虚こ空くうを彷徨さまよっていた。

　そんな途と中ちゆう不可思議な雰ふん囲い気きのまま、今日のおしり団の朝食は幕を閉じるのだった。




＊　＊　＊




　朝食が終わると、おしり団の仲間もそれぞれの生活に散っていく。

「じゃ、豆とう腐ふ屋やの仕事に行ってくるわ」

「オレは畑を耕そう」

「夜勤明けねむねむ……」

　佐藤さんたちは社会人なので、それぞれ立派に仕事がある。正義の組織と違って、悪の組織は給料が出るわけではないのだ。自分の食くい扶ぶ持ちは自分で稼かせがねばならない。

　その他ほかのメンバーも、各おの々おの仕事やら学校やらに出向く。正義さえ大人しくしていれば、ウチの組織は大たい抵てい平和だ。

「正人さん！　私たちも発進してきますねー！」

「波美の警護はお任せください」

　団長とスカディさんも、本分は学生であるのだから平日は学校に行く。

「いってらっしゃ～い」

　そして俺おれは行かない。本来なら俺は団長たちと同じ高校生で、そもそも俺たちが出会ったのは学校なのだから、俺も団長たちと一緒に出で掛かけなければおかしいのだが、やっぱり俺は登校しない。

　別に働いたら負けとか思っているわけではない。むしろ働くために部屋から出ないのだ。

　おしり団の組織運営と再編作業。これらが寝ねる間も惜おしむほどに積み上がっている事実。コレを片付けることなくして、俺に学校に行く暇ひまなどありゃせんのだ。

　大だい丈じよう夫ぶ。俺はＭＩＮＯＳ試験勉強時代に、通信制で大学卒業資格まで取ってるから。

　そんなわけでこれから部屋に戻もどり、再びカンヅメ状態に戻ろうとしたが……。

「参さん謀ぼうさん？」

「モリガンさん？」

　振り向むきざまに、洗せん濯たく籠かごを抱かかえたモリガンさんと遭そう遇ぐうした。

　考えてみたら、モリガンさんもアジトに籠こもりきりだよな？　俺がアジトで寝食するようになってから、けっこう長いことモリガンさんと一緒にいるような気がする。

「あの……モリガンさんは、学校とかには行かないんですか？」

　なんだか間がもたなくて、試みに尋ねてしまった。モリガンさんは俺とそう変わらない年齢のはず。だとすれば高校生だ。

「私は……、シャーウッドに入るときに家出した身ですから……」

　そうだった。モリガンさんは政略結婚させる親に逆らってシャーウッドに入った。家を出た以上、学校にも行けるわけがない。

「それより前には高校にも通ってたんですが、今はどうなっているのかわかりませんね。もう退学になっているのかも……」

「す、すみません……」

「いいんですよ。それより参謀さんもお仕事がんばってくださいね。少ししたらお茶でもおもちしますから」

　モリガンさんは、楚そ々そとした足取りで廊ろう下かを遠ざかっていった。洗濯籠を抱えた後ろ姿にも気品を感じる。さすがモリガンさんはお嬢様だ。

　特に歩くたび左右に揺れる、あの巨きよ尻じりが……。イヤイヤイヤイヤ！

　団長に毒されてはいけない！　俺も仕事に戻ろう！

　上じよう昇しようしたテンションのまま部屋に飛び込んだ俺は椅い子すにライドオン！　中断させていた案件に目を通す。

　俺のおしり団参謀としての仕事は、大きく分けて二つ。一つは吸収したシャーウッドの命令系統や人員配備を整理し直し、新生おしり団として再生させること。

　これは想像以上に難しい作業だった。そもそも吸収前のシャーウッド自体が、組織としてズタズタに荒あれ、機能停止する寸前だったのだから。

　かつて悪の最強組織シャーウッドを旗はた揚あげした初代リーダー。その人がＭＩＮＯＳに逮たい捕ほされたことでシャーウッドは大いに混乱した。

　その混乱を狙いＭＩＮＯＳや他の悪の組織も攻こう勢せいを強め、それに対たい抗こうする戦力増強として、ただ暴れたいだけのチンピラまでもメンバーに入れざるをえなかった。

　それらを整理するのが俺の仕事だ。去る者には去ってもらい、残ったメンバーの心情を見極め適材適所に配置し、彼かれらの意見をよく吸い上げ、逆に命令は徹てつ底ていさせられる伝達システムを確立する。

　そうすることで初めて正義の圧政に負けない悪の組織が完成するのだ。

　そしてもう一つの職務は、こっちが悪の参謀として正式な仕事と言えるだろう。おしり団……かつてのシャーウッドのナワバリ各地で起こったトラブルに対処すること。

『都内すべてＭＴ能力を保有する未成年はＭＩＮＯＳへ入隊すべし』

　という条例により、正義の組織ＭＩＮＯＳは、ＭＴ能力をもつ『特とく殊しゆな』少年少女を問答無用に管理下における。

　拒きよ否ひ権けんはない。ＭＴ能力をもっているというだけで、他にどんな夢があって、離はなれたくない恋人や友人がいても、それらすべてを捨てさせられＭＩＮＯＳ隊員としての人生を強しいられる。

　それを拒否する人々、自由であることを大事にする人たちの盾たてとなり、ＭＩＮＯＳと戦うことが、かつてのシャーウッドの存在意義だった。

「……明文化すると、なんだか真っ当なことをやってる気がするな」

　俺たち悪の組織なんだけど。

　悪の組織として、お尻を愛めでる以外に特にやることのないおしり団は、結局シャーウッドのやり方を丸々トレースすることになった。

　不ふ肖しよう俺おれなどが、悪の仲ちゆう裁さい役やくとして様々なトラブルに介入しているのだ。

　今日も俺は、旧シャーウッド＝現おしり団のナワバリから集まってくる報告に、逐ちく一いち目を通す。

『――高校一年生、二名より相談。ＭＴ能力者であることが判明し、学校側からＭＩＮＯＳ入隊を強要されているとのこと』

「この手の案件多いな。……相談者を保護、匿かくまい先は隠れ家セーフハウスを使用推すい奨しよう」

『――前線基地として借りているマンションの家賃が振り込まれていません。至急送金を』

「資し金きん繰ぐりの計算まだ終わってなかったからな。近日中に振り込んでおきます、と」

『――ＭＩＮＯＳ警けい邏ら部との戦せん闘とう発生。被ひ害がいは別べつ途と記き載さい』

「被害報告を見た後、人員を補ほ充じゆうします」

『――小学校に野犬侵しん入にゆう！　捕獲したので指示を！』

「……アジトで世話するんで送って」

『――同じチームの女の子から告白されました』

「………………知るか！」

『――魔ま王おうが復活した！　至急討とう伐ばつ隊の編成を！』

「勇者に頼たのめ！　間ま違ちがっても悪の組織の仕事じゃねえ！」

『――小こ振ぶりなおしりのアイドル写真集が今月末発売です！　観賞用・保存用・布教用で三冊買ってください！』

「この報告送ったの団長だろ！」

　クラッ。

　……イカン、大声出したせいで立ちくらみ来た。やはり寝ね不ぶ足そくによる疲ひ労ろうは着実に俺を蝕むしばんでいるようだ。

「風ふ呂ろにでも行ってスッキリするか……」

　俺は席を立つ。

　おしり団のアジト……元々はシャーウッドのアジトだが、そこはかつて山やま奥おくの旅館だったものが倒とう産さんし、それをシャーウッドの人たちがいろいろ悪い手段で使わせてもらっているらしい。

　その名残なごりとして敷しき地ちの一角には温泉が湧わき出し、二十四時間いつでもひとっ風ぷ呂ろ浴びられるようになっている。アルカリ鉱泉で肩こりや神経痛に効く、三十分も浸つかればウソみたいに疲つかれの取れるシロモノだ。

　悪のアジトとして、そんなリフレッシュ施し設せつを保有するとかどうなの？　と思わないでもないが、あるものは使い倒たおすのが、やはり賢かしこいやり方だ。

　忙いそがしいとは言っても、サッと流すぐらいの時間的余よ裕ゆうはあるだろう。脱だつ衣い場じようで脱ぬいだ服をあらかたロッカーに押おし込み、鍵かぎ付きのゴムバントを手首にはめる。様式美です。

　この時間帯は皆みんな出で掛かけて貸切状態間違いなし。さぞや爽さわやかな入浴気分を味わえるだろうと浴場への扉とびらを開け、

「ん？」

「え？」

　モリガンさんと目が合った。ガッツリと目が合った。

　貸切状態とばかり思われていた露ろ天てん風ぶ呂ろ。実際ほとんどのメンバーが仕事やら学校で留守にし、アジトに残っているのは俺とモリガンさんの二人だけなのは疑うまでもない。

　よりにもよってそのモリガンさんが先にお風呂をご利用あそばしていたのだ！

　見た目や性格そのままに綺き麗れい好ずきな彼女。きっと午前中の家事を終えての朝風呂は至福の一時なのだろう。

　入浴中だから当たり前なのだが一糸まとわぬ素すっ裸ぱだか。最高級の白磁を思わせる肌はだは何物にも隠かくされることなく俺だけの鑑かん賞しよう品になっていて、当然それはＨカップはあろうかという魔ま法ほうのおっぱい＝魔ま乳や、団長垂すい涎ぜんの九十二センチの巨尻も同様。

　アレもコレもすべてさらけ出したモリガンさんは、多分洗せん髪ぱつ中だったのだろう、タライぐらいある檜ひのき製の大おお桶おけにクソ長い髪かみを浸ひたし、ティモテ体勢で固まっている。

「さ、ささささささ、参謀さん……!?」

「も、もももももも、モリガンさん、これはあの、そのですね……!?」

　ヤバイ、どう言い訳しても無事この状況を乗り切れる自信がない。全ぜん裸らのモリガンさん。全裸の俺。浴場にはこの二人きり。もちろん風ふ呂ろ場ばですので湯気はありますがＤＶＤだと消えます、きっと！

「きゃあああああああああぁぁぁぁぁぁぁッッッ!?」

　案の定、絹裂さくような悲鳴とともにモリガンさんが黒髪のムチを叩たたき付けてきた!?

「待ってモリガンさん！　その髪まだシャンプー流してなッ……!?」

　どうでもいいことにばかり気がいく俺だった。

　バチコーン！　と小気味よい音をたてて本日二度目のクリーンヒット！　アナコンダが体当たりしてきたかと疑う衝撃に、俺はたやすく宙を飛ぶのだった。

「そげぶっ!?」

　そして地面に激げき突とつ。かたやモリガンさんは、俺が空中遊泳している隙に湯船へ飛び込み、みずからの裸ら身しんを隠す。

「あ、あの、……すみません参謀さん。私ったらまた気が動転して……」

　湯船から頭だけをチョコンと出してモリガンさんが弁明するのだった。

「い、いえ……、内部を確かめずに入ってきた俺が悪いのですし……！」

　全身を痛みと痺しびれが襲いつつも真摯な俺なのであった。

　おしり団の露天風呂は一室しかないため基本混浴である。旅館時代は季節によって男湯と女湯とを交代させ、内うち風ぶ呂ろと並行してうまく使い分けていたようだが、かの棟むねが悪の手に渡ってからは細かいルールはなく、先に入った方と別の性別の人には遠えん慮りよしてもらうようになっている。

　普ふ段だんだったら出入り口に『女子入浴中』の札がついて間違えようもないはずだが……。

「……すみません、誰だれもいないと思って、つい札をつけずに……！」

　お互たがいすっかり油断していたようだった。

「わかりました。だったら俺、出直しますから。空いたら教えて……」

「ダメです！」

　いきなりモリガンさんが気色ばむ。何な故ぜ？

「殿との方がたを差し置いて女が一番風呂をいただくなんて、そんな不心得なことできません！　ここは私が身を引きますので、参謀さんはお風呂をお使いください！」

　うーむ、さすがモリガンさんは古風な女性だ。いかなる時も男を立てようとする態度には頭の下がる思いだが、今回はそうも行かないだろう。

「モリガンさん……、今すぐ風呂出られるんですか？」

　女性の入浴にはとかく時間がかかるものだ。長い髪を洗うのも一手間だし、体の方だって、玉の肌を傷つけないように色々気を使わなきゃいけないに違ちがいない。

　しかもモリガンさんはＭＴ能力の関係で普通の女性より何倍も髪が長い。一回の入浴にかかる手間は、男の俺なんかとは比ひ較かくにならないはずだ。

「そ、それは……」

　俺の指し摘てきが当たっていたのか、モリガンさんは押し黙だまる。

「じゃ、そういうことで。モリガンさんは気にせずごゆるりと……」

「ま、待ってください！」

　そそくさと退散しようとする俺に、なおもモリガンさんは食い下がる。いまだ恥はずかしげに体を湯船に隠すこの人は、何をしようとしているんだ？

「では、こうしましょう！」

　しゅるしゅる、と伸のびてくるモリガンさんの黒くろ髪かみが、俺の体に巻きつく。

「うおっ!?」

　そして容易たやすく俺を持ち上げると、湯船に放ほうり込む。なんだか大ダコに海中へ引きずり込まれた気分。

　不意打ち気味だったために一いつ瞬しゆん溺おぼれかけるが、体勢を崩くずしかけた俺の背を、何かスベスベしたものが支えた。

「え、これはまさか……!?」

「振り返かえらないで！」

　俺の背後、しかも至近距きよ離りからモリガンさんの切せつ羽ぱ詰つまった声が飛ぶ。

　やはりこれは、湯船の中で裸はだかのモリガンさんが俺を支えているのか!?　このスベスベした感かん触しよく、俺とモリガンさんの背中と背中が触れ合あっている!?

「……こうして背中合わせにしていれば、互いに肌を見られませんし、一緒の湯船に入ってもはしたなくはないです。私と参謀さん、二人ともお風呂から出ずに済みます」

　イヤ！　ある意味視覚以上のはしたなさが発生している気がするんですがね!?

　スベスベするよ？　俺の背中がスベスベするよ!?

「絶対に振り返らないでくださいね。もし振り返ったら大変なことになりますから……」

「……どうなるの？」

「わ、私が参謀さんのお嫁よめさんになります！」

　それは大変だ！

　ある意味息の根を止められそうな発言に、俺は素直に従わざるをえない。

　しかしモリガンさん、なんと大だい胆たんな。嫁よめ入いり前の娘むすめさんが、男と風呂場で肌を重ねるなんて。イヤ正確には背中を重ねてるんですが。

　背中越ごしからモリガンさんの心臓がバクバクいってるのが伝わってくる気がするし、俺の心臓もバクバクいってる。

　間違いなく温泉で疲れを癒いやすどころの話ではない。

　モリガンさんは何故そこまでして俺のことを引き留めるのか!?

「せめてもの……お詫わびです」

「お詫び？」

「参謀さんのお仕事は、本来なら私の仕事のはずでした。私はシャーウッドの二代目リーダーでしたから。でもかつての私は力で縛しばり付つけるばかりで、今の参謀さんみたいに上う手まくはやれなかった。ですからせめて、こうして参謀さんのご苦労に報むくいたいんです」

「そんなことない……！」

　俺はモリガンさんへ振り返ろうとして……慌あわてて頭を揺り戻す。もう少しでモリガンさんに対して一生責任を取り続けなければならないところだった。

「モリガンさんは頑がん張ばってきた。シャーウッドみたいな大組織が、初代さんって柱をなくしても崩れずに済んだのは、モリガンさんがいたからだ。モリガンさんのもつ高位ＭＴ能力が、象しよう徴ちようとなって組織をまとめていたから……」

「参さん謀ぼうさんは、ＭＴ能力もないのにちゃんと組織をまとめてくださってます。それはひとえに、参謀さんが有能だからでしょう？」

「違う……！」

「参謀さん？」

「違うん、だ…………！」

　力強く否定したが語気が出ない。体から力が抜けていく感じだ。温泉の温かさと、モリガンさんの肌のきめ細やかさ。二種類の心地ここちよさが体の緊きん張ちようを解きほぐすことで、むしろその緊張に抑おさえられていた疲労感が一気に襲ってくる。

「俺は、有能なんかじゃない……。俺がおしり団をまとめられるのは、団長やスカディさんがいるからだ。団長の明るい性格がメンバーの心を繋ぎとめているから、俺のマネジメントも上手く行ってる。それだけだ。俺は所しよ詮せん参謀でしかないんだ」

「それでも、凄すごいことです……」

「そうじゃない、そうじゃないんだ……。ＭＩＮＯＳのときだってそうだ。皆みんな俺おれのことを凄いって、十王厳げん破ぱの息子むすこで、十王あてなの弟だから凄いって。なのに入隊試験を受けて……。失敗したら手の平返して……」

　俺の口から、独りでに過去の出来事がこぼれ落ちる。

　母や親しん戚せきや関係者。色んな奴やつらが寄ってたかって俺にＭＩＮＯＳへの入隊を勧すすめ、試験を受けさせて、その結果が不合格。

　それでも俺は頑張った。皆が頑張れって言うから、俺はＭＩＮＯＳに入れるように頑張った。

　でもいくら頑張っても受からなくて、何度やっても受からなくて……。

　皆勝手に期待して、勝手に失望していくんだ。

　頑張れば頑張るほど皆の視線は冷たくなって、軽けい蔑べつして、見放して。

「…………頑張ったのに、誰も、褒ほめてくれない……！」

　だから俺はイヤになった。正義を捨て、何もかも捨てて、悪として再スタートしようとした。その挙句に見せつけられたのが自分自身の醜みにくさだった。

　人を騙だまし、踏ふみ台だいにしようとした。団長を利用し、スカディさんを利用し、モリガンさんたちを利用しようとした。

　無能で、卑ひ怯きようで、一片たりとも信じるに値あたいしない自分がそこにいた。

　それなのに、団長たちは俺のことを受け入れてくれる。こんな何の価値もない俺を必要としてくれている。

　だから俺は頑張りたい、あの人たちのために。あの人たちのために頑張れない俺に、何の価値があるのだろう。

　褒められるため頑張るんじゃない。俺は、俺の愚おろかさを清算するために……。

　…………。

「……はっ!?」

　目が覚めた。

　アレ俺寝ねてた!?　一秒前までのフワフワした気分を思い出す。なんか夢と現うつつの狭はざ間まにいたような。というかもう半分以上夢だったような。

　夢の中で、なんか物もの凄すごいこと口走ってた気もするけど、夢だよな？　声に出して言ってたりしないよな!?

　もしそうだったら、スカディさんじゃないけど切腹もの……！

「…………ッ!?」

　そこで俺は、後頭部に感じる名状しがたい柔らかさに気付いた。

　すごく柔らかい。しかもただ柔らかいだけでなくて、温ぬくもりもあり、極ごく上じようの触さわり心地ごこちが俺の背中や後頭部に伝わってくる。

　……俺はその正体を確かめるため、後方へ手を伸ばし、その柔らかいモノを触ってみた。

「ひゃうッ!?」

　何故かモリガンさんのエッチな声がした!?

　ついに辛しん抱ぼうできなくなった俺が飛び起き、振り向いてみると……。

「…………!?」

　モリガンさんと超ちよう目めが合った。湯船の中で俺と背中合わせしていたはずの彼女は、いつの間にか体を百八十度回転させていた。つまりモリガンさんは、お湯の中で眠ねむる俺を、その体で支えてくれてたってことか!?　そのふとももやおっぱいで!?

　イヤ、それより俺やっぱり寝てたのか？　いつの間に？　モリガンさんが自じ虐ぎやく的てきなこと言って、それを否定するために色々語ってた辺りから記き憶おくがおぼろげだ!?

「あああ、あの、モリガンさん!?　俺寝ね言ごとでなんか言ってました!?」

　よせばいいのに確かく認にんする俺のバカ！

　質問を受けてモリガンさんは、何故かモジモジと言い出だしづらそうにした。

「あ、あの……」

「……！」

「……参謀さんは、素す敵てきな人だと思います」

　Ｎｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏノオオオオオオオオオオ！

　何言ったの!?　寝言で何口走っちゃったの俺!?　普段からセルフコントロール力の高さを自負する俺がこんな大ポカをやらかすとは！　戦犯ものだ！

「お願いですモリガンさん、今聞いたことは忘れてください！」

　とにかく土下座した。湯船の中なので世にも珍めずらしい水中土下座だった。

「あ、あの、参謀さん……」

「なんでもやります！　モリガンさんの要求は何でも呑のみますので、今日のコレはなかったことに！」

　ザパッ、と湯船から顔を出して懇こん願がんする。

　そんな俺を哀あわれに思ったのか。モリガンさんは指先をモジモジさせながら言う。

「……じゃあ、お言葉に甘あまえて、一つお願いがあります」

　彼かの女じよはどんな要求をしてくるだろうか？　ところで現在の俺たち湯船でバッチリ向き合っちゃってますがいーんだろーか？　指摘するとさらに面めん倒どうなことになるから黙っておく。

　そしてモリガンさんの突つき付けた要求は……!?

「……参謀さん、私とデートしてくださいませんか？」

「え？」
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「……どうしてこうなった？」

　十分後、アジトの玄げん関かん先さきでモリガンさんの支し度たくを待つ俺がいた。俺もそれなりに着き飾かざってはいます。だってデートだもの。

「デート……!?」

　何故デートを要求された？　デートというのは、年とし頃ごろの男と女が１ｏｎ１でノロケ公害を周囲にばらまく無差別テロとオレペディアには登録されている。辞書には違う風に書かれているかもしれない。

　魔女モードのモリガンさんならともかく、普段の清せい楚そなモリガンさんからは、そんな浮うかれたイメージはないんだが。

　でも俺には拒否権ないし。つかモリガンさん、デートの支度いつまでかかるんだろう？　と一人悶もん々もんとしていたら……。

　――てぇるる、てぇるる。

　と、またメール受信音が鳴った。また母さんか、しつこいヤツめ。

　心に余裕のない俺はスマホの電源をオフにした。これで今日中はメール音に煩わずらわされることはない。

　そう思っていたら今度は……。

「プロージット、なう、ＹＯＵは人生のぉ～♪」

　玄げん関かんの脇わきにある駐ちゆう車しや場じようで、超ちようゴキゲンに鼻歌ってらっしゃる大人を発見してしまった。

「佐藤さん……」

　シャーウッド古参組の一人、佐藤さんだ。心地よい晴天の下、アジト前の駐車場に工具を広げ、バイクをいじってらっしゃった。

「おう参謀じゃないか朝メシぶり。野外フィールドで遭そう遇ぐうするとは珍しいな」

「ヒトをダンジョン内にしか生息してないモンスターみたく言わんでくださいよ……」

　その点は連日連夜引きこもっている俺の方にも問題があるのだが。たしかにこうして仕事以外で外に出るのは随分久々な気がする。

「それよりも、佐藤さんこんなところで何してるんです？　豆とう腐ふ屋やの仕事行かなくていいんですか？」

「豆腐なんて朝の仕込みが終われば後は売るだけだからな。そんなのバイトに任せときゃ安心だし。コイツもそろそろイジってやらんと拗すね出す頃ころだしな」

　と佐藤さんはバイクを撫なでさするのだった。

「……そーいえば参謀、今十五歳だっけ。ジョータン日いつ？」

「なんで業界用語っぽく言うんですか？　……誕生日？　五月ですけど？」

「もうすぐじゃねーか。……よし、十六歳になったらすぐバイク免めん許きよ取りに行くぞ」

「なんでですか？」

　俺別にバイクの免許とかいらないんですけど。ただでさえ組織運営の仕事で忙しいのに、その上教習所通いする時間なんてないですよ!?

「ウチのアジトは山奥にあるから車なりバイクなりもってないとキツいぞぉ。電車使うにも、ここから一番近い駅まで歩いて三十分はかかる」

「うっ」

「モリガンとデートに行くにしても、女の子に三十分も歩かせるのは酷こくだぞぉ？　甲か斐い性しようなしだぞぉ？　恥ずかしいぞぉ？」

「ちょっと待って！　何故知ってる!?」

　俺とモリガンさんがデートに行くことを！

「参謀やけにいい格好してるし。どっかにお出掛けってんなら、こんなところでグズグズしてる理由はないだろ。あるとしたらお前一人でお出掛けじゃなくて、一いつ緒しよに行く子をここで待っている。そして今アジトの中にはモリガンだけ。証明終しゆう了りようだな」

　くっ、さすが大人。見てないよーでしっかり見てる。しかしまあ、佐藤さんにバレたところでやましいことはないんだが、イヤ、シャーウッド古参組の人たちにとってモリガンさんは妹のように可愛かわいい存在だ。それに毒どく牙がを掛かけたと見なされれば……。怖っ!?

「んーむ、モリガンがデートねえ」

　佐藤さんは考え込むようなポーズをとる。

「参謀、チョイ来な」

「え？　なんです？」

　佐藤さんに手招きされて、俺は迂う闊かつに接近してしまう。

「だんくしゅーと」

　と言って佐藤さんが、俺の胸ポケットに何かを詰つめ込んだ。それが何なのかポケットから出して確認し、俺は大いに驚おどろく。

「ユキチ!?　それも二枚も!?」

「デート資金だよ。メシ食った後に金が足んないとかなったら困るだろ？　女に払はらわせるとかさらに恥ずかしいぞぉ」

　佐藤さんはニヤニヤ笑う。

「でも、そんな悪いですよ！　佐藤さん、身内でもないのに……」

「参謀、そんなこと言ったらブン殴なぐるぞ」

　口調こそ優やさしいが、真ま面じ目めな雰囲気で佐藤さんは言った。

「悪の組織に法や規則はねえ、従って本来上下関係もねえ。あるとしたら精々年齢の差ぐらいだ。……だからな、お前や団長さんやスカディちゃんや、あとモリガンも、オレらの弟妹おとうといもうと　ってことにしておけよ。この組織にいる間はな」

「佐藤さん……」

「でもモリガンにとっちゃ、オレたちは不ふ甲が斐いない兄貴だった。シャーウッドの行く末をアイツ一人に任せて、無理ばっかりさせてた。参謀たちが来るまでな」

　その悔くいは、これまで何度も佐藤さんたちの口から聞かされていた。

　佐藤さんたちは大人だ。だからシャーウッド以外にも、彼らには守るべきもの、支えるべきものがあるのだろう。それゆえにモリガンさんにかけてきた負担を、この人たちは今なお悔いている。

「お前らが来てくれてから、モリガンもだいぶ明るくなったよ。団長さんやスカディちゃんがいるのがいいんだろうな。やっぱあの時期の子には、そういうのが必要なんだ。同性同年代の友だちってヤツがな」

「佐藤さん……」

「それからもちろん同年代の異性の方もな。そーいうわけでモリガンに青春の甘あま酸ずっぱさを教えてくれたまえ若わこう人どよ。あ、よかったら今回も渡わたしとく？　家族計画実行装置」

「だからそんな切なくなるものはイランと言ったでしょーが!?」

　まったく、この人は偉えらい人なのかダメ人間なのか時々わからんな。二万円も、ご厚こう意いに甘えて大事に使うべきか、お金のことはしっかりしなきゃ、だから返すべきなのか判断に困るし、そういや礼もまだ言ってない……。

「すみません参謀さん。おまたせしました」

　悩なやんでいると、背後からモリガンさんの声が聞こえてきた。佐藤さんと駄だ弁べってる間に結構時間が過ぎていたらしい。

「大丈夫ですよ。別に待っ……、ッ!?」

　振ふり向いた瞬しゆん間かん、俺は驚きよう愕がくに襲おそわれた。何故ならばモリガンさんの髪が短くなっていたからだ。

　それ以前は、目測十メートルはあった髪の毛けが、今は腰こしぐらいの長さしかない。イヤ常識的に考えたら今でも充じゆう分ぶん長ちよう髪はつなのだが、モリガンさんは彼女の使うＭＴスキルのために、髪の長さに重要な意味がある。ＭＴ能力者としての強さが、髪の長さに比例すると言っていいほどなのだ。

　それゆえにモリガンさんの髪は十メートルもの長さがあった。なのにそれを……。

「……これ、自分で切ったんです。やっぱり外を出歩くとなったら、あの長さは不便なので」

　俺の視線に気づいたのだろう。モリガンさんは後ろめたそうに自身の髪を撫で梳すく。

「おしり団には既すでにスカディさんや団長さんがいますから。私なんかがいてもいなくても、大した差にはならないでしょう？」

「でも……」
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　俺が言葉を失っていると、モリガンさんは悲しげに呟つぶやく。

「参謀さん……。やっぱり私、軽けい率そつなことしたでしょうか？」

「そんなことないです！　モリガンさんの髪は長くても短くても綺き麗れいですよ！　イヤ、髪だけじゃなくてモリガンさん自体も綺麗ですが！」

　俺は脊せき髄ずい反射的にフォローの言葉をまくし立てる。

「いいじゃないですか、身軽になって色んなところに行けるってことですし。ね！」

「…………はい」

　はにかむようなモリガンさんの返事に、俺はとりあえず一安心だ。

　モリガンさんが何故急にデートなどと言い出したのか？　必殺の武器ともいうべき黒髪を切り落としたのは何故か？

　俺はそれらについてもっと考えるべきだろうが、そんな余裕はなかった。

　だってモリガンさんみたいな美人とデートだもの。色んな意味で心がクライシスだわ！

「へー、モリガン髪切ったのか。なんかここに来てすぐの頃を思い出すな」

　傍そばから様子を窺うかがっていた佐藤さんが、ついに口を出してくる。

「あ、あの佐藤さん。あまりジロジロ見ないでくださいますか？」

「何この参謀との扱あつかいの差!?　まあいいや、車出すから乗ってけよ。最も寄より駅までだけどな」

　そう言って佐藤さんは、整備途中のバイクを車庫へ押していく。

　イヤそんな！　と止めようとしたところ、またしても俺は佐藤さんの大人の貫かん禄ろくに遮さえぎられた。

「言ったろ。女の子に三十分も歩かせるのは酷だって。ただでさえモリガンはアジトに引きこもって運動不足なんだから。移動だけで体力使い切らせたらデートどころじゃないぞ」

「うぐ……」

「あぅ……」

　俺もモリガンさんも赤面して黙り込むより他なかった。

　そして結局佐藤さんの厚意に甘えて駅まで車で送ってもらうことになったのだが、これまた佐藤さんの言う通りだった。本来二人きりがデフォルトのデートなのに、ヒト様に送ってもらうなんて不甲斐なさ＆気き恥はずかしさがハンパない。

　コレはやはり、十六歳さいになったら早そう急きゆうにバイク免許だけでも取るべきだと心に誓ちかう俺だった。







第二章　巨きよ尻じりの試着は罠わなである







　さて、デートである。

　モリガンさんの要よう請せいによってデートに出かけた俺おれだったが、ここで一つ重大な問題に気づく。

　デートってどうやるのかわからない。

　生まれてこの方ＭＩＮＯＳミノス入隊試験の勉強にのみ打ち込んできた俺は、女性とおつきあいした経験など一度もあるわけがなく、従ってデートなどの経験も一度もない。

　これではモリガンさんをどこに連れて行っていいのかもわからない。

「……あの、モリガンさんは何ど処こか行きたいところあります？」

　万ばん策さく尽つきた俺は、デート相手であるモリガンさんに希望を募つのることにした。下策であることは百も承知だが、デート初心者である俺には他ほかに術がないではないか！

　降参するような気持ちでモリガンさんの返事を待つのだが……。

「すみません、私デートって初めてで、どこに行けばいいのか……」

　ブルータスお前もか！

「そ、そうなんですか？　自分から誘さそってくるもんですから、てっきりモリガンさんはデート経験があるもんだと……」

「何を仰おつしやるんです参さん謀ぼうさん！　私、そんな淫みだらな女ではありません！」

　えぇ!?

「幼き頃より祖母から教え込まれてきました。女とは、ご先祖様より受うけ継つがれてきた血を次へ繋つなげるための器うつわであるのだと。だからその器は、決められた人と出会うまで清らかでなければならないと。ですから私は、私の夫となる人以外、近しい間あいだ柄がらになるつもりはありません！」

　じゃあなんで俺とデートしようとか言い出したの!?

　モリガンさんの真意がわからなくなってきた俺は、茫ぼう然ぜんとモリガンさんを見み詰つめるのが精せい一いつ杯ぱい。モリガンさんはその視線に気づいたのか、申し訳なさそうに俯うつむいた。

「……すみません参謀さん。変な女と思われたでしょうね。古こ色しよく蒼そう然ぜんとした考え方をしているのに、一方で殿方を連れて遊び歩こうとするなんて」

「ええと……、モリガンさん？」

「でも後生ですから、今日一回きりでいいんです。この愚かな女のワガママを聞き入れてくださいませんか……？」

　そんな風に涙なみだ声ごえでお願いされたら断ることなんてできない。俺は黙ってモリガンさんの隣となりに移動し、腕うでを差し出す。

「……？」

「モリガンさん、白状すると俺もデートの経験なんてないんですが、世の風聞によればデートするとき男女は腕を組んで歩くんだそうです」

「腕を組む？」

　モリガンさんは、自身の右みぎ腕うでと左ひだり腕うでを組み合わせて腕うで組ぐみポーズをとった。

　……ちげーよ、そーじゃねーよ。なんで二人並んで歩くのに各自で腕組みしなきゃなんねーんだよ。男塾じゆくか。

「腕を組むってのは……、こうです」

　俺はモリガンさんの右手を取って、俺自身の左腕へと絡からみつかせた。自然、モリガンさんのふくよかな体が我わが左半身へと密着する。

「きゃっ……？」

　いきなりのことでビックリさせてしまったようだ。

「あの……。コレ、とても歩きづらそうなんですが。それになんだか恥ずかしい」

「大だい丈じよう夫ぶです。ホラ、あそこのカップルも同じようにして歩いてるでしょ」

　丁度よいことに、俺たちと同じようにラブラブに腕組みしたカップルを発見したので、そいつを指し示す。

「あんな風に……！」

　モリガンさんの見知らぬカップルへと送る視線は、多分に憧あこがれの感情が含ふくまれていた。モリガンさんの視線は俺へと戻もどり、俺へ絡む腕にギュッと力がこもる。

「………………素敵」

　モリガンさんが喜んでくれたようで何よりだった。

　さて、ここより俺本人の心理描びよう写しやに移ります。

　おおおおおおおおおおおあああああああああああああああッッッ!!

　みっちゃぁぁぁぁぁく!!　みっっっっちゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁく!!

　密着！　密着！　モリガンさんと腕を組むことによって！　モリガンさんの色んなところが俺に密着ッッ!!

　やーらかい！　ところどころやーらかい！

　中でもこの、俺の左上腕部に感じる一ひと際きわスィートな柔らか感触は、お、おっぱ……!?

　くえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇッッ!?

　あばばばばばばばばばばばばばッッ！

　モリガンさんのＨカップはあろうかという魔ま乳にゆうがゼロ距離で!?

　しっかりするんだ十じゆう王おう正まさ人と！　お前は十王正人だろう！　イヤ十王正人だからむしろダメ！　とにかくこんな時こそＣＯＯＬになるんだ！　女性に密着されて取り乱すなどカッコわるぅぅぅぅぅぅぅひゃぁぁぁぁぁぁぁ!!

「じゃあモリガンさん、行きましょうか」

「は、はい……！」

「行き先ですけど、お互いノープランみたいだし、適当に決めていいですかね？」

「わ、私は参謀さんの行かれるところなら、どこまでもお供します……！」

「じゃあ、デートっぽく、ウィンドウショッピングでもしますか？」

「ういんど……？　風を買うんですか？」

「……Ｗｉｎｄウインドではなく、Ｗｉｎｄｏｗウインドウです。要は商品を見るだけで楽しんで、気に入ったものがあれば買ってもよかろうという買い物形式のことですね」

「なるほど！　参謀さんは物知りなんですね！」

　きゃぁぁぁぁぁぁぁぁッッ!!

　かーいい！　モリガンさんかーいい！　家事全ぜん般ぱんデキる完かん璧ぺき乙女なのに、今風の知識が少なくて戸と惑まどうモリガンさん超ちよう級きゆう覇は王おうかーいい！

　どうしよう落ち着くなんてできないよぅ！　どうすればいいんだよぅ！

　…………ん!?

　ふと気が付くと、さっき俺が指し示したモブカップルの男の方が、静かにこっちを見詰め返していた。

『落ち着きなさい初心者よ』と言われている気がした。先せん輩ぱい面づらされた。




＊　＊　＊




　言うのが遅おくれてしまったが、今俺とモリガンさんがいるのは、おしり団アジトから佐藤さんの車で駅まで送ってもらって十分、そこから電車に乗のり換かえて四十分ほどで着いた都市部だ。

　そこまで栄えた場所でもなく、駅前にちょっと大きめのショッピングモールが建ってるのがせいぜい。

　今日思い立った突とつ発ぱつデートの俺たちにはこの辺が限界だろう。

　数日前からわかっていれば、予定を組んでもっと遠出もできたんだが、それは言わぬが花。

　ウィンドウショッピングという方針が決まり、場所もこのショッピングモール以外にないとしたら、あとはモール内のどのエリアを見て回るかだが……。

「きゃあああ！　レタスが一玉百三十八円なんて安すぎるわ！　ピーマンも一袋ふくろでこんなお値段……、でもちょっと待って。ひのふのみ、やっぱり近所で買ってるものより一袋の入数が少ないわ!?」

　モリガンさんが大いにハマったのは地下一階、生せい鮮せん食品売り場だった。

「モリガンさん、他に行きましょう」

「え？　でもお魚の方も見ておきたいんですが……」

「とにかく行きましょう！」

　あまりにも色気がなさすぎる！

　別に、モリガンさんと所帯じみたお喋しやべりで新しん婚こん気分を満まん喫きつするのも悪くないが、こんな何十分もかけて移動した場所でする必要性もないだろう！

　もっと特別というか、非日常というか、ハレの気分を味わえる売り場はないのか!?

　……そうだ、服だ。

　日常とは違う自分を発見する。すなわちオシャレ。オシャレと言えば服だ！

　俺の着きせ替かえを見たところで楽しくもなんともないので、やはり行くべきはモリガンさんの服、婦人服売り場だろう。

「モリガンさんは、いつもどんなところで服を買ってるんですか？」

　何気なく聞いてみる。男の俺だったら何を着るのも構わないし三枚千円で大丈夫だが、やはり女性ともなると身に着ける物にこだわりがあるに違いない。

　素材とか、色とか、ブランドとか、実際売り場に到とう着ちやくする前に、モリガンさんのそういう傾けい向こうを知っておいた方がいいと思ったのだ。

「……実は私、お店で服を買うって、したことないんです」

　え？

「私が今使っている服は、ほとんど全部家出した時実家から持ち出したもので、素材がいいのか、まったくくたびれずに今でも着ることができるんです。だから買かい替える必要もなくて。それに実家にいたころは、大たい抵てい母さまやおばあさまのお下がりをもらったり、お店の方が届けてくださったりするのをそのまま着るばかりで……」

　俺の予想を越こえていた。

　以前どこかで聞いたことがある。本物のセレブは、モノを買うのにいちいち出かけたりしない。店の方から御ご用よう聞ききに来るのだと。

　しかも、そういうところで買うのは本当の高級品だから、簡単に傷いたんだりしない。何年、何十年と使用に耐たえるから、親から子、子から孫へ世代を越えて引ひき継がれる。

　さながら一級品の家宝が先祖代々伝わるように。

「この人、モノホン……!?」

　そういえば今朝、佐藤さんたちが言っていた。モリガンさんは超いーとこのお嬢じよう様さまなのだと。

　一級品の服を着せて、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようなどさせて、家事全般と礼れい儀ぎ作法を叩たたき込み、政略結けつ婚こんまでさせようという家が、モリガンさんの実家だというのか？

　今さらながら俺は戦せん慄りつした。

　そんなスーパーお嬢様を、こんな量りよう販はん店てんにお連れしてよかったのか!?　置いてあるのはせいぜい外国工場の安い人件費で量産した化か繊せんのシャツぐらいだぞ？　そんなところにモリガンさんを連れて行ってホントに大丈夫なのか!?

「あっ、ここが服屋さんですか？」

　うだうだ考えてる間に到着してしまった!?　三階、婦人服売り場でございます！

「……凄い、お洋服がたくさん並んでいますよ」

　いかにも慣れてない的な感想を述べてくれるモリガンさん。

　売り場内は、平日なせいか客は少なく、なかば俺たちの貸切状態になっている。

「あっ、参謀さん！　参謀さん見てください！　このシャツ凄く可愛い！」

　モリガンさんの声が弾はずんでいる。

　よかった、どうやら気に入ってくれたようだ。世の彼かれ氏しとやらは、こうして女の子を喜ばせるために心を砕くだいているのだな。デート、難クエすぎる。

「モリガンさん。欲ほしいものがあったら買っていいですよ」

　佐藤さんが与えたもーたユキチズのおかげで軍資金は潤じゆん沢たくだ。ここは気前のいいところを示してモリガンさんから憧しよう憬けいの眼まな差ざしで見られたい。

「ホントですか参謀さん!?　それでしたら、えーと、あの！　店員さん、店員さん！」

　モリガンさんが、通りかかった店員を呼びとめていた。初心者のクセにもう店のシステムを使いこなしとる。

「はぁーいー。お客様、アタシをお呼びかしら？」

「は、はい。お尋たずねしたいことがありまして……！」

　呼ばれてやってきたのは、二十代後半ぐらいの女性の店員さんだった。まあ婦人服売り場だからな。いかにもアパレル業界人といったような爽さわやかなおねーさんだ。

　なんとなく、宝たから塚づかの男役のような凛り々りしさがある。

「なにお嬢じようさん？　そっちの彼氏クンとデート？　いいわねえフレッシュで。アナタたちぐらいの年なら、どこに行っても楽しいでしょうねー」

「か、彼氏……!?」

　モリガンさんの顔がポッと火ほ照てった。

「それで、今日お嬢さんは何をお買い上げの気分？　……んー、お嬢さんぐらいおっぱいもお尻しりも立派なら、何着たって似合いそうよねー。お薦すすめする側としては張り合いがないぐらい」

「あ、あの……、実は私、かねてから一度でいいから着てみたいものがあるのですがっ！」

　モリガンさんが鼻息荒あらく、店員のおねーさんに迫せまる。

「ズボンを穿はいてみたいんですっ！」

　……ズボン？

　そういえば、モリガンさんがズボン穿いてるところ見た記憶がないかも。初対面で着てたのはゴスロリドレスだし、それ以外も大たい抵てい普ふ段だん着ぎはスカートだった。しかも、タイトとかミニではない、体型を圧あつ迫ぱくしないゆったりロングスカートだ。

　お尻大好き団長をして巨尻の称しよう賛さんを賜たまわるモリガンさん。そのフルボリュームな下半身を考えたらさもありなん、だが……。

「……参謀さん、何を考えています？」

「いえ、別に何も？」

　モリガンさん俄にわかに魔ま女じよ化。俺は即そく座ざに危険な思考を放ほう棄きした。

「んー、でもたしかにお嬢さんぐらい立派なお尻なら、あまりピッチリしたのは避さけた方がいいかもね。スキニーなんかでヘタに血流を圧迫したら不健康の元になっちゃうし」

「す、すきにぃ、とは何ですか？」

「スキニージーンズ？　まあ直訳すると、すっごい細いジーンズね？」

「是ぜ非ひそれをお願いしますッ！」

　モリガンさんの鼻息がムスーッと荒い。彼女の小こ尻じり願望がこれほど強いものだったとは。団長から巨尻巨尻言われてたしな、気にするのも仕方ないか。

「そうねー、若いうちは何事もチャレンジか！　その意気やよし、オーダー、スキニージーンズよー！」

　オーダーを出した店員のおねーさんは、普ふ通つうに自分でジーンズコーナーへ徒歩移動して、ジーンズを何着か見み繕つくろって戻ってきた。何やってんの？

「じゃあ、コレらを試着してみましょうか」

「試着ですか？」

「そーよー、アタシたちだって、お客様のイメージやサイズの合わないものを売りつける気はありませんからね。まず試ためしに着てもらって、着き心地ごこちを確認してもらうの。さ、試着室はこっちよ」

　とモリガンさんの手を引っ張るおねーさん。こういう業界の人なせいか中々に押おしが強い。

　試着室は、俺が想像した通りの衝つい立たてで囲んだ半はん畳じようスペースだった。

「はい一名様ごあんなーい」

　そこに商品のジーンズもろともモリガンさんを放ほうり込む。

「ああ、あの参謀さん。……そこにいてくださいね、私がいない間にどこかに行ったりしないでくださいね？」

　一人になるのを怖こわがるモリガンさん、小動物っぽくてカワイイ。

「大丈夫ですよ、ちゃんと前にいますから。せっかくだから初ズボン満喫してきてください」

　そう言って俺が微ほほ笑えむと、モリガンさんはやっと安心して試着室のカーテンを閉めた。

　薄うすいカーテンの向こうからシュルシュルと衣きぬ擦ずれの音がする。想像以上の衝しよう撃げき度どだった。この立ち位置、この音おん響きよう設定は、健全な青少年の俺にはクリティカルすぎる。ＳＡさＮん値ちがどんどん削けずられるとはこのことか！

「可愛い彼女で幸せねー、彼氏クン？」

　店員のおねーさんからニヤニヤされた。

「いいい、いや、違ちがうのですよ！　俺と、あの人はそーゆーッ、なんというか……ッ!?」

「あら、彼氏クンはそういうタイプ？　黙だまってても女が向こうから寄ってくるみたいな？　まー、あたしのダチにもそういうヤツいるけど、ダメよ？　無意識に女心をもてあそぶようなマネは？」

　何を言うですかこのおねーさん!?　そんなことねーですよ、俺は無意識に女心をもてあそんだりしてねーですよ！

「それにねえ、アタシにはわかるのよ。彼氏クンと、あの子が、理想的なカップルだって。何な故ぜだと思う？　実はあたしには見えるのよ、運命の糸ってヤツが」

「…………」

「あらやだ、可哀想かわいそうな人を見る目で見られちゃったわ。ウソじゃないわよ、ホントよ？　アナタとあの巨乳っ子の薬指は、しっかりと黒い糸で繋がってるわよ？」

　……黒？

「そういう場合は『赤い糸』じゃないんですか？」

「さあ？　その理由はアタシよりアナタたち自身が知ってるんじゃなくて？　どっちにしろアナタとあの子が、見えない糸で繋がってるのは変わらないわよ。地球上のどこにいても、糸を手た繰ぐれば必ず出会えるようになってる。そういう運命に生まれついたの。……もっとも、アナタの小指からはまだ何本か糸が伸のびてるけどね♪」

　俺の肩かたをバシンと叩き、店員のおねーさんはどこかに行ってしまった。

　……何アレ？　不思議系？　服屋のおねーさんとはおよそ関係ないアドバイスをもらった俺は呆ぼう然ぜんと立たち尽つくすしかないんだけど。

　つか待て!?　店員さん行っちゃった!?　それこそがまずくない!?　試着室の中にはジーンズ初めての雛ひな鳥どりのよーなモリガンさんがいるんだよ!?

　何かトラブルが起きでもしたらどう対処すれば……!?

「店員さん……。店員さん……」

　言った傍から来やがった!?　試着室のカーテン越ごしから、モリガンさんのか細いＳＯＳコール！　しかしここには頼たよりの店員さんはおらず俺オンリー!?

　俺がやらねば誰だれがやる、という状じよう況きように追い込まれたようだ。

「……モリガンさん、残念ながら店員さんはいません」

「そ、それは困ります……！」

「なんかトラブルですか？　俺でいいなら手伝いますけど……」

　返ってきたのは沈ちん黙もくだった。その沈黙からモリガンさんの苦く悶もんというか葛かつ藤とうというかがありありと伝わってきた。

「参謀さん、中に入ってきてもらえますか？」

　中に入れ!?　何を言い出だすのだモリガンさんは!?　試着室の中と言えば、当然俺の想像するような、ピンクでフェミニンな状況となっているはずだ！

　その中に踏ふみ込めと言うのか？　本来男子禁制じゃないのか？

　しかしモリガンさんが困っておられる以上、それを助けるのは男として当然の役目。これはあくまでモリガンさんのピンチをセーフティするためで、決していやしい目的ではないのだ！　人命救助だ！

　そういう設定でテンションを上げて、勢いで押し切きるのだ！

「……失礼しま～す」

　カーテンをめくると、そこには案の定あられもないモリガンさんが、泣きそうな顔をしながら俺のことを出で迎むかえた。

「モリガンさん、これは……!?」

「見ないでください、恥はずかしい……！」

　試着室内にあるものは、想像通りジーンズ姿のモリガンさんだった。しかし実情は俺の想像をはるかに越えていた。

「……ジーンズ、ちっちゃい？」

　モリガンさんの巨尻が、ジーンズに収まりきれず半分以上はみ出していた。ジッパーもボタンも留められないまま、パンッパンに張りつめている。

　今この瞬間もモリガンさんは「んぐぐぐぐ……」と踏ん張ばるが、それもまた空むなしい努力。腰前ボタンとボタン穴の間には、五センチほどの埋うめがたい隙すき間まが……。

　さもありなん。実測値九十二センチという奇き跡せきのサイズをもつ巨尻。スキニージーンズなどという鞘さやに収まりきるほどチャチな代しろ物ものではない。

　ロングスカートの中で自じ由ゆう奔ほん放ぽうに育ったワガママ巨尻は、スキニーの支配などまったく寄せ付けぬ！

「要するにサイズが小さいんですよ。……あの謎なぞ店員、テキトーに選びやがって……！」

「そんなこと……、ないです……！」

「大丈夫ですよ。サイズの大きなヤツに換かえれば、すぐ済む問題です。ちょっと待ってて、取りに行ってきますからっ……て!?」

　試着室を出ようとする俺の袖そでを、モリガンさんが、ぎゅむ、と掴つかむ。
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　どうしたんだモリガンさん？　外へ出ないと、サイズの大きなジーンズを取りに行けないのに？

　訝いぶかしく振り返かえる俺は、その瞬間すべてを察知した。うっすら涙なみだを浮うかべたモリガンさんの瞳ひとみは、無言でこう訴うつたえていたからだ。




　―――巨尻じゃないですもん。巨尻じゃないですもん。巨尻じゃないですもん。巨尻じゃないですもん。巨尻じゃないですもん。巨尻じゃないですもん。巨尻じゃないですもん。巨尻じゃないですもん。巨尻じゃないですもん。




　女の子が『尻が大きい』と言われるのは『太っている』と言われるのと同じらしい。非常にデリケートな問題だ。俺から見たら、モリガンさんはグラマラスであってファッティではない。非常にセクシャルだ。しかしモリガンさん本人にとってはそうではないらしい。

　ここでワンサイズ上のジーンズを選ぶことは、モリガンさんにとって譲ゆずれない何かを譲ってしまうことになるのだろう。

「……わかりましたモリガンさん。不ふ肖しようこのおしり団参謀・十王正人。そのジーンズを穿けるように尽じん力りよくさせていただきます」

「……参謀さんっ」

　モリガンさんの俺を見る瞳がキラキラした。俺たちの以心伝心度がアップした。

　さて、ではどうすべきだろう？　まずは力ずくで行ってみる？　モリガンさんの穿いているジーンズのジッパーを、力任せに上げてみる。

「ふんぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬ！」

　こちとら女性のモリガンさんより腕わん力りよくはあるつもりだが、それでもジッパーは一ミリたりとも上がらない。

　なんと頑がん固こな巨尻であろうか。

　モリガンさんも顔を真っ赤にして締しめ付つけに耐えている。こんなにも彼かの女じよに負担をかけているというのに、何の成果も出せないなんて不甲斐なさすぎる！

「……モリガンさん。これからもっと本気でやってみます。もしかしたら変なところを触さわってしまうかもしれませんが、あくまで任務遂すい行こうのための犠ぎ牲せい、と思ってください」

「……私、参謀さんになら何をされても構いません！」

　断りも入れたところで、俺は思いつく限りのすべての手段を実行に移す。

　まずはコンパクトにするという目的で、モリガンさんのお尻肉を両手で押さえつけてみる。

「きゃあッ!?」

　次はジーンズの生き地じを掴み、股また下したが食い込むのも構わず引っ張り上げてみる。

「ひゃあぁっ!?」

　いちいち色っぽい声出さんでください！

　……その他色々やってみたが結局全部失敗した。頑固すぎる巨尻はスキニージーンズによる圧政を断固はねつける。

　俺たちに残ったのは疲ひ労ろうと、ガリガリに削られた理性だけであった。

　だって仕方ないじゃん！　試着室という極狭の密室空間でモリガンさんと二人きり。ほぼ密着状態。しかも俺さっきからモリガンさんの巨きよ尻じり触りまくりじゃねーか！

　撫なでもしたし、掴みもしたし、擦こすりもしたし、揉もみもした！　これで理性を保てるわけがあるか！

　イヤ違う！　これはモリガンさんを助けるれっきとした紳しん士しの行動なんだ！

　十九世紀イギリスでは、女性下着であるコルセットをギチギチ締め上あげるのは男性の仕事であったという。俺がしているのも同じことだ。女性のおしゃれを手伝うのは、英国紳士の嗜たしなみなんだ！

「……俺は英国紳士。俺は英国紳士。おじぎに厳しい英国紳士ッッ！」

　本物の英国紳士が聞いたら「息絶えろアバダ・ケダブラ！」と激げき怒どすることであろうが、今の俺にそれを思おもい煩わずらう余よ裕ゆうはない。

　とにかく紳士的に、この状況を打開する秘策を考え出さねば！

「……そうだ」

　俺は、閃ひらめいた！　そしてモリガンさんの巨尻に手を当てると、そのまま全力でゴシゴシ擦りだした！

「きゃあっ!?　何するんですか参謀さん!?」

　モリガンさんが困こん惑わくするのももっともだ。

「我が慢まんしてくださいモリガンさん！　これはモリガンさんのお尻をジーンズに入れる最終手段です！」

「えっ？」

「ジーンズに入らないのは、モリガンさんのお尻が大きいから。ならばお尻を小さくすればジーンズは入るはずです！」

「そ、そんなことがッ!?」

「こうやって高速で擦れば、発生する摩ま擦さつ熱ねつによってお肉が蒸発し、お尻の体積が減少する！　そうすればスキニーだろうがサムニーだろうが何だって入ります！」

「そ、そんな方法が……!?　わかりました、お願いします参謀さん！」

　ツッコミ不在の恐おそろしさ。

　モリガンさんは俺に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せてくれている！　そんなモリガンさんに応こたえるためにも、俺はモリガンさんの巨尻に手を置き、超ちよう高こう速そくでスクラッチした！

　ゴシゴシゴシゴシゴシゴシゴシゴシ……！

「ひゃわわわわわわわわっ!?」

「我慢してくださいモリガンさん！　これは必要なことなんです！　モリガンさんスリムジーンズ計画のために必要なことなんです！」

「はいっ、参謀さんに私のすべてを委ゆだねます！」

　ゴシゴシゴシゴシ、ゴシゴシゴシゴシ！

　終わることなく延々と続く尻スクラッチ。たしかに熱くなってる気がするが、これは摩擦熱と言うより、俺やモリガンさんの体温が上じよう昇しようしているだけじゃないのか。

　何故体温が上がっているのか？　運動しているからとか照れとか理由は複数あるが、とにかく効いている気はする！　テンションだけは青あお天てん井じようで上がってる！

「参謀さん、お尻が熱いです。凄すごく効いてそうですコレ！　効き目抜ばつ群ぐんです！」

「そうでしょう！　さすが俺のアイデア！」

　俺もモリガンさんも、なんだかよくわからないことになりかけた、そのときだった。

　試着室のカーテンがジャッ！　と開いた。

「あ？」

「え？」

　俺とモリガンさんが揃そろって声を上げる。

　停止した時間。開け放たれた試着室の外には、先ほど去ったはずの店員のおねーさんが涼すずやかな目つきで立っていた。

「えっとね君たち、たしかにおねーさんさっき君たちのこと煽あおっちゃったけど。サカるにはもうちょっと場所を慎しん重ちように選んだ方がいいと思うのよ……？」

「違う！　ちょっと話を聞いて！　俺たちに弁明の機会を与えて！」

　真実を伝えるのに、十分ほど時間を浪ろう費ひした。店員のおねーさんは、この手のシチュエーションに立ち会う人にしては珍めずらしくヒトの話をよく聞いて、状況を正確に把は握あくしてくれた。

「なるほどなるほど。じゃあ彼氏クン、アナタがこう言えばこの場は簡単に解決するわよ」

「え!?　なんて言えばいいんですか!?」

　店員のおねーさんからゴニョゴニョと耳打ちされた。ヨシわかった！　俺は授さずけられた殺し文句を、一言一句そのままにモリガンさんへ伝える。




「モリガンさんの大きなお尻なら子供バンバン産めて俺は好きですよ！」




　バギゴッ！

「殴なぐられたっ！　なんでかなっ!?」

「あれー？　っかしーな。あたしの時はコレで堕おちたのに」

　なんだこのおねーさんの頼りになりそーでならない感は!?

　大体、この人は今までどこで何してたんだ!?　店員だってのに客を放ほったらかして自由徘はい徊かいしやがって！

「まーまー、そんな親の仇かたきを見るよーな目で見ないの。お詫わびのしるしにコレを上げちゃうから」

　と店員のおねーさんが渡わたしてきたのは、一冊の小冊子だった。これは商品カタログか？　しかも女性用下着の？

「アナタの彼女のためにワザワザとってきてあげたのよ？　ジーンズはパンティラインが浮き出でちゃうから、フツーの下着だと恥ずかしいことになるかもね？　そこでコイツの出番ってわけ」

　おねーさんに勧すすめられるがままに、カタログのページをペラペラ開く。

　……うわっ、色とりどりだな。お花畑のように咲き乱れている。具体的に何がとは言わんが。

　このインナーカタログによると、ジーンズに浮き出るパンティラインの対策には大きく分けて二通り。Ｔバックなどで布地を極きよく端たんまで狭せばめるか、逆にボーイレッグのようにふとももまで覆おおう布地の広いパンツを穿く。

　どっちにしろパンティラインを誤ご魔ま化かしてしまおうということだが、モリガンさんはどっちを選ぶかだな。

　っていうかそれ以前に、試着室に天あまの岩いわ戸と状態になっているモリガンさんをどうにかしなきゃいけないのが第一優先事じ項こうなのだが。




　おしりりりりり。おしりりりりり。




　……ん、この着信音は、団長か？　団長は今、学校で授業を受けているはずだが、一体なんだこんな時に？

　着信ボタンＯＮ。

『正人しゃん正人しゃん！　緊きん急きゆうのお願いがあってＴＥＬしました！　今思ったことをありのままに話しますね！　「モリガンさんには、是非Ｔバックの方を穿かせてください！」何を言ってるのかわからねーと思いますが、私も何でこんなこと言い出したのかわかりません！　予知能力とか、千里眼とか、そんなチャチなものでは断じてありません！　もっと恐ろしいものの片へん鱗りん的な…………！』

　―――ピッ。通話を切った。




＊　＊　＊




「おしりあるところに私ありです！」

　と団長が現れたのは、電話を切った直後のことだった。時空を越えて、テレポートとしか言えない物理法則を無視した跳ちよう躍やく感をもって俺おれたちの前に現れた。

　その一秒前までは学校で授業を受けていたものと思われる。

　そんな団長を放置するわけにもいかないので、俺とモリガンさんは婦人服売り場から移動して、ショッピングモールの入り口付近に移動し、そして今に至る。

　まあ、その前にジーンズもＴバックもしっかり買わされたがな。

「ずるいですよ正人さん！　私に隠かくれてモリガンさん巨尻祭りを開かい催さいするなんて！　そんなシリフェスを私が見み逃のがすわけがないのです！　時空を歪ゆがめてでも参加希望なのですよ！」

　違うわ、誰がそんなフェスティバルを開催した!?

　迂う闊かつだった。俺がモリガンさんの尻を擦りまくったことで発生した尻フォースを団長が察知してしまったのだ。

　普通だったら妄もう言げんでしかないが、団長はＭＴ値一〇万という冗じよう談だんとしか思えない超ちよう絶ぜつ能力の保有者だ。千里眼も予知能力もテレポートも充じゆう分ぶんに使用可能の範はん疇ちゆうなのだろう。

　実際、団長の能力が発現してから、俺は彼女の能力を把握するためにいくつかの検証を行ってきたが、それによって判明した団長の能力は、




　おしりジェノサイドガン（原子結合を崩ほう壊かいさせる）。

　おしりシュレディンガー（確率操作）。

　おしりザ・ワールド（時間を止める）。

　おしりアクセラレータ（ベクトル操作）。

　おしりザオリク（死者蘇そ生せい）。

　おしりエヌマ・エリシュ（空間切断）。

　おしり鏡花水月（完全催さい眠みん）。

　おしりインキュベータ（因果律を操作する）。

　おしりディケイド（通りすがりのおしりです）。

　おしりイマジンブレイカー（おっぱいの幻げん想そうを破は壊かいする）。

　おしりイデオン（宇宙を創つくり出す）。




　などの多重能力を有し、すべてノーリスク発動可能で、そのあまりの万ばん能のうっぷりに途と中ちゆうでバカらしくなって調査をやめた。

　そんな万能文化尻しり娘むすめである団長にとって、周囲で起こるお尻イベントを察知し、ノースパンで駆かけ付けるなど造作もないことで、その辺俺の注意が足りなかったということだろう。

「ま……、正人ちゅ…中ちゆう尉い……。も、もうし……ゼェゼェ、申し訳……ゼェゼェ……」

　遅れてスカディさんも到着していた。超ちよう息いき切ぎれしておられる。

　最速のＭＴ能力『ブリュンヒルデの鎧よろい』をもつスカディさんなら、ケータイで場所を教えさえすれば目的地までは数秒だ。

　スカディさんは団長と同じく学校にいたはずだから、団長を追いかけて、ここまでカッ飛んできたということだ。忠誠心の厚さが窺うかがえた。

「波なみ美みの希望にはできる限り沿うのが小官の責務ですが、正人中尉とモリガン女史のプライベートに介かい入にゆうしたこと、遺い憾かんに思っております。どうかご容よう赦しやを…………」

　元のロングスカートを穿き直したモリガンさんも、俺の隣となりで苦笑いしていた。

　団長が乱入してきた以上、もはや試着室で天岩戸ごっこもできないしな。どうやってモリガンさんに機き嫌げんを直していただくか頭を抱かかえていたあの段階では、団長が来てくれたのはいいタイミングだったのかもしれない。

「あの……、スカディさんは怒おこらないんですか？」

「怒る？　何をでしょうか？」

　イヤ、スカディさんたちに黙ってモリガンさんとデートしたことを。……と口に出して言える勇気など俺はもちあわせていない。

「正人中尉は、小官を気き遣づかっておいでのようですが、それには及およびません」

　スカディさんは沈ちん着ちやく冷静に言った。

「小官は正人中尉の副官として、正人中尉の剣けんとなり、盾たてとなり、有用な道具となることが望みです。道具が持ち主の奥おく事情に口出しすることがあるでしょうか。小官はただ正人中尉のなさることに黙もくして従うのみです」

「……………………」

　モリガンさんは俺の隣でスカディさんの言葉を聞いている。彼女がスカディさんに対していかなる感想をもったのか、表情からは読み取れないが、しかしモリガンさんは思わぬ行動でそれを示した。

　突とつ如じよ俺おれの腕うでに組みついたのだ。

「えっ!?」

「あっ……！」

　いきなり引っ付かれた俺は大いに戸惑ったが。驚おどろきの声を上げたのは俺だけではなかった。スカディさんが氷の無表情を崩くずし、大事にとっておいたおやつを取られた子供のような顔で、俺たちのことを見み詰つめる。

「「「………………」」」

　場を覆う大沈黙。

　モリガンさんが無言で俺の腕から離はなれ……、そしてまたすぐしがみつく。

「あっ……！」

　スカディさんがまた声を上げた。沈黙が流れた。俺の腕にはおっぱいの感かん触しよくがあった。
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「…………ふふっ」

　モリガンさんの意味ありげな微笑み。

「参さん謀ぼうさん、こうなったら四人で遊びましょう。団長さんや副団長さんを門もん前ぜん払ばらいしては、悪の沽こ券けんが保たれませんから」

「いいんですか？　今日はモリガンさんの希望で……？」

「いいんです。参謀さんに腕を組んでもらったり、お洋服を買ってもらったり、私はたくさん楽しむことができました」

　モリガンさんは、その手に紙かみ袋ぶくろを提さげている。その中には、さっきの婦人服売り場で買った、ちゃんとサイズを選び直したロングフレアパンツその他ほかが入っている。その他というのは、つまり団長の欲望そのものだった。

「わーいっ！　みんなでお出で掛かけです！　街をブラブラ散策ですーーッ！　……ハッ!?　おしり団団長たる私が『ブラ』などと言ってはいけません。軽けい率そつでしたッ！」

　団長が嬉うれしそうにピョコピョコ飛とび跳はねた。そこまで全力で喜んでくれると、こちらとしても嬉しくなってしまう。

「正人さん！　じゃあこうしましょう！」

「はい？」

　なんか団長にいい考えがあるようだった。

「お父さん！」

　俺を指さす。

「お母さん！」

　モリガンさんを指さす。

「娘むすめ！」

　ご自分を指さす団長。

「こーすれば、どこに出しても恥ずかしくない立派な親子連れです。カムフラージュもバッチリです！」

　何故カムフラージュする必要がある!?

「団長さん！　団長さんやめてください！　ただでさえ私団長さんと一いつ緒しよにいると知らない人から『若いお母さんねぇ』って言われて心が折れそうになるんですから！」

　モリガンさんも、団長のロリな外見と、ご自分の落ち着きっぷりから、悩なやましいポジションに置かれているらしい。

「おかーさーん、おかーさーん、おしり触さわらせてくださーい！」

「やめてください！　せめてもっと子供っぽいことを要求してください!?」

　さすが団長。あのナチュラルな精神汚お染せんっぷりは、味方である俺ですら身の毛もよだつほどだ。

「……ハッ!?　しかしダメです！　このパーフェクトと思われた布ふ陣じんも、よく考えたら、やっぱダメです」

「まあモリガンさんが必死にダメダメ言ってますからね」

「そこじゃないです！　私、正人さん、モリガンさんの三人で仲良いのはいーとしても、スカディちゃんが余ってしまうのです！　仲間外れよくないです！」

　そこか。……まあたしかに親子連れ設定で行くと、スカディさんがあぶれてしまうのは必然的になってしまうな。だが親子連れ設定で行く必要がまったくないんだがな。

「……波美、なんという優やさしい心こころ遣づかいでしょう」

　スカディさんが、なんとなくホロリとしていた。元が無表情だから注意せんとわかりにくいが。

「しかし心配は無用です波美。小官は既すでに、自分のポジションを見み極きわめております」

　スカディさんは俺の方へ向き直った。

「……正人中尉」

　なんですか？　戸と惑まどう俺に向かって、スカディさんがあるものを差し出した。

　首輪とリード。

「お願いします正人中尉」

「なんのプレイですかッ!?」

　スカディさんは今朝のネタをまだ引きずっていた！

　犬だよ！　犬になろうとしてるよこの人！　お父さんお母さん、娘に犬！　まさに付け入る隙すきのない完全な布陣！　ただし犬が人間！

　ダメですスカディさん、人間としてのプライドを取とり戻もどして！

「ダメですか……」

　イヤ、シュンてされても。

「大だい丈じよう夫ぶだ、問題ないのですよ！」

　団長が、スカディさんとモリガンさん、それぞれの両りよう腕うでにしがみつく。

「きゃあ!?」

「波美」

　スカディさん、団長、モリガンさんという順番で繋つながる女の子三人。傍はたから見る俺としては眼福だが……。

「家族設定なんていらないのです！　細かいことは気にせず、四人で、遊びをせんとやすればいーのですよ！」

　まあ、やはりそうなるよな。

「波美、なんと優しいお言葉でしょう……」

「そうですね、なんだか当初の目的を忘れそうになってきましたが、とにかく皆みなさんで楽しく遊びましょう！」

　方針の一いつ致ちした俺たちは、とにかくもせっかくやってきた都会を楽しみ尽くすために、バイクを盗ぬすんだ十五歳さい児のように走り出した。




＊　＊　＊




「正人さん、正人さん、ここが猫ねこカフェですよ！」

「ほう……、ここが噂うわさの……！」

「きゃあああああ！　参謀さん参謀さん！　ネコちゃん可愛かわいいです！　自分から私の手に！　モコモコして、きゃああああ！」

「モリガンさんは猫好きだったのか……」




＊　＊　＊




「正人さん！　今度は犬カフェに来たのですよ！」

「そんなのもあんのか」

「……正人中尉、正人中尉」

「スカディさんは愛めでられる側に回らないで！」




＊　＊　＊




「正人さん！　今度はコアラカフェなのですよ！」

「そろそろ無理なくない!?」




＊　＊　＊




「正人さん！　ここはクロサイカフェなのですよ！」

「もう動物園でいいだろ！」




＊　＊　＊




　そんな感じで方々遊び倒たおしていると、時間なんて瞬またたく間まに過ぎてしまう。

　俺とモリガンさんと団長とスカディさんは、駅前のベンチで小休止を取った。

「ホイ皆、ジュースを買ってきたぞー」

　モリガンさんは緑茶、スカディさんはスポーツドリンク、そして団長は新発売の謎なぞ汁じるＺＯ。……無理してボケなくてもいいと思うんだ。

「参謀さん、ありがとうございます」

　モリガンさんは渡された緑茶を、両手で包つつむようにもち、コク、コクと細かく刻んで飲む。

「………………おいしい」

　その仕草が妙みように色っぽいのであった。

　無意識なところにまで宿る色気、恐るべしモリガンさん。

「今日は本当にありがとうございます参謀さん。私のワガママに付き合ってもらって」

「何言ってんですか。礼を言うのはこっちです、アジトで腐くさってる俺を天日干しするために、ここまで連れてきてくれたんでしょ？」

「えっ？」

　モリガンさんが一いつ瞬しゆん戸と惑まどうような表情になった。違うのか？

「そ、そうですね……！　そうでした……！」

「おかげでいい気分転てん換かんになりましたよ。帰ってから仕事がはかどりそうです」

　俺たちの隣では、団長たちがいつものテンションを継けい続ぞくさせている。

「……ゴクゴク、ブハァァーーー！　さすが新発売の謎汁ＺＯ！　この喉のどにまとわりつくかのような粘ねばり気けと、突つき抜ぬける宇宙感が最高です！」

　だからボケ倒さなくてもいいと思うんだ。

「……さて、じゃあそろそろ遅おそくなってきましたし、帰りましょうか」

　そう言って俺はベンチから立ち上がる。

　幸い、目の前は駅。後は電車に乗って揺ゆられるだけだ。行きはアジトから駅まで佐さ藤とうさんに送ってもらったから、帰りはなんか別の手段を講じんと。

「そうですね。参謀さんたちは、先に戻っていていただけませんか？　私は、夕飯の買い物を済ませていきますから」

「え？」

「モリガンさん夕御飯のお買いものですか!?　私も行きたいです！　チョコビスナックを買ってほしいですよ！」

　団長が目め敏ざとくモリガンさんに飛びつく。

「団長さんっ、晩ばん御ご飯はんの前にお菓か子しはダメだって……！　いえ、そうじゃなくて大丈夫ですよ。今日は私一人で平気ですから。皆さんは先に帰ってテレビでもご覧になっててください」

「何言ってるんですかモリガンさん？」

　モリガンさんの挙きよ動どう不ふ審しんさは、さすがの俺も気づくほどだ。

「モリガンさん、油断しちゃダメです。仮にも俺たちは悪の組織なんですよ。迂闊に一人で行動して、誰かから襲しゆう撃げきを受けたらどうするんです？」

「そ、それはそうですが……！」

　モリガンさんの実力を信頼しないわけではないが、それでも用心は必要だ。

　イヤそれ以前に、いい加減俺も、今日一日のモリガンさんの行動が妙に思えてきた。

　普ふ段だんアジトに籠こもりきりのモリガンさんが、何な故ぜ今日に限ってデートなどと言い出したのか。『夫となる男性以外と近しくなってはいけない！』なんて古風な貞てい操そう観念までもちあわせているというのに。

　そして自身最大の兵器であるはずの黒くろ髪かみまで切り落としたこと。

　モリガンさんにそれらのことをさせたのは、いかなる心境の変化なのか？　俺はモリガンさんについて大事なことを見落としているんじゃないか？

「……モリガンさん、もしかして、俺たちに何か隠してるんじゃありませんか？」

「なんで、そんなこと……!?」

　モリガンさんの瞳が明らかに泳ぎだした。絶対に何かある。そう確信して俺がモリガンさんに詰つめ寄よろうとしたとき……。

　突とつ如じよ、数台の車が走り込み、俺たちを取り囲むように停車した。

「!?」

「これはっ……!?」

「にゃわっ!?」

「波美、小官の後ろへ……！」

　俺たち四人、それぞれに臨戦態勢に強制移行。

　俺たちを囲む車たちは、そのすべてがどこででも見かけるような地味な色の国産車だった。しかしそのドアを開け、バタバタと出てくるのは……、

「ＭＩＮＯＳ!?」

　白を基調とした清潔感ある制服。俺たちの敵、正義の組織ＭＩＮＯＳの隊員たち。

「何故こんなところにＭＩＮＯＳがっ……!?」

　俺たちを見かけた市民が通報でもしたか？　イヤそれはない。この中で悪として一番有名なのはモリガンさんだが、悪人として振ふる舞まう魔ま女じよモードのモリガンさんと、今の清せい楚そなモリガンさんは別人と言っていいほど印象が違ちがう。

　俺や団長、スカディさんは、まだ悪としての知名度はないに等しい。前回姉さんを負かした戦いだって、報道規制でまったく世間に知られてないはずだからな。

　俺がＭＩＮＯＳ登場の理由をまったく理解できないでいると、白ばかりのＭＩＮＯＳ隊員の中に、一つ違う色を見つける。

　それは赤だった。全身アホみたいに真っ赤なスーツを着た四十代ほどの中年男性。

　なんだあの赤スーツは？　今時漫まん才ざい師しでもあんなハデなもの着とらんぞ？

　十数人ほどいるＭＩＮＯＳ隊員の中、ソイツだけはＭＩＮＯＳとは無関係であることが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　一体、あの赤オッサンは何者……？

「お父さま！」

　俺の隣にいるモリガンさんが叫さけんだ。

　お父さま!?　……ってことは、あのカッコわりー赤オッサンが、モリガンさんの父親!?

「美み夜や……、ちゃんと私の言いつけを守ったようだな。それでこそ我わが橘たちばな家の娘だ」

「まだ約束の時間にはなっていないはずです！　……もう少し、もう少しだけ待ってください！」

　モリガンさんの悲痛な訴えがこだまする。

　どういうことだ？　モリガンさんは、親から無理やり政略結けつ婚こんさせられそうになって、それを拒こばんで家出した。それが悪の組織シャーウッドに入るきっかけになった。

　たしかに俺はそう聞いている。であれば今目の前にいる赤オッサンとモリガンさんはいまだ対立関係にあって、円満に話し合う間あいだ柄がらではないはずだ。

「モリガンさん……！　一体どういうことです!?」

　俺にできることと言えば、逼ひつ迫ぱくした声でモリガンさんに問いただすことだけだった。

　モリガンさんは、震ふるえる手で懐ふところからあるものを取り出した。それは一通の封ふう筒とうだった。見覚えがある。たしか今朝スカディさんが新聞と一緒にポストから取ってきた……？

「……この手紙の差出人は、父です」

　アイツか!?　今目の前にいる、ＭＩＮＯＳから厳重に守られている赤オッサンか!?

「手紙には、私の新しい政略結婚が決まったと。だから戻って来いと。それで私は、この人たちと落ち合うために外に……！」

　モリガンさんの様子がおかしいのはそのせいだったのか!?　気がつくと同時に、俺は自分自身の注意力のなさに憤いきどおる。

　何故もっと早く気づかなかった？　急なデートの申し出、バッサリ切った髪。予兆はあったというのに！

「オイそこのオッサン！」

　その憤ふん懣まんは、この場にズカズカと乱入してきた赤オッサンへと向く。

「何しに来たか聞くまでもない、帰れ。この人には、もうお前に何の用もない！」

「……なんだお前は？　平民ごときがこの私に意見するなど恐れ多おおい。ＭＩＮＯＳの皆さん、アイツを叩たたきのめしてやってください。愚おろかな小こ僧ぞうに社会の厳しさを教えてやるのです」

　赤オッサンの指示に従うように、周囲を囲むＭＩＮＯＳ隊員のうち二名が、俺の前に立ちはだかった。手には警棒らしいものをもっている。

「正人中尉、ここは小官が……」

　身を乗り出そうとするスカディさんを手で制する。スマートフォンを取り出して、ＭＴ値測定アプリを起動させる。面前にいるＭＩＮＯＳ隊員二人のＭＴ値は、双そう方ほう一〇〇前後といったところだ。

　それだけ確かく認にんできれば充分。俺は、殴りかかってくるＭＩＮＯＳ隊員の警棒をかいくぐって懐に潜もぐり込むと、襟えり首くびを取って体落としにブン投げる。アスファルトとの高速衝しよう突とつはヘタな打だ撃げきよりずっと人体に脅きよう威いだ。

　一人目があっさりやられた動どう揺ようが収まるより前に、二人目の鼻はなっ面つらに掌しよう底ていを叩き込む。鼻血をボタボタこぼしながら、二人目も即そく座ざに沈しずんだ。

「俺を殺したかったら、ＭＴ値二〇〇以上の能力者を連れてこい」

　ＭＴ能力者と一口に言っても、その凄さはピンからキリ。その中でもＭＴ値一〇〇なんていうのは実用レベルにおける最下級で、筋力強化に使うとしても、筋トレを一ヵ月そこら続ける程度の強化指数しか得られない。

　こちとら無能力者でＭＩＮＯＳ入隊を目指していた時代、一通りの格かく闘とう技ぎを習ってきた。対能力者用の格闘技術もバッチリだ。

「なっ、なななななななな!?」

　赤スーツのセンス壊かい滅めつオッサンが、大おお袈げ裟さなぐらいに狼狽うろたえる。

「何をしている!?　お前たち、私を守る衛え士じのようなものだろう!?　ならさっさとあの無礼者を手て討うちにしてしまえ！　私の身辺を安んじろ！」

　何が言いたいのかよくわからないが、要約すれば「出あえ出あえ！　斬きり捨すてい！」ってことか。こっちは一向にかまわんがな。俺をボコッたところで、その後ろにはスカディさんがいる。スカディさんなら今いる十倍の人数が出て来たところで負けることはない。「……参謀さん！　だめっ！」

　モリガンさんが、俺を後ろから抱だきとめて押おさえた。

「参謀さんやめてください！　これは私が決めたことなんです！　だから参謀さんが戦う必要なんかないんです！」

「モリガンさん……！」

「これは、私たち家族の問題です！　よそ様に口出ししてほしくはありません！　参謀さん、この場はどうか引き下がってください！」

　モリガンさんからの明らかな拒きよ絶ぜつ。そう言われたら俺も、これ以上突とつ貫かんすることはできない。

「……フフフ、ハハハハハ！　そうだ美夜、それでこそ橘家の女だぞ！」

　その中で、赤オッサンだけが一人元気でウザい。

「一年前、お前は良りよう縁えんを与あたえられながら拒んで逃にげた。お前の縁えん談だんがまとまっていれば、私はＭＩＮＯＳの副司令になれていただろうに、お前のせいですべてが台無し。以来冷や飯食くらいの生活さ。お前は育ててやった恩を仇で返したのだ。この親不孝者め！」

　なんという自分勝手な言い草だ！　俺はやっぱり殴りつけてやろうかと思ったが、モリガンさんがギュッと掴つかんでそれをさせない。

「……しかしな、私とて平安時代より続く名家、橘家の当主だ。この身に流れる血の高貴さを、世間は放っておかぬようだ。一度は破談となった婚こん儀ぎ、再び取り直したいという申し出があった。小こ汚ぎたない市し井せいに堕ちて、高貴な血筋を汚よごしてしまったお前だが、利用価値はまだあるらしい。美夜、今度こそこの父を助けるのだ！　橘という貴種に生まれた義務を果たすのだよ美夜！」

「ふざけるなっ！」

　怒ど鳴なり声ごえで赤オッサンの世よ迷まい言ごとを遮さえぎる。

「何が高貴だ!?　モリガンさんはお前の道具じゃないぞ！　誰だれがモリガンさんをお前の好きにさせるか！」

「参謀さん………………！」

　モリガンさんの俺を掴つかむ手が、ギュッと力を増す。しかし赤オッサンの方は、俺が飛びかかる危険がないと知るや、その態度は尊大だ。

「いきがるなよ平民。私は、平安時代より続く名家の当主だ。ほんの百年前であれば、お前のような平民など言葉を交かわすことも許されなかったのだぞ。そこのところをわきまえろ」

　そんなに昔がいいならタイムスリップでもしてろ！

「それに先ほど、娘も言っていただろう。これは私たち家族の問題だ。平民である上に、私たちとは何の関係もない他人がしゃしゃり出る余地などない！　身みの程ほどをわきまえるがいい平民！」

　……あの赤オッサンを殴るのを、俺は止めるつもりはない。しかしモリガンさんが俺たちの介入を拒む以上、俺はどうすることもできないんだ。

　モリガンさんは何な故ぜ俺おれたちを拒むんだ？　たしかに俺は、最初モリガンさんたちシャーウッドを利用するつもりで近づいた。でも団長やスカディさんは、ピンチもチャンスも一いつ緒しよになって乗のり越こえてきた仲間じゃないか。

　その仲間の助けを、いらないなんて……！

「関係ないなんて、ないですよ！」

　睨にらみ合あう俺と赤オッサンの間へ割って入るように、小こ柄がらな影かげが躍おどり出た。

　それは団長！　俺たちの団長、伊い佐さ波美だ！

「私たちとモリガンさんは、全然関係なくないですよ！　関係なくなくなくないのです！　だからガンガン口出しするのです！」

　さすがは団長！　あの押おしの強さはこういうときでも健在だ！　その強ごう引いんさで、あの赤オッサンを黙だまらせてくれ！

「正人さんは、モリガンさんのやることなすことに口も出せれば手も出せるのですよ！　何故なら正人さんはモリガンさんの特別な存在だからです！」

　え？




「正人さんは、モリガンさんの恋こい人びとだからです！」




　ええええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?

　団長！　言うに事欠いてなんてこと発表するんですか!?　イヤたしかに！　あのオッサンはモリガンさんを無理やり結婚させたいんだから、既にモリガンさんに恋人がいるという設定はたしかに有効でしょうが……!?

　…………アレ？　それだといいのか？

「正人さん！」

　バチバチバチ。団長の瞳ひとみから火花散るような『空気嫁』のアイサイン。俺はそれに抗あらがうことはできなかった。

「……あ、あーそーさ！　モリガンさ……モリガンは俺の恋人だよ！　俺はコイツを、他の男に渡す気はないぜ！」

　とんでもないことを口走ってしまった。俺は信しん憑ぴよう性せいをアピールするために、モリガンさんを抱き寄せる。

「ささささささ、参謀さん……!?」

　俺の腕の中で真っ赤になるモリガンさん。彼かの女じよを守るための戦いがこれより始まる。







第三章　恋人は巨きよ尻じりです







「…………大きい」

　と聞いて、モリガンさんの尻もしくはおっぱいを連想したヤツは死ぬといい。そうではなく、何が大きいかというと、今俺たちが訪問しているモリガンさんの実家がだ。

　モリガンさんの家は、一言で言えば武ぶ家け屋や敷しき。木の柱、漆しつ喰くいの壁かべ、瓦かわらの屋根が印象深い和風建築で、しかも広くて、大きい。

　パッと見だけど二百坪つぼはあるんじゃないか？　ここはどちらの大名屋敷でござるかと思うほどだ。

　モリガンさんは、こんな大層なところで生まれ育った。それだけで彼女のお嬢じよう様さまっぷりが窺い知しれる。

「………………」

「…………チッ」

　そんな大名屋敷の一室で俺は、例の赤オッサンと差向かいで座すわっていた。書院造りの趣おもむきある和室で、開け放たれた襖ふすまの向こうには庭が広がっている。池から鹿しし威おどしの音が、カコン、と鳴った。

　……何故こんなことになった？

　モリガンさんとのデート中に乱入してきた、モリガンさんの父親を名乗る赤スーツのファッションセンス壊滅のセカンドブリットオッサン。略して赤オッサン。コイツの目もく論ろみは、自分の娘であるモリガンさんをどこぞの有力者に嫁よめ入いりさせて、自分の立場を向上させること。

　コイツは以前にも同じようなことをして、それが原因でモリガンさんは悪の組織シャーウッドに入った。そのシャーウッドをおしり団が潰つぶしてしまった以上は、俺が責任もってモリガンさんを守らなければ。

「……つくづく愚かな娘だ」

　赤オッサンが苦虫を噛かみ潰したような顔で俺のことを睨みつける。

「私に任せておけば、血統、財力、品格、あらゆる面で最高の男を用意してやるというのに。家を飛び出しこんな平民男にたらしこまれるとは……。せっかく美人に生まれたのが台無しではないか。何度私を失望させれば気が済むんだ親不孝娘が……！」

　俺がこの家に来たのは『モリガンさんの恋人』という設定ゆえにだ。

　本来ならばその設定でモリガンさんの父親であるコイツと差向かいになるのは居い心地ごこち悪さ四百％超ちようだが、そうはならないのはこの赤オッサンに尊敬できる点が一ドットとしてないからだ。

　今の俺の胸中には、この赤オッサンからモリガンさんを守ろうという闘とう争そう心しんしかなく、よってこのオッサンに萎い縮しゆくする理由などまったくない。

　……で、そのモリガンさんはいずこに？

　この屋敷に通されてから、何故か俺だけこの部屋に待機になっているのだが。モリガンさんは別の場所へ連れて行かれてしまった。団長とスカディさんも同様だ。

　まあ別行動になる間ま際ぎわ、モリガンさんから『大丈夫です』と言われたし、団長やスカディさんも付いていることだから万が一の心配もないだろう。

「あの……、お待たせしました……」

　とか思っているうちに、早々襖の向こうからモリガンさんの声が聞こえてきた。

「モリガンさん、どこに行って……、ええぇぇ!?」

　そして襖を開けて入室してきた彼女に、俺は度ど胆ぎもを抜かれた。

　モリガンさんはお着き替がえしていた。着物――この大名屋敷によく似合う和服にだ。しかもその和服は、モリガンさん自身にも大層お似合いで、紅梅色の生地にちりばめられた百花の染物が、モリガンさんの艶つやめく黒髪にベストマッチだった。

　いつだったか『モリガンさんが着物を着たらメチャクチャ似合うだろう』と妄もう想そうした俺おれの推測は見事に当たった！　モリガンさん超和風美人じゃあ！

「さ、参謀さん……、あまり見詰めないでください。恥はずかしい……！」

　モリガンさんが顔を真っ赤にして俯うつむき、それで俺は、やっと自分が失礼なぐらいガン見していることに気づいた。

　赤オッサンがチッと舌打ちした。

「正まさ人とさん、正人さん！　モリガンさんの和服姿チョベリグなのですよ！」

　死語を唱えつつ団長やスカディさんも入室してくる。

「一見ゆったりしてプロポーションを隠かくす和服ですが、モリガンさんぐらいのワガママボディならその下からでも主張がハッキリクッキリなのです！　和服尻、お色気マキシマムドライブなのですよ！」

　そーいう団長たちも着物着とるじゃないですか!?

　団長は、目の覚めるような真っ赤な着物で元気そうにクルクル回っている。小さくて可愛い団長の着物姿はまるで……。

「しちごさ……」

　イヤ何でもない。

　そして残るスカディさんもまた、藍あい染ぞめの着物姿。銀ぎん髪ぱつハーフのスカディさんは、一見和服とは相あい性しようが悪いようで、しかしその意外性が却ってエキゾチックな色いろ香かを……。

「コスプレインターナショナ……」

　イヤ何でもない。さっきから俺、ヤバイ単語がボロボロ零こぼれとる。

「このように動きを拘こう束そくする衣服を着せられては、有事の際に不安が残るのですが……」

　というスカディさんだが、満まん更ざらでもないようだった。

「しかし、モリガンさんはともかくとして、なんで二人とも着物に？」

「そこのおばーさんが着せてくれたのですよ！　モリガンさんにお着替えさせるから、ついでとか言われたのです！」

　団長の指さす先を覗のぞくと、たしかにそこに年ねん齢れい八十はいってるとおぼしきお婆ばあさんが立っていた。老木のように皺しわだらけの顔ながら、背筋はピンと伸のびている。ただ黙って立っているだけなのに、俺はその姿に圧倒されてしまった。

「おふくろ、余計なことはしないでくれ。私は美み夜やの見てくれを整えてくれと言ったのに、なんで平民どもまで着き飾かざってるんだ？」

　赤オッサンが我が慢まんすることなく不平を漏もらす。

「……だが、ウン、美夜の方はよい出来だな。これからお前の夫となる人を迎むかえるんだ。さっきの安っぽい服装じゃ失礼にあたるからな」

「あの……、お父さま、お母さまはどこに……？」

　モリガンさんがおずおずと尋たずねると、赤オッサンはみるみる不ふ機き嫌げんになる。

「あの女なら出て行った。一年前にお前が家出したのと同時にな。……まったく何が不満だって言うんだ？　あの時の縁談が決まってれば、私は貴とうとい血に相応ふさわしい役職に就つけたのに。それなのにピャーピャー騒さわぎやがって。今回の縁談で私がＭＩＮＯＳミノス副司令になっても、絶対復ふく縁えんなどしてやらんからな……！」

　赤オッサンがブツブツ言うのを聞くに、どうやらすべての人間が、自分の都合だけでモリガンさんを振り回まわしているわけじゃなさそうだ。

「…………」

　ここまで来た俺たちだが、俺にはまだ、モリガンさんが何を考えているのか、心の底までわからない。

　大体、俺たちがこの大名屋敷に今いることだって、モリガンさんがそれを望んだからだ。俺とモリガンさんが恋人関係であることをでっちあげた以上、赤オッサンの言うことを突っぱねてアジトへ帰ることもできた。なのにモリガンさんがここへ来ることを承しよう諾だくしてしまったために、俺たちもモリガンさんを守るために同行せざるをえなかった。

　俺たちはひょっとして、モリガンさんの真意に反することをしているのだろうか？

　余計なことをしてしまったんだろうか？

「さあ美夜！　準備が済んだところで大事の前の小事を片付けようじゃないか！　そこの平民、そろそろ諦あきらめはついたかな!?」

　赤オッサンがウザったく奮起する。

「ウチの美夜は、平安時代より続く名家の娘。明治からは華か族ぞくの称しよう号ごうを賜たまわる、高貴な血の流れる貴種だ！　お前はウチの美夜と恋人だなどと身の程ほど知しらずなことを言ったが、所しよ詮せんお前などどこぞの農民の子孫にすぎんだろう。最初から釣つり合う間柄ではない！　わかったら、さっさとウチの娘には二度と近づかんと誓ちかえ！」

　無意味に尊大なオッサンだ。それが俺の闘争心をたぎらせる。

「なんでお前の言うことに従わなきゃならない？　俺はモリガンさんの……」

　……恋人、と言おうとしたところで、俺はふと気づいた。

　今、俺とモリガンさんは恋人設定でここに来ている。彼女の政略結婚を阻そ止しするためには、モリガンさんにはもう相手がいるということにするのが一番有効、との判断からだ。

　だが、俺がその恋こい人びと役やくを務めるにしても、その恋人のことを『モリガンさん』と呼ぶのはおかしくないだろうか？　所詮『モリガン』って悪人としての偽ぎ名めいだから、より恋人っぽく演出するには、もっとふさわしい呼び方があるんじゃなかろうか。

　たとえばそう、本名。

　モリガンさんの本名はさっきからあの赤オッサンが何度となく連呼している。

「俺は美夜の……！」

「ひゃわわっ!?」

　……ん？

　隣となりから可愛い声が聞こえてきたので見てみると、モリガンさんが顔を真っ赤にしていた。

　……なんだ？

「俺は美夜のこいび……！」

「にゃうひわっ!?」

　やっぱりモリガンさんが顔を真っ赤にして、かつ瞳をグルグルさせていた。

　……ええいなんだかややこしい。モリガンさんを守るためにも恋人設定は徹てつ底ていさせる必要がある。

　これからは心の中でもモリガンさんのことを『美夜』と呼ぶことにしよう。

「要は、俺は美夜の恋人なんだから、つまり将来を誓い合った仲だ。だからもう美夜は、他ほかの男となんか結婚できない。俺がさせない！　アンタの好き勝手にはできないぞ！」

「正人中ちゆう尉い、御ご自じ重ちようください。美夜女史のＬＰライフポイントがゼロです」

　スカディさんまで便乗してモリガンさんのことを『美夜』と呼ぶ。彼女の言う通り、美夜は顔を真っ赤にして瞳をグルグルさせつつ、頭から煙けむりを出していた。

「そのとーりなのですよ！　私もミャーさんの友人代表としてものもーさせていただくのです！」

　七五三仕様の団長が躍り上あがった。友人代表って。どうやら団長たちはそういうポジションで、この場への列席権を獲かく得とくしたらしい。

　ドサクサに紛まぎれて美夜のことあだ名で呼んでるし、団長はまったく空気を読まないようでいて、たまに激げき烈れつに空気を読むな。

「ミャーさんは、既に正人さんによってお嫁に行けない体とされているのです！」

「ぶほぁごッ!?」

　団長!?　やっぱりこの人空気を読まねえ!?　仮にも美夜の親おや御ごさんの前で何を言い出すの!?

「マジモンなのですよ！　正人さんはその昔、ミャーさんのスカートをはぐり、そのおしりに墨すみを塗ぬりたくった前科があるのです！　しかも、日に三回はミャーさんのおしりに頬ほおずりしたりしてるのですよ！」

　それアンタのしでかした悪行じゃねえか!?　この団長、言うに事欠いてすべての罪を俺になすりつけようとしてやがる!?

「それに、お風ふ呂ろ上がりのミャーさんの裸はだかを覗いてたりもしてたのです！　そうそう、ついさっきなど『美夜の大きいお尻なら子供をバンバン産めて好きだ』とも言っておりました！」

　アレ!?

　それは間ま違ちがいなく俺の犯おかした悪行だった。なすりつけられるまでもなく俺もけっこう罪を犯している？

「……美夜女史のＬＰライフポイントがもはや虚きよ数すう域いきです」

　そして当の美夜は顔を真っ赤にし、瞳をグルグルさせ、頭から煙を出して、全身をくてっとさせていた。

「……ですよねっ!?　正人さん!?」

　団長が、今まで列挙してきた悪行の確認を俺に求めてきた!?

　くっ、どうすればいいんだ!?　ここですべてを認めたら俺は団長並のお尻大好き変態野郎として世に認にん知ちされてしまい、逆に認めなかったら美夜と恋人関係にないことがバレて美夜を守ることができない！
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「おっ、俺は……!?」

　俺の、葛かつ藤とう、約数秒。

「あっ、あーそーさ！　俺がやったよ！　美夜の尻に墨を塗ったり頬ずりしたり、風呂上がりを覗いたりしたよ！　美夜も、美夜のお尻もサイコーだよ！　誰にも渡わたすか！　美夜は俺のモンだ！」

「わーい、正人さんならやってくれると信じてましたーッ！」

　俺の自尊心なんかより美夜の方が大事だった。

　どーだ！　ここまで積み上がった既き成せい事実を目まの当あたりにしてなお俺たちの仲を裂さけるかな!?　フハハハハハ！　なんか血けつ涙るい出てきたよ。

「クソッ……！　揃そろいも揃ってバカどもが……！」

　赤オッサンがわかりやすい悪態をつく。

「健たける」

　その時、和室の隅すみから聞き覚えのない声が聞こえてきた。それは美夜のお婆さんの声だった。今まで一言として喋しやべらなかったので意識してなかったが、お婆さんなのに腹からしっかりと出る太い声だった。

「なんだおふくろっ!?　おふくろは余計なことをしなくていいと言っただろう！　この問題は、橘たちばな家当主である私が……」

「それもいいが、そろそろ先方さんがお着きになる時間だ。出で迎むかえの準備をしなくていいのかい？」

　とお婆さんが指し摘てきすると、赤オッサンが突如として態度を変えて、ソワソワし始めた。

「……そうだった。喜べ美夜、実はもうすぐお前の結婚相手がこちらにお見えになる」

「えっ!?　今日これからですか!?」

　のぼせあがっていた美夜は、その冷や水を浴びせられるような報告に、夢ゆめ心地ごこちから覚めざるをえない。

「当たり前だろう。そのために今日お前を連つれ戻もどしたんだ。相手の男性は、家いえ柄がらも地位も最上級というべき人で、一目見ればお前もきっと気に入るだろう。そこの平民男などすぐに忘れてしまうぐらいにな」

　赤オッサンが、俺へ挑ちよう発はつ的てきな視線を送る。

「私はこれから出迎えの準備をしてくる。美夜、お前はその間に平民男との関係を清算しておくんだ。そんなヤツはお前の人生の汚お点てんだ。一刻も早く消し去るべきものだ。父さんを失望させるんじゃないぞ。ではな！」

　ほぼ言いたいことだけを言って、赤オッサンは揚よう々ようと部屋から去っていった。

　次に、お婆さんが立ち上がる。

「……よっこらしょ、と。じゃあ、アタシも少し中座させていただくかね。そこの娘むすめっ子らも付いてきな」

「えーっ？　ダメです。私たちはミャーさんに引っ付いておかないといけないのです！」

　一応、美夜を守るという使命感があるのだろう。部屋から連れ出されることに団長は拒きよ否ひを示す。

「台所に羊よう羹かんを用意してあるから、手を洗って食べな」

「わーい！　今すぐ行くですー！」

　団長の使命感は軽かった。ダッシュで部屋から飛び出していく団長を追うために、スカディさんも立ち上がる。

「申し訳ありません正人中ちゆう尉い。波なみ美みを一人にするわけにはいきませんので……」

「そうですね、こっちは俺が引き受けるんで、スカディさんは団長をお願いします」

　こうして俺たちは再び分断され、和室には俺と美夜だけが残る。

　襖を閉める寸前、退室組の最さい後こう尾びにいた美夜のお婆さんが一いつ瞬しゆんこちらを見た気がした。

「おばあさま……」

　美夜が、寂さびしげな声を上げた。これでこの部屋には俺と美夜の二人きりだ。逆に好都合であるかもしれなかった。あの赤オッサンが現れてから、美夜に聞きたいことがたくさんできた。それを聞く絶好の機会だったが……。

「……おばあさまは、私に家事や礼れい儀ぎ作法を教えてくれた人なんです」

　俺の出鼻をくじくように、美夜が語りだす。

「おばあさまは、若いころは『橘の山の神』などと言われて、先代当主であらせられたおじいさまを助けて、政財界で大だい活かつ躍やくなさったそうです。今でもその人徳を頼たよって、政治家さんや官かん僚りようさんの偉えらい方が会いに来られるほどで……」

「あのバカオッサンからは想像もできませんね」

　美夜にとってはあんなバカでも父親だ。それを正面切ってバカ呼ばわりは失礼かとも思ったが、包つつみ隠せぬ本心もある。

「……はい。橘家は平安時代より続く旧家、とはいっても、そんな肩かた書がきは、今の時代には何の意味もありません。それくらい小こ娘むすめの私にもわかります。それでも今の時代に、橘家の名で多少威い張ばることができるのは、先代当主であるおじいさまのお陰かげなんです」

「おじいさん？」

「おじいさまはそれは卓たく越えつした才覚人だったそうで、官僚や企き業ぎよう顧こ問もんを歴任し、各方面に様々な伝説を残したのだそうです。戦後の財ざい閥ばつ解体や農地改革で一度は無一文になった橘家を、おじいさまはたった一代で立て直したとかで。…………でもそのおじいさまが亡なくなられて、お父さまが新当主となってから、橘家は精せい彩さいを欠くようになっていきました」

　さもありなん、と思った。古くから続く家を大きく勃ぼつ興こうさせたということは、それは言わば中ちゆう興こう祖そ。その息子むすこが、あの真っ赤なダメオッサン。名君の後にボンクラが来るというのは権力の世界じゃよくあることで、俺は思わず納なつ得とくしてしまった。

「……でも美夜。俺が今、美夜の口から聞きたいことは、そんなことじゃないんだ」

「はい……」

　それは美夜もわかっていたのだろう。俺の指摘に、観念したかのように頷うなずく。

　俺が美夜から本当に聞きたいこと。それは今回再び持ち上がった彼女の政略結婚に対する、彼女の真意だった。

　美夜は、あの赤オッサンから手紙を受け取り、赤オッサンの言うとおりに動いた。それは何故なのか？

　一度はシャーウッドに助けられ、あの赤オッサンに従うことを拒否したというのに。それから一年経たって、今度はあの赤オッサンの言うことに全面的に従おうとしている。

　一年前と今とに何の違いがあるというんだ？　彼女は何を望んでいるんだ？

　そこがハッキリしない限り、俺は、今回のことに介かい入にゆうする覚かく悟ごが決まらない。彼女が本当に俺を必要としているのか、常に疑いながら戦わなければならない。

「……美夜の口から、直接聞きたいんだ」

「…………」

　俺の気持ちが届いたのか、どうか。

　美夜は、数秒の沈ちん黙もくの後、みずからの胸の内を晒さらし始めた。

「…………私は、本当は一年前も、お父さまに逆らうつもりはなかったんです」

　その言葉は俺にとって意外なものだった。美夜は一年前にも同じような受難を経験している。学校の検査によってＭＴ能力者であることが発覚し、それによってＭＴ能力にかかわる国家権力者に嫁入りさせられそうになった。

　顔も知らない相手と。今時の女の子の価値観では耐たえられない仕打ちだろう。

「私の生まれた橘家は、普ふ通つうの家庭とは違います。何百年も前から伝統を受うけ継ついだ、とても考えの古い家なんです。そこで育った私も、やっぱり考えの古い人間になりました。おばあさまから嫁入りの作法を叩き込まれ、旧家としての伝統を教え込まれ、私はいつからか思うようになったんです。……私は、この家を栄えさせるための道具だと」

　美夜の横顔が、言葉では言い表せぬほどに寂しげだった。

「女とは、他家との繋つながりを作るための道具。他家に嫁入りし、その家の子を産み、両家の関係を断たち切きり難がたいものにするのが務め。お料理も、礼儀作法も、その務めを円えん滑かつに進めるための技能に過ぎない。そう思っていました。だから一年前、初めてお父さまから縁談のことを聞かされた時も、ショックはありませんでした。ただ、来きたるべき日が来た。自分がこれまで学んできたことを活いかす時が来た、としか思えなかったんです」

「美夜、それじゃあ……」

「ですが」

　美夜の寂しげな顔に、温度が戻った。

「そんな私の世界を一変させる人が現れたんです。ロビン・フッド。シャーウッドの初代リーダーです」

　これまで何度も話題に上ったシャーウッドの創始者。ＭＴ能力に翻ほん弄ろうされる少年少女を導くために、悪の組織まで創設してしまった偉い才さい。

　当時の美夜が、シャーウッドに助け出されたということは何度も語られたことだ。その実行者ロビン・フッドは、当時運命を受け入れるだけの令れい嬢じようだった美夜の前に現れ、こう言ったという。




『――アンタみたいないい女が、親の勝手に決めたガキと結婚させられるって？　冗じよう談だんじゃない。好いた相手と添そい遂とげられなくて何のための人生だ！　自分がすべてを捧ささげる相手は、自分で見つけな！　そのための猶ゆう予よは、アタシたちシャーウッドが作ってやる！』




「その言葉通り、ロビンさんは私をシャーウッドで保護し、お父さまから遠ざけてくれました。生まれて初めて親元から離はなれた生活は、とても不安で、とても新しん鮮せんだった」

　美夜が、悪の組織シャーウッドをどれだけ大事にしていたかは、俺はもう知っている。ロビン・フッドが去った後、二代目リーダー・モリガンとなった美夜と、俺たちは戦ったのだから。

「モリガンとして、シャーウッドを守ることを最大の使命としながら、私は心のどこかで別の宿題にも取り組んでいたのだと思います。ロビンさんが残してくれた宿題。自分のすべてを捧げたいと思う相手を、自分で見つけること。それができたとき、私はロビンさんのような、本当の意味で素す敵てきな女性になれると思ったから……」

「美夜……」

「でもそんな人は見つからなかった。私にあったのは戦いの連続と、そのせいで日に日に荒すさんでいく心があるだけ。……本当なら私は、もっと早くに家に戻るべきだったのかもしれません。私に、心から好きになれる人なんて現れないと、随ずい分ぶん前から諦めてましたから。でも私にはそれができなかった。その理由があった。私はシャーウッドを守らなければならなかった」

　美夜はかつて、魔ま女じよモリガンと呼ばれるシャーウッドの二代目リーダーだった。

　ロビン・フッドという初代リーダーがＭＩＮＯＳに逮たい捕ほされ、要を失った組織をまとめ直すために、美夜はその身をシャーウッドに捧げた。

「すべてはロビンさんから受けた恩をお返ししたかった。私をこの家から連れ出だし、私を守ってくれたシャーウッドを守りたかった。……でも私は、シャーウッドを守ることができなかった！」

　美夜は何度、そのことを悔くいの口調で唱えるのだろうか？

　ロビン・フッドという人の偉い大だいさは、俺も色々と伝え聞いている。そんなカリスマの消失を補うことは、誰にでもできることではなかった。むしろ誰にもできないというべきだった。

　その難事を、美夜はうら若き少女という身で取り組んだ。しかしそれはどう考えても無理なことで、無理は歪ゆがみを生じさせ、歪みは崩ほう壊かいへと進んでいく。

「私は本当にダメな女です。ロビンさんがくれた大切な時間を無む駄だに過ごし、ロビンさんが遺のこした大切な組織をみずからの手で壊こわそうとしました。……あの時、参さん謀ぼうさんたちが現れなければ、私は本当にシャーウッドを自分の手で壊していた……！」

　力による支配。ロビンさんほどの将器をもたない美夜にとっては、自身のもつＭＴ能力によって部下を恐きよう怖ふさせ、抑おさえつける以外に組織をまとめる手はなかった。

　俺はその果てを、この目で見ている。魔女モリガンという黒衣の暴君。

「本当の意味でシャーウッドを救ってくださったのは参謀さんです。名前は違ちがいますが、今のおしり団は、私が好きだった、昔のシャーウッドそのものです。参謀さんが、シャーウッドを一から立て直すのを間近に見て、私は思ったんです。私の役目は終わったって。私はもうシャーウッドには必要ないって……」

「それが、美夜が家に戻る理由か？」

　美夜は、ロビンさんから言われたように、自分が心から好きになれる人を探し出そうとしたけど、それができなかった。そればかりかロビンさんが遺したシャーウッドも守ることもできず、その役目を俺たちに明あけ渡した。

　自分はもう用済みだ。だから元の居場所、橘の家に戻ると。

「……はい。組織は、参謀さんがしっかりと指揮を執とってくれてますし、戦力についてもスカディさんや団長さんという、私以上の能力者がいます。だから私は安心してシャーウッドを、今のおしり団を去れます」

　美夜の中に、様々な心情が渦うず巻まいていることがわかる。

　こんな古ふる臭くさい仕し来きたりだらけの家で、嫁入りの道具として育てられた過去。そこから解放してくれたロビンという人への憧あこがれ。その人から託たくされたシャーウッドを守ろうとした責任感。その責任を果たせなかったことへの後こう悔かい。

　そして自分が心から好きだと言える人を見つけられない。やはり自分は家に尽つくすための道具にすぎないのか、という絶望。

　それらのことがない交ぜになって、美夜をこの家に引ひき戻したというのか？

「参謀さんには申し訳ないと思っています。最後の最後までご迷めい惑わくをかけてしまって……。今日のデートは、私の最後のワガママです。ロビンさんの宿題、本当に心から好きになれる人と過ごす日々というものを、仮かり初そめでも味わってみたかったんです。……本当にご迷惑でしたよね。私みたいな不出来な女が、真ま似ね事ごとでも参謀さんの想おもい人になるなんて……。ッ!?　……えっ!?」

　美夜の肩かたを掴む。その手に、必要以上の力がこもっているのは自分でもわかった。美夜が戸と惑まどっているのが俺から見てもわかる。

「それなら……ッ！」

「参謀さん？　痛いっ…………？」

「本当の恋人を見つければいいじゃないか。美夜が、心から好きになれて、一生一いつ緒しよにいてもいいって思えるほど最高の男を見つければいいじゃないか！　何な故ぜ諦あきらめるんだ!?　ロビンさんが出したっていう宿題には、期限なんてないはずだろ!?」

「参謀さん……。言ったでしょう、私にはもう居場所がないんです……！」

　俺の剣けん幕まくにつられるように、美夜も声を荒あらげた。

「シャーウッドは、おしり団はもう私を必要としていません。あそこにはもう団長さんやスカディさんや、参謀さんがいる。間違いを犯した私なんかより、ずっと組織をまとめるに相応しい人たちがいる！　だから私は潔いさぎよく身を引いて……！」

「俺には美夜が必要だッ!?」

　閑かん静せいな和室が震ふるえるほどの大声で、俺はその言葉を放った。

　美夜が言葉を失う。気が動転しているかのように、目を白黒させていた。

「俺だけじゃない。団長も、スカディさんも、佐さ藤とうさん鈴すず木きさん田た中なかさん、他のおしり団の皆みんなも美夜のことを必要としている。でもそれは美夜が役に立つからとかじゃない。間違いなんかもどうでもいい。仲間だからだ！　今まで苦楽を共にしてきた仲間だから、美夜を失いたくないんだよ！」

　役に立つから要いる。役に立たないから要らない。そんな論理的な考え方は、正義のすることだ。俺たちは悪だ。悪のすることに道理なんているはずがない！

　だから俺は、たとえ美夜が本当に役立たずであったとしても……！

「……俺との絆きずなをもった美夜に、傍そばにいてほしいんだ！」

「さ、参謀さん……！」

「ロビンさんからの宿題だって、本当はまだ諦めきれてないんだろ？　心から好きになれる人を見つけたいんだろう？　だったら諦めるなよ！　ロビンさんはもういない。もう美夜を守ってくれないけれど、だったら俺がロビンさんの代わりになってやる！　美夜の望む男が美夜の前に現れるまで、俺が美夜を守り続ける！　何年でも、何十年でも、一生かけてもだ！」

「一生っ……!?」

　美夜の顔が、秋の紅葉のように見る見る赤くなっていく。それでも俺はブレーキを掛かけない。彼女に戸惑う余地も与あたえず、一気に畳たたみ掛ける。

「だから美夜も、俺の傍にいろ。俺がお前を守るから！　お前の人生を弄もてあそぼうとするヤツは、全員俺が叩たたき潰してやる。お前には指一本触ふれさせない！　これから来るっていう、どこぞのお坊ぼつちゃんの縁えん談だん相手にもだ！」

「参謀さん……！」

「違う」

「え？」

　突とつ然ぜんの俺のダメ出しに、美夜は戸惑う。

「俺たちはこれから、恋人同士としてあの赤オッサンやら、縁談相手やらと戦わなきゃならないんだ。美夜にも、俺の恋人としてそれらしく振ふる舞まってもらわなきゃ困る。呼び方も、『参謀さん』なんてダメダメだ！」

「えっ？　……じゃあ、その……」

　…………。

「………………………………正人、さん？」

「まあそんなところだな」

　俺は一通り満足して、美夜の肩から手を離そうとした。しかしその前に、美夜の手が上から俺の手を押おさえる。彼女の目が凄すごく潤うるんでいて、その色気に思わずドキリとした。

「正人さん、……本当に私を、一生守ってくださるんですか？」

「あ？　う、うん、約束する」

「ま、正人さん。……正人さんっ……！」

　美夜の表情が凄く晴れやかだった。なんだか数日は忘れることも出来なさそうな顔だ。

　まあどちらにしろ迎げい撃げき準備は万ばん全ぜんだ。美夜を絶対赤オッサンの好きになんかさせない。彼女は必ずおしり団へと連れ帰る！

「……ふん、まだ帰ってなかったのか？」

　話がまとまったところで、あの赤オッサンが傲ごう岸がん不ふ遜そんな面つらで舞まい戻ってきた。

「もはや出る幕もないというのに図ずう々ずうしい平民だ。そんなに己おのれの卑いやしさを噛みしめたいか？　お前よりはるかに優すぐれて血筋の貴い人間に直面し、美夜がお前を捨ててソイツに走る様を見届けたいか？　……まあ、平民に相応しい末路ではあるがな」

　そういえば、赤オッサンは美夜の結けつ婚こん相手とかいうのを迎えに行ってたんだっけ？

　どんなヤツが来るんだ？　美夜がＭＴ能力に目覚めたのがきっかけで政略結婚組んだぐらいだから、やっぱりＭＴ能力関係の人なんだろうけど。

「フッ、お前のような平民でも、ＭＩＮＯＳという組織名は聞いたことがあるだろう。新しん進しん気き鋭えいの分野、ＭＴ能力を統とう括かつ管理する国家機関。美夜の縁談の相手は、その司令の御ご子し息そくだ！」

　ん？

「フフフ……、あまりに雲の上の人物すぎて声も出ないか。まあいいだろう、今お呼びしてくるから、平民はその間に退散するなりしておくといい。美夜、お前の方はしっかりと身だしなみを整えておくんだぞ！　お前の夫となる人だ、決して粗そ相そうのないようにな！」

　そう言って再び襖の向こうに消えていく赤オッサン。

　ん？

　アイツ今なんつった？　ＭＩＮＯＳの？　司令の？　んん？

　俺の脳内がちょっとしたゲシュタルト崩壊を起こしていたその時、部屋の外から声が聞こえてきた。




　――すみません！　本当にすみません！




　けっこう大きな声だな。声の感じからして遠くで発せられてるのがわかるが、それでも何を言っているかハッキリ聞き取れるのは声が大きいからだ。




　――ウチの息子が、本当に失礼をいたしまして！




「………………」

「どうしたんですか正人さん？」

　この声、聞き覚えがある。

　俺は立ち上がって部屋から出ると、耳を頼りにその発声源へ向かう。すると玄げん関かんのところで、赤オッサンに必死に頭を下げている中年女性の姿を見つけた。

　中年と言っても、見た目それほど老ふけたようには見えない。実際若いしな、まだ四十前じゃなかったっけ？　フォーマルなスーツを着てＰＴＡ役員というような雰ふん囲い気き。……ああ、やっぱり見覚えある。声も聞き覚えある。

「本当に、このたびは息子が約束をすっぽかし、お詫わびの言葉もなく……！」

「い、いえ、あの……？」

　平へい伏ふくする婦人を前にし、当とう惑わくするばかりの赤オッサン。

「どけ」

　その赤オッサンを押おしのけ、俺は婦人の前に立つ。

「息子には何度も連れん絡らくして、今日の約束の大切さを教えていたんですが……、まったく返事がなく、途と中ちゆうから携けい帯たいの電源も切って……！」

「…………」

「これも母親である私の教育が至らぬばかりに！　橘さんには大変ご迷惑をおかけしますが、どうかご容よう赦しやを。この大変いいお話を、破談にしたくはありませんので……！」

「…………母さん」

「後日、後日には必ず、首に縄なわをつけてでも連れてきますので！　ご息女様にもお待ちいただくようお伝えいただければ……！」

「母さん！」

　俺の声にビクリと肩を震わせ、婦人は面おもてを上げた。そこで初めて俺と目が合う。

「……正人!?　一体ここで何をしてるの!?」

「こっちのセリフだ！」

　突とつ如じよ現れたこの婦人の正体。

　十じゆう王おうゆの。

　正義の組織ＭＩＮＯＳ司令・十王厳げん破ぱの妻にして俺の母親だった。

　……迂う闊かつだった。ちょっと考えればわかることだった。赤オッサンが目もく論ろむのは、美夜の政略結婚を利用して、自分の地位を高めること。美夜が高位のＭＴ能力者である以上、その嫁とつぎ先さきはＭＴ能力に関する分野が打ってつけだ。

　ＭＴ能力に関して公的にもっとも強いのは、国から唯ゆい一いつＭＴ能力者の管理を許された正義の組織ＭＩＮＯＳ。そのＭＩＮＯＳで一番偉いのは司令の十王厳破。

　その十王厳破の息子、俺。

　美夜の政略結婚の相手は、他でもないこの俺だったのだ……！




＊　＊　＊




　風雲急を告げたいところである。

　さっきまで超ちよう険けん悪あくだった橘邸ていの和室は、今や和わ気き藹あい々あいとした雰囲気に包まれていた。

「いやぁ～はっはっはっは！　十王さんもお人が悪い！　花はな婿むこが先に着いてるなら着いてると、お伝えくださればいいのに」

「おほほほほ！　申し訳ありません、この子ったら本当にフラフラしているものですから」

　実質和気藹々してるのは親どもだけなんだがな。

　ちょっと信じがたいことだからもう一回確かく認にんするが、美夜が政略結婚させられる相手は俺らしい。

　俺の父＝十王厳破はＭＩＮＯＳの司令。国家からＭＴ能力者の扱あつかいを一任された統とう率そつ者しや。当然ながら強い権力をもっている。ＭＴ能力はまだ新しい分野で、まだ法整備も完かん璧ぺきとは言えず、ＭＩＮＯＳの行動にはところどころ超ちよう法ほう規き的てきなところも出てくる。

　下手したら警視総そう監かんより権力もってんじゃないだろうかウチのオヤジ？　この赤オッサンが擦すり寄よりたくなるのもわかる気がする。

「いやいや、見れば見るほど聡そう明めいそうな若者ですな！　ウチの美夜の婿むこに本当に相応しい！」

　お前、俺おれのこと平民だの農民だの散々言ってなかったか？

「私は見たときから感じていましたよ！　彼かれに流れる貴人の血というヤツがね！」

　清すが々すがしいほどのクズっぷり。美夜と結婚するにしてもコイツをお義父さん呼ばわりするのはイヤだな。

「しかし……」

　俺は遠えん慮りよなく仏ぶつ頂ちよう面づらを晒す。こんなことは想定外だ。俺は、美夜を手て籠ごめにしようとする正体不明の御おん曹ぞう司しを殴なぐり倒たおすつもりで待ち受けていたというのに。真の敵は自分自身というオチか。どこの格かく闘とうマンガだよ？

「橘さんのご息女を、お嫁よめに貰もらい受けたいという話は、去年からあったのよ？」

「え？」

　母さんの突然の告白に、耳を疑う俺。

　美夜は、一年前にも政略結婚させられそうになって、それで家を飛び出しシャーウッドに入った。

「その時の相手も俺だったって言うのかよ!?」

　一年前の俺は何も聞いてなかったぞ。俺自身に縁談があったという事実自体が初耳だ。

「あの時アナタは、ＭＩＮＯＳの試験勉強の真っ最中でしたからね。勉強に集中させるために伏ふせてあったの。アナタがＭＩＮＯＳに合格したら結ゆい納のうして、祝い事を重ねようと思ったんだけど、何な故ぜか急に立ち消えになってしまって……」

　暗あん躍やくするシャーウッドの影かげ！　イヤまあＧＪだけどさ。

　しかし一年前の俺なんて十四歳さい、まだ中学生だったぞ。そんな子供になんで急いで嫁なんてあてがう必要があったのか？

「正人、アナタは自分の立場をわかっていないようね」

　俺の不満そうな顔に気づいたのか、母さんの口調が説教めいてくる。

「アナタは十王家の長男としてその名に恥はじぬ能力をもち、ゆくゆくは政治なり経済なりの分野でひとかどの人物とならねばならないの。そんなアナタに恋れん愛あいなんかで遊んでいるヒマはありません。だからお母さんが、アナタの将来に相応ふさわしい素す敵てきな女性を探してあげたというの」

　誰だれがそんなこと頼たのんだか。

「こちらの橘さんから申し出があったときは渡りに船だと思ったわ。橘さんは、元は華族で家柄もよいし、そのご息女は幼いころから礼儀や家事を仕込まれた大和やまと撫なでし子こと聞きます。きっと正人を縁えんの下したから支えてくれると思って、この話を受けたのよ」

「さすが十王夫人。お子様を思う気持ちは海より深いですなぁ」

　黙だまってろ赤オッサン。

「誰がそんな余計なことをしろって言った？」

　そろそろ我が慢まんの限界を感じて、母さんに噛かみつく。この人は大たい抵ていそうだった。世せ間けん体ていを第一にし、俺の意思など気に掛けることすらしない。姉さんも大たい概がい強ごう引いんな人だったが、母さんはそれに輪をかけた酷ひどさだ。ＤＮＡの猛もう威いが窺うかがえる。

「俺は、ママにお嫁さんを探してもらうようなお坊ちゃんじゃないし、自分の人生のパートナーは自分で見つける。他人に口出しされるのなんか真っ平だ！」

「母親に対して随分な口を利きくのね正人。……でも、アナタたちだって今回のこと、満まん更ざらでもないんじゃなくて？」

「……『たち』？」

　母さんの指摘がイマイチ理解しきれず、俺は自分の隣に目をやった。そこには今回最大級に赤面した美夜がいた。

「美夜ァーーーーーーー!?」

　もはやクリムゾンレッドというべき赤さ。人間の肌はだはここまで赤くなるのかと、救急車の出動を検討すべきレベルだった。

「まま、正人さん……！　その私、正人さんに一生守るって言っていただきましたし。その、それで、親の決めた相手まで正人さんだと、その、何と言うか、何が問題なのかというか、むしろ何も問題ないというか…………！」

　もういい！　喋るんじゃない美夜！　君の限界は理解した！

「アナタたちがどういう経けい緯いで知り合ったのかは知りませんけど、お互たがい憎にくからず思っているのは確かな様子じゃない。母親の私より早く先方へ乗り込んでくるぐらいだもの。正人もそのお嬢じようさんのこと、気に入ってるんじゃないの？」

「何を……!?」

　と言いかけたところで、俺はハタと返答に困った。

　どう言い返せばよいのだろうか？　ここで「はい」と答えたら一気に結婚が決まりかねない勢いだし、逆に「いいえ」と言ったら今までの発言が全部ひっくりかえってしまう。

　ここは、もう勘かんで答えてやれ！

「…………好きだよ」

「ふしゅ～～～～～～～～～～～～」

「美夜ァーーーーーーーーー!?」

　両耳から蒸気を出して卒そつ倒とうする美夜を慌あわてて抱だきかかえるのだった。

　そんな俺たちの様子を眺ながめて、母さんはさも我わが意を得たりと微ほほ笑えむのだ。

「あらあら、仲睦むつまじい新しん婚こん夫ふう婦ふですこと。これなら結納もすぐにとりおこなえそうねえ」

「結納!?」

　美夜が過か剰じように反応した。

「まあ、二人ともまだ未成年だから正式な入にゆう籍せきは先になるでしょうけど」

「入籍!?」

「でも結けつ婚こん式しきだけ先にやってしまってもよいかもしれないわねえ」

「結婚式!?」

「これなら案外、初孫の顔が見られるのも近いんじゃないかしら？」

「初孫!?」

　もぉやめてぇぇぇぇぇぇぇぇ!?

　美夜の精神が揺ゆさぶられまくっとる!?　たびかさなる幸福攻撃ハピルマシヨツクで美夜が完全に使い物にならなくなってしまった！　俺は美夜を守るために恋こい人びと関係をデッチあげたが、それが見事な結婚フラグとしてしっぺ返しされるなんて!?

「よかったじゃない正人。私だって、アナタたちが心から望む結婚なら、それに越したことはないと思っています。いつだって、女の幸せはちゃんとした男性と一緒になり、幸せな家庭を築くことなんですから」

　母さんが、どこか陶とう酔すいしたような表情で言った。

「でも正人、それを実現させるためには、アナタの方に不足があるようね？」

「……どういう意味だ？」

「白を切るつもり？　アナタがこの数週間、どれだけ母さんを心配させてきたかわかってるの!?　アナタが不良になって学校も欠席し続けていると聞いたとき、母さん失神しかけたのよ!?」

　俺がＭＩＮＯＳを拒否して、悪の組織に入ったことを言っているのか。俺が正義の組織ＭＩＮＯＳに入隊することを、誰より脅きよう迫はく的てきに望んでいたのはこの人だからな。

「今年こそは合格できるの？」「ちゃんと勉強はしているの？」。家にいたときは顔を合わせるたびに聞かれたものだ。俺が家を出た理由の一つは、間ま違ちがいなくコレだった。

「アナタがこんなに落ちぶれてしまったのも、私の教育が至らなかったからです。前々から出来の悪い子だとは思っていましたが、まさか自分から大事なものを捨ててしまうほどに愚おろかだったなんて……！」

「…………」

「そこで、私たちで進めてきた縁談ですが、それを承しよう諾だくするのに条件を付けます。正人、そちらのお嬢さんとの結婚を認めてほしかったら、今すぐ悪の組織などやめて家に戻ってきなさい」

「はっ？」

　母さんのほざくことに、俺は唖あ然ぜんとせざるをえなかった。自分から話を持ち出しておいて条件なんて言い出すとは、どういう神経の持ち主なんだ？

「……母さんは、アナタの出来の悪さにはほとほと失望しました。ＭＩＮＯＳのことだって、女のあてなが簡単に入隊できたのにアナタは何年経っても不合格。私はアナタにこそお父さんを助け、十王家の威い厳げんを知らしめて欲ほしかったのに。あてなが男に生まれていたらと何度悔やんだことか……！」

「…………」

「母さんはもうアナタに何も期待しません。ただ十王家の家名を汚けがさないことだけを心こころ掛がけなさい。アナタの将来を台無しにする汚れた過去は全部捨てて、一から出直すの。……アナタはまだ高校一年生、今から頑がん張ばれば東大ぐらいには合格できるでしょう。それで、アナタが今まで無駄にしてきた時間を挽ばん回かいなさい」

「…………」

「今回の縁談だって、堕だ落らくしたアナタを立ち直らせるために進めてきたことなのよ。配はい偶ぐう者しやをもてば、社会人としての自覚や責任感も追って身に付くものです。……わかっているの正人？　母さんがここまでしているのは、すべてアナタのため……………」

「やめてください」

　細くても、しっかりと意志のこもった声が、母さんの小言を遮さえぎった。

　見てみると美夜が、いつの間にか赤面からもすっかり醒さめて、毅き然ぜんと母さんのことを見み据すえていた。

「……お義母さま。失礼ながら、お義母さまの目は腐くさっていらっしゃいます」

「なっ!?」

　美夜からの厳しい物言いに、さすがの母さんも面食らう。しかし美夜はそれにかまわず毅然と語り続ける。

「……正人さんは、自分のために努力をしたことが一度もない人です。この人が奮い立つときは、いつだって自分以外の人のため。他人のために身を削けずり、泣なき叫さけんで、それでも頑張ることをやめない。私は正人さんのそういうところを好きになったんです！」

「お、おい美夜……!?」

「ＭＩＮＯＳの入隊だってそうです。正人さんは別にそれを望んでなかった。望んでいたのはアナタです！　正人さんはアナタの無責任な望みに応こたえるために、夢にうなされるほど苦く悩のうして頑張ってきたのに、アナタはそれすら認めようともしないんですか？　母親だからと言って、そこまで正人さんを好き勝手にする権利がアナタにあるというんですか!?」

「お黙りなさい小娘が！」

　母さんが激げき昂こうして立ち上がる。

「アナタこそなんて口の利き方かたをするんです!?　目上の人間を相手に！　……私のとんだ見込み違いだったようです。縁談はなかったことにさせていただきます。正人には、もっと相応ふさわしい相手を私が選び出してあげます！」

「いいえ、お義母さま。私はきっちりとした教育を受けてきたつもりです。私は母や祖母から、自分の夫を侮ぶ辱じよくされて黙っているような女は、嫁に行く資格がないと教わりました。正人さんは凄い人です。戦うときには陣じん頭とうに立って、平時には夜よる遅おそくまで机に向かっておられる、智ち勇ゆうを兼かね備そなえた人です。それを否定するというのなら、たとえ義母ははとなる人でも許しません！」

　こんな毅然とした美夜を見るのは初めてのことだった。普ふ段だんの彼かの女じよは、もっと控ひかえ目めで優やさしくて……。魔女モードのときの高圧さとも違う。初めて見る彼女の一面だった。

　……しかし美夜。少し俺のこと持ち上げすぎだと思うんだが。

「もういい美夜」

　いたたまれなくなった俺は、激する美夜を止める。そして彼女に代わり、今度は俺が親どもの矢や面おもてに立った。

「母さん、さっき言ったな？　美夜と結婚したかったら悪の組織をやめろと。……俺は、美夜と結婚するよ」

「「「ええっ!?」」」

　同席する三人が、一様の声を上げた。

「ま、正人！　それはつまり母さんの言う通り……!?」

「そして悪の組織もやめない」

「どういうことよ!?」

　金切り声を上げる母さん。しかしそれでいいと思う。美夜の言う通り、俺は散々この人に振ふり回まわされてきた。これくらいの仕返しがあってもいいだろう。

「欲しいものがあれば両方とる、それが悪だ。他人の出した条件なんて知ったこっちゃない」

「何を言ってるの正人!?　そんなワガママが通ると思っているの!?　世の中にはルールというものがあって、それを守らなければ……！」

「法やルールに従わないのがワガママっていうんなら、ワガママを貫つらぬき通とおすことこそが悪だ。俺は正義から外れて悪の組織に入った。だからこそ悪であることを貫き通すよ。……美夜、アジトに帰ろう」

「はははははは、はい！」

　また美夜の顔がクリムゾンレッドになっていた。

「ま、正人さん！　ふ、ふふ、ふつつつつつつか者ながらよろしくお願いします！」

『つ』が多いよ？　どうしたんだ美夜は？

　まあいい、話のケリも付いたことだし、その辺にいるであろう団長とスカディさんを拾って、とっとと帰ろう。

　随ずい分ぶん遅おそくなってしまった。おしり団の台所主である美夜まで連れてきてしまったし、「晩飯まだかーっ!?」と佐藤さんたちが暴動を起こしていなければいいが。

「……ん」

　その前に、俺はふと気になったことを美夜の父親……赤オッサンに尋たずねてみた。

「ところでお前、ことあるごとに『ＭＩＮＯＳ副司令に俺はなる！』とかほざいてたけど、それやっぱり、この結婚で作ったコネでそうするつもりだったのか？」

「そ、それがなんだ？　政略結婚とはそのためにやるものだろう!?」

　とことんクズだな。しかしそういうクズだからこそ現実を突つき付つけてやりたくなると言うか。

「ウチのオヤジはそんなことするタマじゃないぞ。親族だろうが身内だろうが、部下を採用するのに実力以外は絶対に評価しない。実の息子むすこである俺を、ＭＴ能力がないからって不合格にしまくるのがいい証しよう拠こだ」

　むしろオヤジはコネとか大だい嫌きらいで、そんなんで入隊しようとするヤツこそ率そつ先せんして排はい除じよするように思う。正義の組織の司令なんだから公正さは比類ないのだ。

　最初から他人をアテにしている赤オッサンがＭＩＮＯＳなんかに入ったら、きっと副司令どころか雑ぞう巾きん掛がけからやり直させられることだろう。

「……フッ、浅はかな考えだな小こ僧ぞう」

　どういう意味だ？

「お父さんは、この縁談のことは知らないわ。正人が不良になっても『アレはあのままでいい』なんて言う人だもの。父親としての自覚が欠けてるのよ！」

　母さんが吐はき捨すてるように言った。益ます々ます意味がわからない。

「でもＭＩＮＯＳの中には良心的な人もいて、アナタのことを救ってあげようと申し出てくれたのよ。この縁談がまとまれば、それを反省の表明とし、お父さんにとりなしてくれると……。だから正人、もう一度考え直しなさい！　母さんはアナタの味方だから……！」

　ホントにどういう意味だ!?

　この結けつ婚こん騒そう動どうには、オヤジじゃない、別のＭＩＮＯＳの意思が絡からんでるってことなのか!?　俺の親しん戚せきでもないヤツがそんなことをして何になる!?

　俺の人間関係を探さぐり、俺の身内から簡単に騙だませそうなのをつっつき、おしり団の……俺の所属する組織を内から引っ掻かき回そうとしたヤツがいる。

　それは…………!?

「……そこまでです、夫人フラウ」

　バタン！　バタン！　バタン！

　襖ふすまを開けはなって乱入してくる一団。俺と美夜はすっかり取り囲まれてしまった。ソイツらが着ているのは、やはり白を基調にしたＭＩＮＯＳの制服。閑静な和室が、ＭＩＮＯＳ隊員で埋うめ尽くされる。

「な、なんだコレはッ!?」

　この家の主であるはずの赤オッサンが一番ビックリしていた。

「クックック……。予想の範はん囲い内ないではありますが、不ふ甲が斐いない親おや御ごさんたちですなぁ」

　乱入してきたＭＩＮＯＳ隊員の中に、明らかに一いつ般ぱん隊員とは違う風格のヤツがいた。ＭＩＮＯＳ制服の上からマントを羽織り、胸部分には勲くん章しようをジャラジャラ着けている。その顔つきは彫ほりの深いゲルマン顔で、日本人でないことは一目でわかった。なんか音楽室に飾かざってある肖しよう像ぞう画がみたいな髪かみ形がたをしている。

「……なんだ、お前は？」

　美夜を背中に庇かばいつつ、このゲルマン男に相対する。強さ的には高位ＭＴ能力者である美夜の方が俺より何倍も上なのだが、そこは見み栄えというヤツだ。

「お初にお目にかかります御子息。私イヒはホーア・エゲス。ＭＩＮＯＳ執しつ務む部長を務めさせていただいております」

　執務部長!?　司令の腹心たるＭＩＮＯＳの宿将、五部長の一人じゃないか!?

「……そんなＶＩＰが、この結婚騒動の黒幕だったとはな。こんな一家庭の事情に介かい入にゆうしてくるとは、執務部長ってのはそんなに暇ひまなのか？」

「クックック！　……自じ嘲ちようなさってはいけません。司令の御子息でありながら、現在ＭＩＮＯＳから最重要マークを受ける新興組織の指導者であるアナタ。その去就が一家庭の事情に収まるわけがないではありませんか！」

　皮肉ったつもりだが、逆に変な過大評価で返されてしまった。

　しかしこれでハッキリした。この騒そう動どうは、正義の組織ＭＩＮＯＳが想起した、俺たちおしり団への内部工作だ。

「理想を言えば、アナタがお母上の説得にほだされ、悪の組織から離り反はんしてくださればよかったのですが、それは高望みというヤツでしょう。こちらとしても不満はありません。アナタが組織の中ちゆう枢すうから離はなれ、我々の手の内まで誘さそい込まれた時点で、目的は達せられているのですから」

　俺たちを囲むＭＩＮＯＳ隊員たちが、警棒やら拳けん銃じゆうをチラつかせる。

「…………目的は俺ってことか」

　ＭＩＮＯＳが、俺たちおしり団を目めの敵かたきにしているのは、充じゆう分ぶんに想像できることだった。

　俺たちは先日、ヤツらの看板隊員である姉さん……十王あてなを撃げき破はし、そのメンツに泥どろを塗ぬった。正義の権けん威いを保つためにも、おしり団への対策は急務だったのだろう。

　そのためにまず俺を狙ねらった。司令の親族である俺は、その点情報も集めやすいだろうし、ＭＴ能力もない。その分易しいと踏ふんだのだろう。

　俺を攻こう略りやくするために経歴を洗う途中、一年前にあった縁談を発見し、それを利用しての搦からめ手てを思いつく。逃にげ出だした縁談の相手が、元シャーウッドのリーダー、魔ま女じよモリガンと同一人物であることも、一定以上の調査能力があれば突き止とめることができたはずだ。

　俺たちの親類を巻き込み、それをもって俺たちを悪から離反させられれば最善。そうでなくとも俺たちを悪のアジトから誘おびき出せれば次善といったところか。

「正義の組織ともあろう者が、随ずい分ぶん回りくどい手を使うんだな」

「私イヒに言わせれば、これまでの連中が無む思し慮りよすぎたのですよ。『千オーバー越・サウえザンド』のジュウオウ・アテナを表に立て、ただひたすら力押しに訴うつたえる。エレガントの欠片かけらもない。御子息もそうは思いませんかな？」

　たしかにそう思う！

　声を大にして言いたいところだが、敵に同意するのも何なので我慢して押し黙った。そういう観点から見れば、目の前にいるホーア・エゲスは、同じＭＩＮＯＳでも前に戦った姉さんとはまるで異質の相手だ。

　数多あまたの人員を擁する巨きよ大だい組織にありながら力押しをせず、敵を調べ、綿密な計画を立てる。それで実行したのがこんな結婚騒動ってのはセコい気もするが、本来力がないゆえに策をもって強者に立ち向かうスタイルの俺にとっては、ある意味姉さん以上にやりにくい相手だ、このホーア・エゲスというヤツは。

「……だが、それにしては詰つめが甘あまいんじゃないのか？」

「ほほう、いかなるところがですかな？」

　俺の脅おどしの混じった指し摘てきを、ホーアは不敵な笑えみで受け止める。

「策を弄ろうして俺を誘おびき出す。……そこまではいい、お前にとっては飛んで火に入る夏の虫ってとこだろう。でもお前は考えなかったのか？　組織の中枢から離はなれて、単独行動をする俺が、用心のために護衛をつけておく可能性を？」

　当初は、家庭の事情によって連れ去られる美夜を取とり戻もどすためだったが、それでも何の危険も考こう慮りよせず単独行動するほど迂闊な俺ではない。

　最初に赤オッサンが現れたとき、俺の傍かたわらには団長とスカディさんがいた。特に、ＭＩＮＯＳで散々精強を誇ほこっていた姉さん……十王あてな、それと同等の『千オーバー越・サウえザンド』であるスカディさんが。

　もしあの場にスカディさんがいなかったら俺は、美夜を連れて全力全開で逃とう亡ぼうしていただろう。しかしこの場にスカディさんはいる。彼女の力をもってすれば、今俺たちを取り囲むＭＩＮＯＳ隊員など何の脅きよう威いだろうか。

「クックックック……！」

　俺の思考を読み取ったかのようにホーアが嘲あざ笑わらう。

「御子息、アナタはまだまだ私イヒを甘く見みておられるようですな。護衛の存在。その程度の可能性を私イヒが想定しなかったわけがありますまい！」

　パチン！　とホーアが指を鳴らす。するとそれに応えるように、俺たちのいる和室から見み渡わたせる庭先に、俺の安あん穏のんとした考えを打うち砕くだくものが現れた。

「団長!?　スカディさん!?」

　意識のない、ぐったりとした二人がＭＩＮＯＳ隊員の捕ほ虜りよとなっていた。さっきから姿を見ないと思ったら、こんなことになっていたなんて!?

　一体どういうことかと二人の様子を注意深く見てみたら、団長の口元がクリームやら餡あんやらでたっぷり汚れていた。そういえば二人は、美夜のお婆ばあさんからお菓か子しを貰えると連れ出されたんだ。まさか……！

「菓子の中に眠ねむり薬ぐすりでも仕込んだか!?」

「ご名答ゲナオ。ご自身が奇き策さくを得意としながら、奇策にかけられることを考えない。若さゆえの拙せつ劣れつさが出てしまいましたな。クックックック……」

　嘲あざわらうホーア。見事ハメられた俺は返す言葉もない。今や俺は、その生せい殺さつ与よ奪だつをホーアに握にぎられてしまったのだ。

「おばあさまは……、おばあさまはどうしたんです!?」

　俺の傍らから美夜が叫ぶ。団長たちが彼女のお婆さんに連れ出された以上、団長たちを拘こう束そくする場面にもお婆さんはいたはずだ。

「ご心配なく。このフロイラインたち同様、睡すい眠みん薬やく入りの菓子を召めし上あがって安あん眠みんしておられます。我々も正義の組織ですので、一般市民に危害を加えたりはしませんよ」

　それを聞いて一安心する美夜。しかし俺たちの安全はまったく保障されない。

「さて、これで状じよう況きようの理解はできたかと存じます。御子息、私イヒの指示に従っていただけますかな？」

「…………」

　是ぜ非ひもないだろう。周囲を取り囲むＭＩＮＯＳ隊員、ネズミ一匹ぴき逃にげ出す隙すき間まもない。頼たよりのスカディさんは薬で眠らされ、団長ともども人ひと質じちにされてしまった。認めたくはないが、俺はホーア・エゲスにまんまと一いつ杯ぱい食わされたんだ。

「……どうすればいい？」

「何、私イヒに同行していただければ、アナタもこのフロイラインたちも安全は保障しましょう。先に断っておきますが私イヒはアナタを処しよ罰ばつしようなどとは思っていません。むしろアナタの協力を得たいと思っているのです」

　信用できるわけがない。が、あちら側に団長とスカディさんが捕とらわれている以上逆らうことはできない。ここはどうにかやり過ごし、団長たちを救う機会を見み出いださねば。

「……わかった、どこへでも連れていけ」

「正人さん、私も……っ！」

　美夜が俺に寄り添そおうとしたその時だった。

「残念ながらフロイライン、アナタへの招待状は用意しておりません」

　ホーアの指示により、ＭＩＮＯＳ隊員数人が、俺と美夜の間に割って入る。

「ど、どういうことですか!?」

「何度も言わせないでいただきたい。私イヒは、力押しだけしか能のない機動部のトロルどもとは違ちがうのです。『千オーバー越・サウえザンド』には及およばないと言えど、かつてシャーウッドのリーダーとして勇名を馳はせたアナタを御子息に添わせるほど、私イヒは迂闊ではないのですよ」

　ホーアは、美夜に対しても警けい戒かいを緩ゆるめたりはしなかった。

「フロイライン、アナタはここに残っていただきます。御子息への友ゆう誼ぎの証あかしとして、それ以降は自由にして差し上げましょう。穴あな蔵ぐらにこもる悪のお仲間に、この危急を知らせてもよいのですよ？　その頃ころには我々は、御子息ともどもアナタ方の知らない場所へ隠かくれさせていただきますがね」

「…………ッ！」

　美夜の髪かみがざわめく。ＭＴスキル『鴉羽衣バイブ・カハ』を使おうとしているのだ。

「待つんだ美夜！」

　今暴れたら、俺たちは助かるかもしれないが、団長たちが確実に無事では済まなくなる。どれだけＭＴ値が高かろうと、意識を失ったＭＴ能力者は普ふ通つうの人間と変わらないのだ。

「ま、正人さん……！」

　幸い美夜は、俺の制止を聞き届けてくれた。波打つ髪の毛けが、無念そうに動きを止める。

「……美夜、ここはアイツらの言うとおりにするんだ。悔くやしいけど、俺たちに選せん択たく肢しはない」

「正人さん、でもっ……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺たちは運命の糸で繋つながってる」

　俺は、美夜の髪を撫なでた。すべすべとした心地ここちよい手て触ざわりが伝わる。

　ホーアは必勝を確信しているのか、美夜だけは解放してやるという。ならば万が一の逆転の芽を潰つぶさないためにも、美夜には無事でいてもらわなければならない。

「後朝きぬぎぬの別れは済みましたかな？　それではご子息、案内に従っていただきましょうか」

　勝かち誇ったホーアに連れられて、俺は橘邸を出た。

　意識を失った団長とスカディさんも俺と共に虜りよ囚しゆうとなり、一人残された美夜はそれを歯は噛がみしながら見送る。

　赤オッサンとウチの母さんは、結局最後まで一言も口を挟はさまなかった。

　正義の組織ＭＩＮＯＳ執務部、その虜囚となった俺に、勝利の可能性は残されているのか？







第四章　巨きよ尻じりは孵かえる







　ＭＩＮＯＳミノス執務部長ホーア・エゲスによって俺が連れて行かれた先は、ＭＩＮＯＳが所有する小支部の一つだった。

　公的機関であるＭＩＮＯＳは、その大きな規模に見合うだけの基地を幾いくつも保有しており、新宿にそびえる本部を始めとして都内百ヵ所に支部が散らばっている。

　俺が連れてこられたのもその一つだったが、しかし、正式に登録された支部ではないらしい。俺もかつてＭＩＮＯＳ入隊を目指した際、各支部の所在地を片かたっ端ぱしから暗記したものだが、こんなところに支部が建てられていたなんて話は聞いたことがなかった。

　いわゆる秘密支部というヤツなのだろう。いくら公的機関といえど、悪の組織と戦うのにすべての拠きよ点てんを公開などしない。こうした隠れ家セーフハウスを有しておくことで、隊員の緊きん急きゆう避ひ難なん場所にしたり、極ごく秘ひ任務の作戦基地にしたりと、色々活用法があるのだろう。

　そして今回は、悪から奪うばい取った俺の身み柄がらを隠す場所として利用される。ホーアが美み夜やを、自信満々に解放した根こん拠きよはここにあったのか？

「救きゆう援えんを期待しても無む駄だですぞ御ご子し息そく」

　ホーアの口調からは終始、勝利を確信した余よ裕ゆうが窺える。

「この秘密支部の存在は、ＭＩＮＯＳ内でも我々執務部しか知りません。移動中も、後方に警戒要員を配備し、尾び行こうがないことを確認済みです。つまり悪どもは、アナタの所在を永遠に掴つかめない」

「……………………何故そんなことをする？」

　俺が投げかけた質問に、ホーアは意外そうな顔つきをする。

「……これはこれは、司令の御子息はなかなかの切れ者と聞きき及んでいましたが、誤情報でしたかな？　基本的なことから説明差し上げねばいけませんかな？」

「悪の組織が俺を奪還するために攻めてくるかもしれない。そんなことはわかってる。だがそれを警戒するのに、なんで秘密支部なんて大層なものを使う？」

　そう指摘すると、ホーアの表情から笑みが引く。

「俺を奪い返されたくないなら、通常支部でも充分用は足りるだろう。ＭＩＮＯＳは国家機関、悪など比べ物にならない規模をもっている。豊富な人員、堅牢な建築物。それだけでもう悪の組織は手出しできない。にもかかわらず味方にすら知られてない秘密支部を使うのは、悪以外にも、俺から遠ざけておきたい相手がいるんじゃないか？」

「……やはり噂うわさはたしかだったようですな。少ない情報から、こちらの意図をよく見抜く」

　何が『よく見抜く』か。ホーアが目の前に現れるまで、俺はヤツの暗躍を察知できなかった。思えば赤オッサンがＭＩＮＯＳ隊員と共に現れた時点で充分怪しむべきだったのに、『千オーバー越・サウえザンド』のスカディさんが近くにいたことで警戒心を鈍らせてしまった。

　おかげで俺は捕まり、団長たちを危険にさらしている。自分の無能さにはほとほと呆れる。

「では御子息の疑問を解消して差し上げましょう。先ほど申しましたがね、私イヒはアナタのことを処罰する気はないのですよ。逮たい捕ほする気も、罪人扱いする気もない。私イヒはアナタと協力関係を結びたいのです」

「は？」

　いきなり何を言い出す？

「それは……、ええと、俺が司令の息子だから、ヘタに逮捕したらスキャンダルになって、ゆえに闇から闇へ葬れるように、できるだけ穏便に済ませたいってこと？」

　頭をフル回転させた結果、やっとひねり出した推測がそれだった。しかし不正解らしい。ホーアはやれやれと言った風に肩かたをすくめる。

「たしかにそういう理由もありそうですな。しかし私イヒにとっては何の意味もありません。御子息が協力いただけるなら、翌日にでもＭＩＮＯＳの司令は私イヒに代わっているのですから」

　………………。

　ますますわからない。ホーアは何を企んでいるのか？　あと考えられるとしたら、俺が指揮権をもつおしり団……旧シャーウッドの兵力と組んでクーデターでも起こそうっていうのか？

　しかしそんなことをしても国家規模のＭＩＮＯＳと張り合うには全然足りないし、せいぜい『千オーバー越・サウえザンド』のスカディさんがいるぐらいしか……？

「あっ」

　そこで俺は思い当たった。

「……俺を通じて『千オーバー越・サウえザンド』のスカディさんや団長を、支配下に置こうっていうのか？」

　コイツらＭＩＮＯＳは、今まで『千オーバー越・サウえザンド』である俺の姉さんの恩恵を散々に受けてきた。しかしその姉さんが敗れ、スカディさんという新たな『千オーバー越・サウえザンド』が生まれた今、それをも手に入れたいとするのは当然の流れではないのか。

「新しいおもちゃを欲しがる子供みたいだな……！」

「残念ですが、それも外れです御子息。前の答えよりは正解に近いですがな。私イヒの目的は、あくまでアナタ自身なのですよ。アナタのもつ、特とく殊しゆな力がね」

　特殊な力？　ますますスットンキョーなことを言いだすじゃないか？　俺おれのＭＴ値がゼロだってことは、俺の経歴を洗い出せば真っ先に出てくるだろう？

「とぼけるつもりですかな御子息。アナタは事実、神のごとき御み業わざを我々に示してくれたではありませんか。自組織のメンバーを二人、究極の戦士『千オーバー越・サウえザンド』へと進化させた。そのうちの一人はＭＴ値一〇万という規格外にだ」

「はぁ？」

「彼女らが覚醒するまで、『千オーバー越・サウえザンド』は世界にジュウオウ・アテナただ一人だった。しかもそのジュウオウ・アテナすら元をただせばアナタの姉。つまりアナタは、現存する『千オーバー越・サウえザンド』全員と接点がある」

　ホーアが何を言いたいのか、大体読めてきた。

「……まさか俺が、会うヤツ会うヤツ『千オーバー越・サウえザンド』に進化させるトンデモ能力の持ち主とでも言うんじゃあるまいな？」

「その通りゲナウ！　アナタは我がＭＩＮＯＳに入隊するため、ＭＴ能力に関する研究を独自に行っていたという。それが実を結んだ一つの形が、通常能力者を『千オーバー越・サウえザンド』へ進化させる秘術ではないですかな!?　アナタは『千サウザンド越・えメ錬イ成カ者ー』というわけだ！」

　なんという勘かん違ちがい。スカディさんも団長も、一〇〇〇を越こえる巨大なＭＴ値を得ることができたのは、元々彼女らに巨大なポテンシャルが眠っていたからだ。スカディさんや団長は自分の内面と向き合うことでポテンシャルを引き出し『千オーバー越・サウえザンド』もしくはそれ以上になった。

　たしかに俺はその両方の進化に立ち会ったけど、ちょっと偶ぐう然ぜんが重なったぐらいでそんな！　お前は田んぼの稲が倒れただけで人類滅亡とか言っちゃうマガ○ン編集部の人か!?

「御子息。私イヒはその秘術を是非ともご教授いただきたくアナタをお招きしたのです。所属する隊員すべてを際限なく『千オーバー越・サウえザンド』にすることができれば、ジュウオウ・アテナ一人に依存する今のＭＩＮＯＳ体制は覆る。足りぬ知能でふんぞり返る機動部のゴミどもを、まとめて放ほう逐ちくすることも可能なのですよ！」

　ホーアが血走った目で、俺へ一歩、一歩と接近してくる。なんか怖こわい!?　この異様な気迫には、権力争いにまつわる怨おん念ねんめいたものが混ざっていると見た！

「知らん知らん知らん！　知らんわ!!　お前の妄もう想そうに俺を付き合わすな！　大体そんなバランスブレイクなバグ技わざが実在するんだったら、命に代えても正義おまえらなんかに渡わたさんわ！」

「ご協力いただけるなら、私イヒの権力でアナタをＭＩＮＯＳにお迎むかえいたしますが？」

「え？」

「当然でしょう。アナタの協力で、我が執務部の隊員全員を『千オーバー越・サウえザンド』にできたなら、私イヒはＭＩＮＯＳ一の実力者となれる。先ほども申した通り、現司令のジュウオウ・ゲンパを排し、私イヒが司令となることも夢ではない。そうなればＭＩＮＯＳの人事など、私イヒの一声でどうとでもなる」

　ホーアの顔に、卑いやしい笑みが浮うかんだ。

「御子息。アナタにとっても悪い話ではありますまい？　アナタは五年にわたって正義の組織に入ろうとしてきた。その希望、正義を愛する心は、まだ胸の奥おく底に残っているはずです。今こそその善性を解き放ち、正しき道へ進むのです」

「正義にもう未練はない」

　きっぱりと短く言った。それが俺の本心だった。

　俺の即答に、ホーアは落胆したように浅いため息を吐く。

「仕方ありませんな。御子息がそこまで聞き分けがないというのであれば、こちらも非常の手段に出ざるをえません」

　俺とホーアが対たい峙じしているのは、ＭＩＮＯＳ秘密支部の二階か三階にある部屋の一つ。普段は使われていないらしく、室内には机どころか椅い子すの一つもない。ただ、殺風景な空き部屋の中央に間仕切りが並べられていて、それより向こうを隠して見えないようにされていた。

　そこでホーアがパチンと指を鳴らした。

　すると部屋の中央の間仕切りが一斉に開いた。閉ざされていた部屋の奥半分には、俺の行動を制限する俺の生命線が置かれていた。

「団長!?　スカディさん!?」

　いまだ睡眠薬が効いているのか、ピクリとも動かない二人は、妙みような機械の中に閉じ込められていた。巨木のように大きな電子部品の塊。その下からは根のようにコードが縦横無尽に伸のびて、電源やらパソコンやらに繋がっている。

　団長とスカディさんは、その巨大機械の根元というべき位置にいた。ストレッチャーみたいな即席の寝しん台だいに寝かされ、その頭部や手首には、それぞれコードがグニャグニャと伸びた機械が取り付けられている。

　二人はそれぞれ、周りを試験管みたいな円筒ガラスで封印され、その内部でピクリともしない。その様は、理科室のホルマリン漬けを連想させた。

「団長たちに何をした!?　あの機械はなんだ!?」

　俺の態度が目に見えて変わったことに、ホーアは満足を感じたようだ。

「何、外部企き業ぎように発注していた新製品が届きましたのでね。その起動実験といったところですよ」

「起動実験……!?」

　団長とスカディさん、二人を捕える巨大機械を見上げる。これが一体、どんな機能を有しているというんだ？

「コレはいわば啓蒙装置というものですよ。機械から発せられる電磁波がヒトの脳に直接作用し、側頭葉、前頭葉の情報を書き換えるのです。わかりやすく言えば、悪に染まった人間の脳を、正義に染め変えるのですよ」

「染め変える……!?」

「私イヒはコレを『バプテスマシン』と名付けました」

『バプテスマシン』なる巨大機械をもう一度見上げる。脳内の情報を書き換える機能をもった機械、それはつまり……。

「……洗脳装置ってことか!?」

「さて、では実験を始めましょう」

　ホーアが合図すると、室外から車イスに縛り付けられた一人の男性が連れてこられた。ワインレッドの背広という、壊かい滅めつ的なセンスの衣服を着た中年男性。

　あれは美夜の父親、通称赤オッサンじゃないか？

　何な故ぜここにいる!?　美夜や俺の母さんと一いつ緒しよに橘たちばな邸ていに取り残されたんじゃなかったのか!?

「はは、ホーア部長！　これはどういうことですか!?　私は約束を守った。娘むすめを連つれ戻して、そこの小僧と結けつ婚こんさせた。これで私をＭＩＮＯＳ副司令にしてくれるのですよね!?　そうですよね!?」

「そんなことを確かく認にんするためにノコノコ付いてきたと仰おつしやるか。いやはや救いがたいほど愚かな方だ」

　まったく意思疎通のない会話が続く間にも、技術班らしいＭＩＮＯＳ隊員によって、赤オッサンの頭や手首に機械が取り付けられていく。

　団長たちに既すでに取り付けられているのと同じものか。

「私イヒは正義に属する者です。ですので交わした約束は必ず履行すべきですが、残念なことにアナタは失敗した。御子息を味方に引き入れることができなかった。これでは私イヒも約束を守ることはできません」

「そんな……！　騙したな！　名家の私を騙したな！」

「この上は、せめて実験動物として正義の礎となってもらいましょう。……やれ」

　ホーアの無慈悲な命令の下、『洗脳装置バプテスマシン』から駆動音が高鳴りだす。機械のところどころからスパークが光り、コード伝いに赤オッサンへ駆け上がる。

「ぎゃああああああああッッ!?　げべべべべべぶぶぶぶぶぶ!?」

　人のものとは思えない叫び声ごえ。やがてスイッチが切られ、体のところどころから煙けむりを放つ赤オッサンは解放された。その瞳ひとみに理性は残っていなかった。

「ワタシハ、タダシイニンゲンデス。アサ七ジニオキテ、ヨル九ジニネマス。オサケノミマセン、タバコスイマセン。オーダンホドーハテヲアゲテワタリマス。ミノスサイコウ。アクノソシキサイアク。キドーブハクズノハキダメデス」

「!?」

　怖っ!?　なんだコレ!?　もはや洗脳とかいうレベルをぶっちぎってるじゃないか!?　アレ絶対体に悪い！　深刻なレベルで体に悪い！　こんなのは洗脳装置とすらいえない、完かん膚ぷなきまでの人じん格かく破は壊かい装そう置ちじゃないか!?

「……ふむ、思った通りにはいかんな」

　しかしその結果を見ても、ホーアはあくまで冷静だった。

「人の悪心だけでなく、基本的な思考回路までも塗り潰してしまったか。まあ、改良の余地アリとわかっただけでも実験の意義はあったろう。オイ誰だれか、この用済みのゴミを捨ててこい」

　ホーアが指示すると、すみやかにＭＩＮＯＳ隊員が変わり果てた赤オッサンを担ぎ上げる。

「さて御子息。『人格破壊装置バプテスマシン』がまだ未完成であることは判明しましたが、これがアナタへの有効な交こう渉しよう材料となることも同じく判明いたしましたぞ。コレをあそこに据すえられたフロイラインたちに使用したら、アナタはどう思われますかな？」

　ホーアはその嗜し虐ぎやく心しんたっぷりな視線を、団長とスカディさんの二人に向けた。試験管の中に捕われた眠り姫の二人に。

「私イヒが一言命じるだけで、『人格破壊装置バプテスマシン』はあの二人の心を粉雪のごとく打ち砕いてしまうでしょう。それを止めるには、アナタが占有するミーミルの知恵の泉を解放してくださるしかない」

　通常能力者を『千オーバー越・サウえザンド』にレベルアップさせる方法を教えろ、か。

　そんなものは偶然が重なっただけだっていうのに、なんでわからないんだこの正義バカは!?

　だが、俺がどれだけ真実を叫ぼうとも、ホーアは信じないだろう。俺を屈せしめるために『人格破壊装置バプテスマシン』のスイッチを押おし、団長やスカディさんの心を破壊する。

　それを、どうすれば防げるのか……!?

「……俺に『人格破壊装置バプテスマシン』を使え」

「!?」

　俺の提案に、さすがのホーアも面食らったようだ。俺の意図を見通すことができず、マジマジとこちらを凝視する。

　それを無視し、俺は視線をホーアとは別の方へ向ける。

「オイそこの、ちょっと待て」

　俺は、室外に運び出されようとする変わり果てた赤オッサンを呼び止めた。哀あわれ、飲み屋のへべれけがさらに酷くなったような赤オッサンに、俺は言葉を投げかけてみる。

「……オイ、オッサン。お前の名前はなんていう？」

「ハイ、タチバナ・タケル。メーモンキゾクデス」

「お前の家はどういう出自だ？」

「ヘーアンジダイカラ、ツヅク、サイコーノメイカデス」

「ホントは俺のことどう思ってた？」

「クソナマイキナ、ヘーミンノガキデス。デモ、シュッセノタメニ、リヨーシマス」

「見ての通りだ」

　俺はホーアに向き直った。

「『人格破壊装置バプテスマシン』は、洗脳装置として完全な失敗作でもない。正常な思考力が破壊されたために、記き憶おくした情報を抵抗なく引きずり出すことができる。俺を『人格破壊装置バプテスマシン』にかければ、お前の欲ほしい情報もところてんみたいに出てくるぞ」

「正気ですかな御子息？　そんなことをするぐらいなら、最初から素す直なおにお話しくださればよろしかろう？　ワザワザ自分から精神を破壊させるなど、何の意味があります？」

「そうでもしなきゃ信じないだろ。ＭＴ能力者を進化させる秘術なんて、お前の妄想でしかないことを」

　ホーアはしばらく考え込むような素そ振ぶりを見せる。その間に赤オッサンは今度こそ部屋から運び出され、再び室内は純粋な、俺とホーアの対決場と化す。

「いいでしょう、こうなれば御子息の強情にとことんまで付き合って差し上げよう。……お前たち」

　ホーアの指示でＭＩＮＯＳ隊員たちが駆け出し、さっきまで赤オッサンが座すわっていた車イスに俺を座らせる。同じように頭や手首に電極を取り付け、準備は万ばん端たんなようだ。

「しかし見上げた自己犠ぎ牲せいですな。フロイラインらを救うため、みずから精神の処刑台に立つとは」

「……俺は、俺自身に何の価値も見出していないんだ」

　だから俺にとっていついかなる時も、俺自身より優先順位が下のものはない。団長とスカディさんの安全が得られるなら、俺の精神的な死ぐらいは些末なことだ。

「……残念ですよ御子息。アナタであれば、私イヒが支配する新生ＭＩＮＯＳのよき手駒になれたでしょうに。せめてアナタが蔵する秘宝を置き土産に、ヴァルハラへと旅立つがよろしかろう」

　ホーアが右手を上げた。『人格破壊装置バプテスマシン』作動の合図だった。動力部からスパークが生じ、俺の脳細胞をグシャグシャにする電流がコードを駆け上っていく。

　アレが俺の頭部に到達したとき、俺の脳ミソは終わる。その速度はやけにゆったりしていた。死の瞬しゆん間かん、時間の流れがスローに感じるというアレだろう。

　ゆっくりではあったが、着実に終わりに近づいている。しかし、

「――――――――ダメッッ！」

　崩ほう壊かいへのカウントダウンが断ち切られる。

　黒い刃が中空に舞い踊った。カラスの群れが一斉に舞い上がったかと思われる黒い疾風は、その勢いで俺と『人格破壊装置バプテスマシン』を繋ぐコードを切断した。恐るべき人格破壊スパークは、俺にたどり着くことなく中空で散る。

「……なんだとッ!?」

　切迫した声を上げたのはホーアだった。ヤツが見たもの、俺が見たものは、黒くろ髪かみをムチのようにしならせて、この室内に乱入した、一人の乙女。

「……美夜」

「…………どうして、どうしてアナタは自分を粗そ末まつにできるんですか？」

　涙なみだに潤うるんだ声。彼かの女じよがＭＴスキル『鴉羽衣バイブ・カハ』でコードを切断してくれたんだ。だから俺は、まだ正常な思考を続けられている。

「どうして正まさ人とさんは、何の迷いもなく自分を危険にさらせるんですか!?　なんで自分を大切にしてくれないんですか!?　もし私が助けに入らなかったら、正人さんは……！」

「俺は、何の価値もない人間だから。俺が死んだって、何も……」

「ダメです！　正人さんがいなくなったら、私は、私はどうしたらいいんです!?　だからもう、だからこんなバカなことはもうしないで……！」

　美夜を泣かせてしまった。ホント、ダメだな俺は。

　彼女が俺のことを抱きしめてくれる間にも、彼女の髪は別の生き物のように動き、俺を拘束する様々なものを切断し、引きちぎる。

「……フロイライン・タチバナ!?　一体どうしてここが？　この秘密支部の所在は、絶対にわかるはずがないのに……！」

　ホーアは、美夜が颯さつ爽そうと登場してきた事実を、いまだ受け入れられないようだった。それもそうだろう。用心深いアイツは、俺を隠すために何重もの骨折りをした。

　迂遠な策を使って、俺をおしり団本体から分断し、虎の子の秘密支部に押し込める。その途上には人員まで配備して尾行を警戒したのだという。

　美夜の登場は、そのすべてが無駄になったことを示しているのだ。

「……タネは、コレだ」

　俺は、左手の小指を立てる。

「小指？　それが何だと」

「よく見てみろ。目ん玉ひん剥いてな」

「なにっ……？　はっ!?　コレは……!?」

　俺の小指に、一本の黒髪が結ばれていた。

　直径〇・〇五ミリと言われる毛髪はたった一本であれば人の目には発見不可能で、ホーア始め俺を拘束していたＭＩＮＯＳ隊員もまったく気づけなかったというわけだ。

「毛髪を自在に操あやつる美夜の『鴉羽衣バイブ・カハ』だからこそできた追跡法だ。髪を切ってしまった美夜は、今じゃ一番長い髪でも一メートルぐらいしかないから、それ以上離れたら髪を抜き、別の髪に結び付けないといけなかったが……」

　そうして数珠じゆず繋ぎにすることで、美夜は百メートル以上離れながらも俺の追跡を続行できた。そのおかげで尾行を警戒するホーアたちも謀たばかることができたんだ。女にとって命ともいわれる髪を何本も引き抜かせてしまったことは、とても心苦しいが。

「私と正人さんは、運命の糸で繋がっている。地球上どこにいたって、糸を手繰り寄せれば出会うことができる。そうですよね正人さん？」

　やっぱり美夜は、あの婦人服売り場での店員さんの話を聞いてたんだな。

　美夜は試着中だったけど、遮さえぎるものはカーテン一枚。話し声くらいは擦すり抜ぬけてるかと思い、去り際にヒントを残しておいた。彼女の髪を撫でるフリをして一本の黒髪を取り、ＭＩＮＯＳどもに気付かれぬよう道標にしてきたんだ。

　話を聞かされてる時は、なんだ？　と思ったが、店員のおねーさんに感謝だな。運命の糸作戦成功だ！

「……クッ！　総員戦せん闘とう配備！　敵の侵しん入にゆうを許すとは何事だ!?」

　ホーアの号令とともに、室内へ武装したＭＩＮＯＳ隊員が数十人と雪崩なだれれ込む。ホーアの野郎、秘密の支部にここまで守備兵を用意しているとは、どんだけ用心深いんだ!?

「撃てぇっ……！」

　ダダダダダダダダダダダダダダッ！

　守備兵が放つ銃撃の大合唱に、美夜は黒髪の盾たてを作って受け止める。

　ＭＩＮＯＳが使っているのは暴徒鎮圧用のゴム弾だ。敵を生かして捕らえるため、弾頭をゴム製にして殺傷性を弱めてあるが、その破壊力はプロボクサーのパンチに匹ひつ敵てきする。ＭＩＮＯＳはさらにそれをＭＴ能力で強化して、大幅に破壊力を上げている。

　元々非殺傷兵器であるのに、それを強化して殺傷力を伴わせてるんだから、もうわけのわからない武器だ。しかしそんなことは正義には通じない理屈らしい。

　もはや実弾と変わりない威力をもつそれが、俺と美夜を脅かす。

「ぐぅぅぅぅッッ!?」

　銃弾の雨あめ霰あられに耐え切れなくなった美夜は、ガラス窓を叩たたき割り、階下へと飛び出す。

　俺もまた美夜に抱きかかえられていたため一緒に外へ、落下の衝しよう撃げきを『鴉羽衣バイブ・カハ』で吸収したが、捕えられた団長たちから遠ざかってしまった。

「……クソ！　美夜、なんでこんなに早く出てきた!?」

　ベストだったのは、ホーアの隠れ家が知れた時点でおしり団のアジトに連れん絡らくを入れ、佐さ藤とうさんたちの増援が到とう着ちやくしてから一斉に攻め立てることだった。

　そうすれば団長やスカディさんも容易に助け出せたのに。何故美夜は準備も整わないうちから一人で飛び出だしてしまったんだ？

「待ってるなんてできません！　……正人さんが、正人さんが危ないというのに！」

　……ッ、そんなことのために!?

「俺のことは放っておいてよかった！　団長たちを助ける時間稼ぎさえできれば……！」

「それができないと言ってるんです！　私はもう正人さんがいないと生きていけない！」

　秘密支部の玄げん関かん口から、ＭＩＮＯＳ隊員が続々出撃してくる。目標は当然俺と美夜。

　数十人と群れ成すヤツらは、その全員が銃を携けい帯たいしていた。拳けん銃じゆうもあればライフルもある。その銃口のすべてが俺たちへ向けられ、躊ちゆう躇ちよもなく引き金が絞られる。

「撃てぇぇッ！」

　ゴム弾の一斉射撃。

　横殴りの雨を思わせる弾幕に美夜は再び黒髪を放射状に広げ、盾を作って攻こう撃げきを防ぐ。

　美夜の『鴉羽衣バイブ・カハ』は守りに秀でたＭＴスキルだ。盾を作ればどんな攻撃でも受け止め、実弾だってその守りを崩すことはできないだろう。

　しかし大人数によって放たれるゴム弾の雨は、何十秒経とうと途切れる様子がなく、従って美夜も黒髪の盾を解除することができない。

「撃て撃て！　休みなく撃ちまくって、目標を釘付けにするんだ！」

　敵であるＭＩＮＯＳ執行部はデスクワーク担当で戦闘能力はないと聞いてたのに、それがウソかと思えるくらいに動きが迅速で、統とう率そつも取れている。

　それでも本来であれば負ける戦いではなかった。今俺の傍そばにいてくれる美夜は、かつて魔ま女じよモリガンの名で悪の最強組織を牛耳り、善悪の両方から恐おそれられてきた。

　ＭＩＮＯＳの一いつ般ぱん隊員が何十人集まろうと負ける美夜ではない、はずなのに……！

「ぐううぅぅぅぅぅぅぅぅぅッッ!?」

　数十人による射撃が、黒髪の盾に凄まじい衝撃を伝える。美夜に抱きかかえられる俺ですら頭蓋骨が揺ゆさぶられるように感じるのだ。美夜本人への負担は相当なものだろう。

　美夜を劣勢に追い込む一番の原因は、短くなった髪の毛だった。

　美夜は俺とデートする際に十メートルもあった髪の毛を腰こしのあたりまで切り落としてしまった。あの時実家に戻もどるつもりだった美夜は、おしり団との決別のつもりで髪を切ったのだろう。それが今こんな形で彼女を苦しめている。

「かっ、まだ、まだ……！」

　それでも美夜は、残った一メートル程度の髪を上う手まく使い、自身と俺を必死に銃弾から守ってくれてる。

　モリガンだったときに着ていた黒ドレス……自分の髪を編み込み、ＭＴエネルギーを通すことで防弾チョッキの堅さを発揮する防具もない。俺というお荷物まで抱かかえている。これでは美夜は、モリガンだったときの力を半分も出せない。

　盾の向こう側から、ホーアの声が聞こえてくる。

　恐らくは秘密支部の窓から俺たちを見み下くだしているのだろう。

「クックック……、よい趣しゆ向こうを思いつきましたぞ御子息。お預かりしている二人に『人格破壊装置バプテスマシン』を使うのはしばらく待ってあげましょう。我わが執しつ務む部の精鋭たちを退け、再び私イヒの前に立って御覧なさい」

　あのヘンテコ外国人！　勝てそうだからって余裕を取とり戻しやがって!?

　ＭＩＮＯＳ隊員どもは、黒髪の射程範囲には絶対入らず、その外から固め撃ちしてくる。途切れることのない横殴りの弾雨に、美夜は黒髪の盾で耐たえるが、それも彼女の体力とＭＴエネルギーが続くまでの間だ。どちらかが途切れれば、その瞬間に俺たちの敗北は決まる。

「…………ごめんなさい正人さん、やっぱり私では、正人さんのお役に立てないようです」

　銃弾の雨音に掻き消されそうな、美夜のか細い声。

「私では、弱くて、正人さんを助けられない……！　スカディさんや団長さんみたいに、正人さんを助けられない……！」

　かつて美夜は言っていた。

　自分は不ふ甲が斐いない。間ま違ちがいばかりを犯おかし、大事なものを守ることができなかったと。

　そんな自分は、もう仲間たちには必要ないのだと。

　そんなにも美夜は、自分に自信がもてないのか……？

「自分を信じろ…………………………なんて、俺は言えない」

　そうだ、俺は、誰よりも自分を信じることができない人間だ。自分に何の価値もないと断じ、簡単に自分のことを捨てることができる。ついさっきも、それで美夜に怒おこられたばかりだ。

　そんな俺が、他人に対して『自分を信じろ』なんてウソでも言えない。

　だから俺は…………。

「……美夜が、自分を信じられないって言うなら、俺が美夜を信じる」

「正人さん……？」

　ゴム弾の雨は、今この時も俺たちに降り注いでいる。美夜のＭＴエネルギーも尽きかけてきたのだろう。堅牢だったはずの黒髪の盾は所々綻ほころび始はじめ、ゴム弾を貫通させる。今はまだ運よく俺たちの周囲を掠かすめるだけだが、いずれは弾丸がドテッ腹に命中するだろう。

「俺は自分を信じることができないから、その分美夜のことを信じるよ。美夜なら、必ず目の前にいるヤツらを倒たおして、団長たちを救い出せる。だから諦あきらめずに戦うんだ」

　君は、俺たちの仲間の、美夜なんだから。

　黒髪の盾に亀裂が走り、その亀裂がどんどん四方へ広がっていく。亀裂の幅も大きくなり、その隙すき間まから白い光がこぼれ出した。

「…………………………嬉しい…………！」

　美夜の頬ほおに、一筋の涙が流れ落ちるのを、俺は見た。

「正人さんが信じてくださるなら、私はどんな時でも戦えます……！　泣きたい時でも、辛くても……！　だって私も、正人さんのことを信じてますから。正人さんが自分を信じられなくても、私は、世界一強くて、優やさしい正人さんを信じていますから……！」

　黒い盾の亀裂が全面へと行き渡り、ついに音をたてて崩れ去った。

　しかしそれは崩壊ではなかった。破片となって落ちていく黒い殻からの中から、眩まばゆい白い光が輝き漏れた。

「なんだ……!?」

　俺は一番間近から、この不思議な現象を目撃する。

　ＭＩＮＯＳ隊員どもも、それを目撃しただろう。しかし何が起こるかは理解できまい。俺にはわかる。なんとなくだが、これを一番間近で見守る者として理解できるんだ。これは『新生』であることを。

　ＭＩＮＯＳの銃弾を数えきれぬほどに浴びて、その結果打ち砕かれた黒い殻。しかしそれは、本当に彼かれらの攻撃によって砕かれたのか？

　俺はそうは思わなかった。一番近くにいる俺だからこそわかる。この黒い破片は、いわば卵の殻だ。美夜が古い衣を捨て、新しい彼女になるための象しよう徴ちようだったんだ。

　砕くだけ散ちった黒い破片。その下からこぼれ出る白い光。

　白光は、敵味方全員の目をくらまし、戦闘を一時中断させた。だから白光が収まったとき皆みんな注目せざるを得なかった。黒い卵と白光の中から生まれた、新しい美夜を。

「美夜……、その姿は……？」

　白光の中から現れた美夜は、目の覚めるような白い衣をまとっていた。

　白い輝きを放つ美夜。

　その衣装は純和風の着物。純白の打掛かけ、純白の小袖そで、純白の打うち袴ばかま、純白の帯。すべてが白いその出で立ちは、まるで無む垢くの花はな嫁よめ衣装。女性が嫁とつぐときに着る、ハレの衣装そのものだった。

　そこにもう黒い魔女はいない。いるのは純白の、霊鳥のように清らかな美夜だった。




「―――――――ＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』」




　美夜は高らかに宣言した。

「ＭＴアームズ……!?」

　それはＭＴ能力者の中でも、ある一定の限界を越こえた者の証あかし。

　濃厚なＭＴエネルギーが凝縮されて物質化し、身を守る鎧よろい、すべてを斬きり裂さく武器と化したもの、それがＭＴアームズ。

　ＭＴアームズを作り出すには、それに相応する高いＭＴ能力が求められる。ＭＴ値に換算すれば、通常の能力者とは歴然たる違ちがいが示されるほどの……。

　俺は慌あわててＭＴ計測機能をもつスマホを取り出し、美夜へ向ける。

「…………ＭＴ値五二九〇!?」

　そのあまりにも突飛な数字に、思わず叫さけび声が上がってしまう。

「ＭＴ値五二九〇……!?」

　ＭＩＮＯＳの方からも、標準装備であるＭＴ値測定器を差し出して、一字一句違わぬ声を上げていた。そのありえない数値に動どう揺ようが広がる。

　もはや疑いない。つい最近まで世界にたった一人しかいなかった『千オーバー越・サウえザンド』が、また一人ここに誕生したのだ！
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「……怯ひるむな！　たとえ『千オーバー越・サウえザンド』といえども敵は一人、数の差で押し潰せ！」

　それでも正義には正義の意地があるらしい。一時途切れていたゴム弾斉射が、再び始まる。

「もう一度弾幕を張って、ヤツらの動きを封じろ！　まだまだ残弾は豊富にあるんだ！　撃てぇぇぇ！」

　またも降り注ぐゴム弾の雨。それに対し、新たなる衣をまとった美夜は防御態勢をとる。ＭＴアームズ――その花嫁衣装にも似た衣が形を変える。その袖が、白い翼へと変化する。

　翼を広げる美夜の姿は、まるで白鳥のようだ。その翼が俺のことを包み込む、母鳥が雛を守るように。

　ドドドドドドドドドドドドドドドドドン！

　その翼へ、数十発のゴム弾が命中する。淀みなく途切れなく、美夜に防御を解く暇ひまを与あたえない。

　これでは状じよう況きようは以前と同じだ。美夜は防御、ＭＩＮＯＳたちは攻撃。その一方的な関係はいまだ崩れない。

　それなのに俺の心境は、以前とはまるで違っていた。一方的な攻撃を受けながら、まったく危機的な感じがしない。

　なんと言うか、風のない草原に立っているような気分だった。俺を包つつむ白い翼の外側は、銃弾の雨が激しく打ち付けているというのに、その振動をまったく感じない。

『千オーバー越・サウえザンド』覚醒以前の、黒髪の盾で守られていた時は、着弾の衝撃が俺にまで響ひびいてきた。

　骨の芯から揺さぶられる感覚だったのに、今はそれがない。『千オーバー越・サウえザンド』になって防御力が格段に上がったからか？　イヤ違う。美夜のＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』からは、もっと別次元の凄すごさを感じる……？

「吸収…………？」

　衝撃は、物質と物質との激げき突とつから生まれる。一方が力を加え、もう一方が抵抗する、双そう方ほうのぶつかり合いで、行き場のない力が弾け散る。

　しかし、力を加えられる側がまったく抵抗を示さなかったら？　加えられる力をすべて吸収し、衝撃の起こる原因をなくしてしまったとしたら？

　銃弾の推進力を、白い翼が完全に吸収している。銃弾のもつ運動エネルギー、こめられたＭＴエネルギー、それらすべてを一緒くたに。

　俺を覆おおう翼の隙間から、敵の様子を窺うことができる。

「おい……、あの白いヤツ、これだけ撃ってもまったく効いてる感じがないぞ？」

　連続射撃を続けるＭＩＮＯＳ隊員たちも、様子のおかしさに気づき始める。

「まさか……吸収している？　あの翼、ゴム弾に込められたＭＴエネルギーを吸収してるんだ！」

　美夜が作り出すＭＴアームズの特性が、ここに明らかにされる。

「…………白は無垢の色。嫁ぐ人によって、いかようにも染め変えることのできる色」

　美夜が、翼の守りを崩さぬままに語る。

「その白色に尽つくされた私のＭＴアームズは、すべての色、すべてのエネルギーを吸収する。『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』の前には、すべての攻撃は意味をなさない。大海に石を投げ込むように呑のみ込まれて消えるだけなのですから……！」

　おそらく吸収されるエネルギーは、ＭＴエネルギーだけではない。熱エネルギーも、運動エネルギーも、すべての力が吸収される。

　あらゆる種類のエネルギーに対応した吸収能力。

「そんな……！」

　あまりに圧あつ倒とう的な能力に、射撃が止まる。ＭＩＮＯＳ隊員の心を絶望が支配した。

　その瞬間を待っていたとばかりに、閉じられた翼が開かれる。

「アナタたちから頂いた力、お返しします。『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』と対をなす攻撃のＭＴアームズで」

　俺の姉さんに『正義の鎧アイギス・クロス』と『裁きの斧ラブリユス』があるように、スカディさんに『ブリュンヒルデの鎧』と『ジークの魔ま剣けん』があるように、美夜にも攻撃と防御、二つのＭＴアームズがあるのか？

　すべてのエネルギーを吸収する『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』だけでも完かん璧ぺきに近い強さだというのに。

　美夜の広げた翼が、眩いばかりの白光を放つ。それは目にしただけでわかる、さっきまでの乙女の清らかさだけを印象付けるだけの白光とは違う、突き刺さるような鋭さをもつ漂白の光……!?




「―――――ＭＴアームズ『白しら鶴づる報ほう恩おん』！」




　白い光がすべてを薙なぎ払はらう。

　つんざく閃せん光こう、響き渡る轟ごう音おん。白無垢の翼から放たれる純白の光は、美夜を起点として扇状に拡がっていき、俺おれたちの眼前にいるＭＩＮＯＳ隊員たちを一人残らず呑み込む。

「ぎゃあああああああッッッ!?」

　矢や面おもてに立たされたＭＩＮＯＳ隊員たちは一秒たりとも踏ふみとどまれず、一人残らず吹き飛ばされた。轟音と、無数の悲鳴が、混ざり合って鳴なり響く。

　光り輝かがやく白翼が薙いだその跡は、草一本も残っていなかった。瞬時にして決した勝敗。哀れなＭＩＮＯＳ隊員たちは、ズタボロになって遥か遠くへ吹き飛ばされる。

「うっそ……!?」

　俺はさっきから驚おどろくことしかしていない。たったの一撃……、たったの一撃で数十人を擁するＭＩＮＯＳ隊員は全滅した。白い光に吹き飛ばされ、全員が大の字になってウンウン唸っている。

「今まで『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』で吸収したエネルギーを、攻撃に転てん嫁かしたんです。『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』で吸収し、『白しら鶴づる報ほう恩おん』で解き放つ。それが私のＭＴアームズの特性……」

　防御によって吸収したエネルギーが大きければ大きいほど、攻撃の強さが増すってことか。

　吸収と放出。二つを組み合わせて完璧なサイクルを作り出す美夜のＭＴアームズ。その鉄壁かべを崩すことは不可能であり、最強を冠するＭＴアームズの特性に相応ふさわしい。

　もはや白無垢をまとう美夜は、黒ドレスの時とは別人だった。

　魔女と呼ばれていたあの時の、自分を偽ってまで強く見せようとしていたのとは違う。美夜としての本来の気質を残しながら、戦いの中でもけっして折れない芯の強さを感じさせる。

「……あ、あの、正人さん」

　美夜がモジモジしながら訴うつたえる。

　……ん？　どうかしたか？

「そんなに見み詰つめないでください。……恥はずかしい」

「あ、……えっ？」

　知らずのうちにガン見していたらしい。慌てて美夜から視線を外した。

　モジモジ、モジモジ、気まずい空気が二人の間に漂う。

「……あの、この格好、変でしょうか？」

「そ、そんなことない。……すっごい綺き麗れいだ」

　面おも映はゆくて視線を合わせられなかったが、きっと美夜は耳まで真っ赤にしていることだろう。

　耳を澄ますと、なんか小声で、

「すっごい綺麗って言われた……。すっごい綺麗って言われた……！」

　復唱していらっしゃる。声の浮かれっぷりに俺まで恥ずかしくなってしまう！

「……って、そんなことしてる場合じゃないんだよ！」

「そそ、そうですね！　団長さんたちを助けに行かなきゃなんですよ!?」

　速やかに俺たちの意見が一いつ致ちする。




＊　＊　＊




　美夜のＭＴアームズは、両袖を翼に変化できるだけあって飛行能力も有していた。

「正人さん、しっかり掴まっててくださいね」

　俺は美夜の、そのバストやヒップに比してありえないくらい細い腰に掴まり、彼女ともども地面から離はなれる。さっき俺たちが割って開けたガラス窓の穴に、まったく同じように飛び込んだ。

　ＭＩＮＯＳ秘密支部の屋内に、俺と美夜は舞まい戻った。こここそがラストステージだ。乗り込む俺たちの前に、今回の大ボス、ホーア・エゲスの不敵な笑顔があった。

「ようこそ御ご子し息そく、フロイライン。改めて歓迎いたしますよ」

　社交パーティのホストでも気取るかのようなホーア。自身の配下、ＭＩＮＯＳ執務部の隊員を一掃されたというのに、この余よ裕ゆうは何ど処こから出るのだろうか。

「来たぞホーア・エゲス。お前の部下も全員ＫＯだ、もうお前を守るものは何もない！」

　元々殺風景だった秘密支部の一室は、ホーア一人がたたずむのみで、ますます殺風景な印象が強くなっている。

「……ホーア執務部長。此こ度たびはよくも我が父を誑たぶらかし、お義母さままで巻き込み、正人さんや私を引っ掻き回してくれましたね……！」

　白装束の美夜もまた、勇ましくホーアへと踏み出る。

「私とて元来悪に身を置く者……。正義の重じゆう鎮ちんたるアナタを前にして、慈悲の心はもちあわせていません。今すぐ団長さんたちを解放しなさい。さもなくば……！」

　ホーアの背後に鎮座する巨きよ大だい機械『人格破壊装置バプテスマシン』。その中に封じ込められた団長とスカディさんは、いまだ睡すい眠みん薬やくの効き目が薄れないのか、目を閉じたままだった。

　彼女らを助けるまでは終わりじゃない。この狡こう猾かつな正義との知ち恵え比べは、予断を許さぬまま続いている。

　俺たちは油断なくホーアを囲む。ホーアは余裕げにクックック、と笑うのみだった。

「フロイライン・タチバナ。アナタには感謝しなければなりませんな。アナタの思わぬ闖ちん入にゆうがあったおかげで、有意義な実験を行うことができた」

「実験……!?」

　どういうことだ？

「わかりませんかな？　フロイライン、アナタが現れたとき、私イヒは別に守備兵を動員せずともアナタを大人しくさせることができた。この『人格破壊装置バプテスマシン』の起動モジュールをチラつかせるだけでね」

「なんです？　それは……？」

「待て美夜！　迂う闊かつに動くな！」

　ホーアが取りだした、ラジコンのコントローラーみたいなものを認識した瞬間、俺の全身の産うぶ毛げが逆立つ。

「アレは団長たちに取り付けられた機械のスイッチだ！　機械が動き出したら、団長たちの精神が滅茶苦茶に壊されてしまう！」

「……ッ!?　なんて非道なことを……ッ!?」

　ホーアにはその奥おくの手があった。美夜からの罵倒を受けながらも、ホーアはやはり涼しげに笑うのみだった。

「クックック……。状況をおわかりいただけたところで話を戻しましょう。フロイライン、何な故ぜ私イヒが、このエクスカリバーを使うことなく守備兵に供応を任せたか、おわかりになりますかな？」

「何だと言うんです!?」

「実験ですよ。先ほども言った通り実験です。御子息が、己おのれの危機に際し、本当に配下の者を『千オーバー越・サウえザンド』に進化させられるのかどうかの実験をね」

「なっ!?」

　コイツ、まだそんなこと言ってやがったのか!?　たしかにそれなら、美夜の乱入時に、切り札である人ひと質じちを使わず、もっと基本的な人的迎げい撃げき力を使用したのにも辻褄が合うが、アイツはどんだけあの妄もう想そうに固執してるんだ!?

「正人さん……？」

「ないよ！　ないない！　俺にそんなトンデモ能力あるわけないじゃん！」

　美夜にまで怪しむ目で見られたじゃないか！

「クックック！　ここまで来てとぼけるとは却って見苦しいですぞ御子息！　アナタはフロイライン・タチバナを『千オーバー越・サウえザンド』に進化させることで窮地を乗り切った！　まさかアナタは、それすらも偶然と言い張るおつもりですかな!?」

「偶然だよ！」

　俺は自信をもって即そく座ざに言い返した。今回の『千オーバー越・サウえザンド』の進化も、当事者である美夜が自分と向き合い、乗り越こえることで得た彼女自身の成果だ。

　スカディさんや団長の時と同様、俺はただそれを目撃しただけに過ぎない。

「……素晴らしい秘術を我がものだけにしたいというお気持ちはわかりますがな。しかし知識や技術は公開され、共有されてこそ意義があるのです。私イヒはいずれ、アナタの秘宝を白日の下に晒さらして見せますぞ」

「…………どういう意味だ？」

「存在を秘ひ匿とくされているとはいえ、ここもＭＩＮＯＳの支部の一つです。警けい戒かいのため、建物の内外には多くの監視カメラが設置してある。先ほどフロイラインが『千オーバー越・サウえザンド』へ進化した瞬間も、しっかり記録に収められたことでしょう」

「!?」

「我々はそのデータを研究し、通常能力者を『千オーバー越・サウえザンド』へ進化させるノウハウを突き止めて見せる。御子息、アナタがその口から明かしてくれぬ以上、今はそれで満足するしかない。しかしいずれ『千オーバー越・サウえザンド』は、アナタの独占物ではなくなるのです！」

「……それ以前に、アナタが無事にこの建物から出ることはありません！」

　白装束の美夜が、殺さつ気きたっぷりにホーアへ向けて歩き出した。かつては魔女と呼ばれた彼女、敵にかける情けなどもちあわせてはいない。

「クックック……。たしかに何の成果もなく退場するわけにはいきませぬな。一応私イヒも新興組織討とう伐ばつを大見得切って引き受けた身ですし、『千オーバー越・サウえザンド』量産法の手掛かりを掴つかんだことは、他部長どもには秘密にしておきたい。…………ですのでこうしましょう御子息、アナタの大事な手駒二つを潰すことで、ここは痛み分けにしてあげます」

　そう言ってホーアは、『人格破壊装置バプテスマシン』の起動モジュールに、たった一つだけ付いた赤ボタン……。

　それを、押した。

　寸すん暇かを置かず、眠れる巨獣のようだった『人格破壊装置バプテスマシン』は覚醒し、不気味な駆動音と危険なスパークを同時に上げる。

「ホーア！　お前ぇぇぇぇぇぇッッ!?」

「クックック！　よろしいのですかな!?　私イヒなどにかまっていては、アナタの大事なお二人が尼に僧そうヨアンナのようになってしまいますぞ！　それそれ、彼女たちを助けるために奮闘なさい！」

　ホーアをぶっ飛ばしたいのは山々だが、たしかに今は団長たちを助けるのが先決だ！　俺はまず、視界に入ったパソコンに飛びついて、モニタを食い入るように見つめるが、起動シークエンスを止める手掛かりは何処にもない。

　一度起動した『人格破壊装置バプテスマシン』は、プログラムから止めることはできないのか!?

　そうしている間にも動力部から発生したスパークが、コードを伝って団長たちへ迫っている。

　危ない、アレが到達したら……！

「させません！」

『人格破壊装置バプテスマシン』へ両手をあてる美夜。彼女がまとう白い衣が新雪のような輝きを放つ。するとそれに呼応するように、『人格破壊装置バプテスマシン』が唸り声を止める。

　そうか、美夜のＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』の能力はエネルギー吸収。しかも吸収可能なエネルギーは種類を問わず、当然あらゆる機械の動力源となる電気エネルギーも例外じゃない。

「美夜が電気を吸い取って、機械が止まった……!?」

『人格破壊装置バプテスマシン』だけじゃない。俺たちの頭上にともる電灯も、さっき見たパソコンも、秘密支部の周囲にある建物や街灯からも一斉に光が落ちて停電状態だ。

　長い戦いの末、今日の太陽もとっくに沈しずんでいたため、周囲は宵闇に閉ざされた。

「素晴らしい！　これが『千オーバー越・サウえザンド』の力ですか！　この超ちよう絶ぜつ能力がいずれ私イヒにも分け与あたえられると思うと心が浮き立ちますな！」

　ホーアがふざけたことをほざきやがる。

「しかしお忘れなきようご両人。電気とは外部から供給されるもの。吸収したところで終わりなどはありません。『人格破壊装置バプテスマシン』は一度シークエンスがスタートしたら、完遂するまで停止せぬ仕組みにしてあります。電力が回復すれば、滞りなく洗脳作業を再開いたしますぞ？」

「くそっ!?」

　美夜がやっていることは時間稼ぎにすぎないってことか!?

　美夜が『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』で電気エネルギーを吸収してくれてる間『人格破壊装置バプテスマシン』は作動しないが、吸収をやめれば、すぐに団長とスカディさんは人格破壊の危機にさらされる。

「正人さん！　今のうちに早く団長さんたちを！」

「わ、わかった！」

　俺にできることは、美夜が時間を稼いでくれてるうちに団長たちを救い出すことだ！　簡単にできそうなことだったが、しかし楽観的な予想は打ち砕かれる。

　団長たちの周囲は円筒状の透明ガラスで封印されており、しかもそれは防弾ガラスらしく、叩いても殴ってもビクともしないのだ。

　大事な人質だ。俺や赤オッサンの時と違って守りも厳重にしてあるってことか。

　それなら、と『人格破壊装置バプテスマシン』を物理的に停止させることも試ためしてみるが、そこにもホーアならではの用心深さが立ちはだかった。

　俺はまず、『人格破壊装置バプテスマシン』から伸のびたコードを片かたっ端ぱしから切断してやろうとしたが、コードは外側を鎖くさり帷かた子びらみたいな金属カバーで保護されていて、斧おのでももってこなきゃ切れそうにない。

　コンセントの接合部にあたる場所は、専用ドライバーじゃないと回せないようなネジでしっかり固定してあるし、当然装置本体も二重三重の保護具でガード済みだ。

　どんだけ用心深く備えてるんだよ!?　ホーア・エゲスは偏執狂か!?

　俺はスマホのライト機能をＯＮにして、停電の闇に包まれた部屋中を駆けずり回ったが、わかったことはすべてが徒労というだけだった。

「クックック！　絶望を噛みしめていただけましたかな？　それでは私イヒも失礼させていただきましょう。また会えるときを楽しみにしていますよ！」

　闇の向こうから遠ざかる足音が聞こえる。ホーアは取り逃してしまったが、今はそんなことどうでもいい。

　一いち縷るの望みを託して俺は、団長を閉じ込める防弾ガラスを叩いた。

「団長！　起きてください団長！　このままじゃまずいんですよ！」

　ガンガンガン！　ガンガンガン！　手がしびれるほどに殴なぐるも、団長はピクリともしない。スカディさんの方も試してみたが同じだった。

　二人のどちらかでも目覚めたら、彼かの女じよらのＭＴ能力で脱だつ出しゆつも可能だろうに……！

「正人さん……！　早く……！　私もあまりもちそうにありません……！」

『人格破壊装置バプテスマシン』の起動電力を吸い続ける美夜が、見るからに苦しげだった。

　あらゆるエネルギーを吸収するという彼女の新能力も、無限に吸収し続けるというわけにはいかないのだろう。やはりキャパシティには限界があり、それを越えればパンクする。

　一時でも中断すれば『人格破壊装置バプテスマシン』は運転を再開し、団長たちの精神を破壊してしまう。さっきのように攻撃用の技で溜め込んだエネルギーを放出する時間的余裕もない。

　万事休す。そんな言葉が俺の脳裏をよぎった。

　イヤ、何を簡単に諦めているんだ！　団長たちの命がかかってるんだぞ！　何物と引き換えにしても守らなければならない最優先事じ項こうじゃないか！

　他に何か手があるはずだ。考えろ……！

「……はっ！」

　団長の、命……!?

　団長の命といえば……！

「……いや、だがこれは……！　でもこれなら確実に団長が……！」

　名案を思いついてしまった……!?　だがそれは、実行してしまったら、俺は本当に大事なものを失ってしまう。だが、それ以外にもう方法が……！

「迷ってるヒマはない。…………美夜！」

「は、はい!?」

　巨大機械『人格破壊装置バプテスマシン』に手を当てる美夜が、ビクリと反応する。それでもエネルギー吸収は続行したままだ。さすが美夜。

「協力してくれ！　眠ってる団長を目覚めさせる！　団長の力なら、自力で機械からの脱出も可能だ！」

「そんなことが……!?　でも、協力とは言っても、私は今この機械から手が……！」

　……離はなせない。それはわかってる。美夜が今離れたら、電力を復活させた『人格破壊装置バプテスマシン』が躊躇なく団長たちを襲うだろう。

「でも大だい丈じよう夫ぶ、美夜はそのままでいいんだ。そのままの体勢でいてくれたら、あとは俺が全部片付ける」

「はい？」

　美夜はエネルギー吸収のため巨大機械に手を当て、その反動でお尻しりを突き出している。いわゆる『立ちバック』みたいな体勢だった。

　その体勢が、俺にとってはますます都合がよい。

　――許せ美夜！

　俺は心の中で充じゆう分ぶんに美夜に謝る。そして機械に手を当てる彼女の背後に回り、彼女の着るＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』の裾を掴み……。




　純白の着物の裾をガバリとめくり上げる。

　彼女のお尻が丸見えになるように！




「きゃああああああぁぁぁぁぁぁぁーーーーーーーッッ!?」

　うら若き乙女の悲鳴。そりゃそーだ。彼女のＭＴアームズが形成する白い和服は、古き善き日本女性の貞てい操そう観念を象徴するかのごとく、その体を隙間なく覆い隠かくしている。

　本来なら美夜のくるぶしも、ふくらはぎも、ふとももも、そのさらに上のお尻も着物の裾が隠しているのに、今やそれらは完全に丸出しの状態となってしまったのだ！

「きゃーーー！　きゃーーー！　きゃああーーーー！」

　美夜は裾を戻してお尻を隠そうとするも、俺がそれを許さない！

「ダメだ美夜！　今手を離したら機械への電力供給が復活するぞ！」

「そ、そうですけど!?　……何をしてるんですか正人さん!?　この非常時に、なんて破は廉れん恥ちなことをしてるんですかーー!?」

　闇の向こうにある美夜の顔はきっと相当赤いことだろう。

　手が離せず、体勢が自由にならないところへ、その下半身を好き放題にしているのだ。完全な痴漢外げ道どうの所業である。

　俺が捨てなければならなかったもの。それはプライドだ！　みずからの高潔な心を捨て去り、悪漢、変態、女の敵との誹そしりを受けてもコレを実行しなければならないのは理由がある。

　無論団長たちを助けるためだ！

「団長にとってお尻は命だ！　美味しいお尻を気配で察知し、数キロメートル離れた場所からもテレポートで駆け付けてくる人だ！　そんな団長が、こんなに綺麗な美夜のお尻祭りを、意識を失ってるぐらいで見み逃のがすはずがない！」

「たしかに凄まじい説得力がぁーーーー！」

　団長のことをよく知る美夜が思わず納なつ得とくするのだった。

　ともかくも美夜のお尻が丸出だし状態なのである。実測値九十二センチという、ありえない数値を誇ほこる奇き跡せきのヒップ。

　かつて魔女Ｖｅｒのときは黒ドレスのパニエによって、今の花嫁Ｖｅｒでは白無垢装束によって固く秘されたそのお尻が、惜しげもなく外気にさらされている。

「……もうダメです。正人さん鬼夫すぎます。こんな人目もありそうなところでスースーします……！」

「人目は大丈夫だろ。ＭＩＮＯＳ隊員は全員ブチのめしたし、ホーアは逃にげたし、電気は消えて何も見えないし。…………ところで、スースー？」

　どういう意味だ？　俺は暗闇の中、何かに誘われるように手探さぐりで、美夜のお尻に触ふれた。

「ひゃんっ!?」

　滑らかだった。巨尻の誉れ高い美夜のお尻は、その名に恥じぬほどの厚みとボリュームで、丸く、掴み応えがあり、なおかつ練り絹のような極ごく上じようの肌はだ触ざわりがした。

　しかし待て。肌触り？　おかしいのはそこだ！

　何故なら美夜のお尻と、それを触る俺の手の間には、普ふ通つうに考えたら両者を遮さえぎる布の感触があるべきだ。

　和服の裾をまくりあげたところで、その下にはもう一枚、あってしかるべき布がある。

　パンツである。

　それなのに今、美夜の尻を触る俺の手からは、香るような女肉の感触しかしない？

「……美夜、もしかして、パンツ穿はいてない？」

「…………」

「…………………………何故ッッ!?」

　つまり俺は、美夜のお尻を直じか触ざわりしている!?

　今の美夜はノーパン!?

　アレか!?　和服の下はノーパンという都市伝説は、都市伝説じゃなかったのか!?　なんってこった、俺は美夜の生尻を直触りしてたのか!?

「……だって、だってパンティラインが出ると恥ずかしいって服屋の店員さんがぁー！」

　美夜、ひーんと泣く。

　そら泣くわな。恥ずかしくないようにととった配慮でさらに恥ずかしい目に遭あうとは……。

　ヴォン！

「なんだ!?」

　突とつ如じよ鳴った音に、俺は軽くビビった。

　見るとさっき覗のぞいたパソコンのモニタが、じんわりとほのかな明かりを灯している。

『人格破壊装置バプテスマシン』のインターフェイスとして設置されているのだろうが、今このビル内の電気はすべて美夜に吸収されて、電球一個も発光していない。
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　だからあのパソコンも動かないのが当然のはずなのに、あのモニタだけが、電源を得て、活動を取とり戻もどしている？

「…………」

　俺は美夜のお尻から手を離し、恐る恐るモニタへ近づいた。そして画面を覗ける位置に立った。

　そして俺の網膜に飛び込んできた映像は……！

「………………なんだコレは!?」




　おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、




　と、画面はびっしり『お・し・り』の三文字で埋うめ尽くされていた！

「なんじゃコレャャァーーーーーーーーーーーッッ!?」

　俺にじっくり驚きよう愕がくさせる暇も与えず、今度は『人格破壊装置バプテスマシン』の各所から火花が飛び出した。しかも尋常な勢いではない。機械そのものが火だるまになりそうなほど激しい炎だ。

「きゃあっ!?」

　火勢に驚いた美夜は機械から手を離してしまうが、もはやそれも関係ないことだった。『人格破壊装置バプテスマシン』は、もう正常な動作を失っている!?




　おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、おしり、




　モニタは相変わらず、決められた三文字のみを表示している。火花は弾け、駆動音はソプラノの音程で叫び、機械本体は左右に揺れて、伸びるコードはウミヘビのようにのたうつ！

「な、何が起ころうとしているんだ……!?」

　そう呟いた瞬しゆん間かん、ガラスケース内に封じ込められた団長の目が、青い光とともに開いた。




「おぉぉぉーーー！　しぃぃぃーーー！　りぃぃぃーーー！」




　そんな声が、俺たちの脳内を駆け抜ぬけていったかのような気がした。その瞬間、世界が変わったかのような。

　団長のお尻への執念と、科学の最さい先せん端たんがないまぜとなっていかなる奇跡が引き起こされたのか。

　凡人の俺には知る由もなかった。
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　どうやら気絶していたらしい。

「う～～～……む？」

　起き上がると、俺の体の上に折り重なるようにして美夜まで気絶していた。能力者の意識がなくなってもＭＴアームズは分解するものではないらしく、彼女はいまだ白装束姿のままだった。

「……何が起こった？」

　上を見ると、蛍光灯が白色の光を放っていた。美夜が電力吸収をやめてしまったために、すべての電気製品が活動を再開したらしい。窓の外にも、ビルや街灯の明かりがポツポツと見えた。

　一番問題の『人格破壊装置バプテスマシン』も完全に沈ちん黙もくしていた。駆動音も途絶え、黒い煙けむりをプスプス出す様は、巨獣の死を如実に表していた。

「ホントに何が起こったんだ……？」

『人格破壊装置バプテスマシン』を絶息せしめたのは、意識の途切れる前に見たあの青い光に違いない。

　アレはなんだったのか？　どうして起こったのか？

　状況を把は握あくする手立てが何もないままに、俺の耳に、さらなるカオスが聞こえてきた。

「……叫び声ごえ？」

　割れたガラスの向こうから、お祭り騒さわぎでもしているかのような叫び声が聞こえてくる。

　俺は窓へと歩み寄り、ひょいと階下を覗きこんだ。

　……そこでは、サバトが繰り広げられていた。

「尻ィィィィィィィィ！」

「尻じゃ！　尻じゃ！　尻じゃ！　見たい、触りたい、尻をぉぉぉ！」

「お尻の！　お尻による！　お尻のためのお尻！」

「お尻フィィィバァッァァァ！　お尻オールナイト！　お尻ステイメン！　ボーイ＆ガールズ！　ベストお尻ヒットパレードゥゥ！」

　…………。

　……………………えっ？

　バカ騒ぎを起こしているのは、ＭＩＮＯＳ隊員たちだ。一度は美夜がＭＴアームズで一掃した兵士たち。彼かれらが地上で尻、尻、尻と騒いでいる。

「……何故に？」

　正義の組織ＭＩＮＯＳの隊員、品行方正、清廉潔白をお題目とする彼らが、衆目も気にせず尻、尻とわめきちらすのは、傍はたから見ていて恐おそろしいものがあった。

　遠目でもわかるくらいに皆みなさん目がイってらっしゃる。世が世なら狐きつね憑つきと診断されて安倍あべの晴せい明めいを呼ばれるレベルだ。

　輝かしき正義の人たちが、何故にあんな醜態を晒しまくっているんだ？　まさにサバトと呼びたくなるお祭り騒ぎ。

　……あの人たちに一体何が起こったんだ？

「それは私から説明いたしまストリートファイターなのですよ！」

　防弾ガラスの円筒が開き、中から小こ柄がらなポニーテール少女が飛び出した。

「団長！　無事でしたか!?」

「だいじょーブイカッターです！　この程度で消し去られるほど私のおしりスピリットはぜーじゃくではないのですよ！」

　このわけのわからない物言いこそ団長！　俺は彼女の無事にホッと胸を撫なで下ろすと同時に、やはり後から湧いてくる疑問を抑えることができない。

「団長！　コレは一体どういうことなんですか!?　この禍まが々まがしきお尻サバトは、いかなる理由で引き起こされてるんですか!?」

「いー質問ですよ正人さん！　今回私は卑ひ尻けつな……もとい、卑劣な正義さんによって洗脳されるとこだったのです！　洗脳はいけませんのー、なのですよ！」

　ご自身が眠ってる間の状じよう況きようを何故ここまでよく把握してるんだ？　これもＭＴ値一〇万による力か？　それとも最初から起きてたんじゃあるまいな？

「しかし私のおしりスピリット・オブ・ファイアはその程度のことでは吹き消せないのです！　レックレス・ファイヤーなのです！　大だい胆たんに魂に火をつけるのです！」

　すいません団長、簡潔に説明してくださりませんか？

「つまり、正人さんが私の前で繰り広げてくれたミャーさんの巨尻祭りで、私のおしり大好きソウルが洗脳装置に打ち勝ったのです！　逆流した我わがパトスは洗脳装置から溢れ出して四方へと発散されたのですよ！　ハッ○ンは大工の息子むすこなのです！」

　ん？　つまり？

「洗脳装置から溢れた私の想おもいは『おしり大好きパルス』、略しておっパルスとなって空間を駆け巡り、周囲の人たちに反応しまくったのです！　私のような、おしり大好きの人となるパルスなのです！」

　おっパルスって、むしろおっぱい洗脳波みたいですよね!?

　……それはさておき、つまり俺と美夜のお尻祭りに反応した団長が煩ぼん悩のうを昂ぶらせてＭＴエネルギーに変換し、接続されていた『人格破壊装置バプテスマシン』の回路を逆流し、それでも収まりきれなくなったＭＴエネルギーが機械の外に放出され、電磁波パルスとなって空間を伝播したということか？

　そのパルスは洗脳機械から発せられたために、団長のＭＴエネルギーの根源であるお尻への愛と掛かけ合わさって、浴びた者をお尻好きに洗脳するパルスだったと……!?

　恐ろしいなぁ……。完全にＥＭＰ兵器じゃねえか。

「お尻ぃーーー、お尻ぃーーー！」

「ん？」

　なんか近くでも声がしたので探ってみると、今回の元凶、ホーア・エゲスが、半狂乱で騒ぎまくっていた。やはりお尻、お尻と連呼している。

「…………哀あわれな」

　逃げたと思ったのにまだこんな近くでウロウロしてたのか。おかげで団長のおっパルスを喰くらってこんな哀れなことに。……スマホを取り出す。動画撮影ＯＮ。

「ライン川に佇たたずむローレライのごとく美しいお尻！　お尻だぁ～！　フハハハハハ！」

　哀れな……！

　中途半端に個性を主張しようとするところが笑え……泣けるな。[image: ]ＲＥＣ。

　しかし腑に落ちないこともある。

　何な故ぜ俺おれだけ無事なんだろうか？　ＭＩＮＯＳの皆様が軒並みこのザマなのを考えて、やはり団長のおっパルスは遺い憾かんなく効果を発揮したのは間ま違ちがいない。その効果範はん囲い内ないにいるすべての人間をお尻マニアに変えてしまったわけだが、そこで疑問。

「……なんで俺だけまったく影響がないの？」

　俺もまたおっパルスの効果範囲の真っ只ただ中なかにいた。というか一番近くにいたと言ってよかろう。なのに俺は精神もクリーンに至って正気。別に、すべての幻げん想そうをブチ殺す特とく殊しゆな右手をもった覚えもない俺が、無事でいられたのは何故だろう？

「それは簡単なことですよ！」

　団長が、可哀想かわいそうな人になってしまったホーアの額に油性マジックで『尻』と書き込みつつ、説明してくれる。

「『おしり大好きパルス』。略しておっパルスを浴びると、皆がおしり好きになる幸せな世界と化すのです！　しかし、もちろんそれは元々おしり好きな人には効果がないのです！」

「ちょっと待て」

　ホントにちょっと待て。

「元からおしり大好き！　三度のメシよりおしりが好き！　という人をおしり好きに洗脳して、何の意味があるでしょう!?　おしり好きをおしり好きに洗脳したところで、結局はただのおしり好きなのです！　ゲシュタルト崩壊しそうです！　私今哲学っぽいこと言いました！　頭いい人っぽいです！」

「ちょっと待てつってんだろうがぁーーーー!?」

　するってえと何か!?　俺おれは洗脳波から『お尻好き』と判断されて洗脳を免れたってのか!?　冗じよう談だんじゃない俺は変態じゃないぞ！　ただ暗くてニヒルな悪の参さん謀ぼう……！

「正人さん……」

　ガシリと、俺の肩かたを白装束の少女が掴んだ。

「……美夜？」

　気が付いたのか？　さっきまで気絶してたみたいだけど……。

「正人さん、私、お尻が熱いんです……！」

「アレ!?」

「まだ私のお尻に、正人さんの手の感触が残っているんです。好きな人に触られた感触が……！　正人さん、もう一度お願いします。ふしだらな女だって思われてもいいの。好きな人に触れられる、天にも昇のぼるような感触を忘れる前に、私の体に刻みつけてぇ……！」

「ぎゃーーー！　美夜まで洗脳されとるぅーーーー!?」

　うるんだ眼めと紅潮した頬ほおと、てらてら光る唇くちびるの美夜が迫ってくる!?　こりゃあ出張から帰ってきた夫を迎むかえる新妻状態だぁーーーー!?

　ガシャーーーーン！

　美夜から絡からみつかれて緊きん急きゆう感がハンパない矢先、死した『人格破壊装置バプテスマシン』から、何かが崩れる音がした。

「……何？」

　見ると、こじ開けられたガラス筒の中からＭＴアームズのうち、『ジークの魔ま剣けん』だけを出したスカディさんが出てきた。

　そーいや彼女もいたんだ。お尻サバトやらのせいですっかり忘れてしまっていたが、『人格破壊装置バプテスマシン』を止めた以上は、彼女だって無事……？

「…………正人中ちゆう尉い」

「はい？」

「……わ、わん！　わん！　くぅん、くぅん、くぅん！　……ぺろぺろ、わんわんわん！　くぅん、わんわん！」

「スカディさんが日本語を喪失しとるーーー!?」

　やはりスカディさんもおっパルスの被ひ害がいに!?　正気を失った彼女は犬のように俺に駆け寄り、体のいろんな部分にスリスリしたりペロペロしたりする!?

　もちろん美夜も火ほ照てった人妻的に俺に絡みついてきて、密着度がマックスだ！　右に美夜！　左にスカディさん！

「だっ、団長ぉー!?　なんでこの二人まで洗脳されてるんですか!?　前にお尻好きでない人だけを押おし潰す『でっかいおしり』が落ちてきたときは、美夜たちも無事だったじゃないですかー!?」

「その方が面おも白しろいからです！」

　どちくしょう！　この人に理屈を期待した俺がバカだった！

「さーって、今回もおしり団勝利ということで、尻しり拓たくを取りにいきましょうかねー。眼下には洗脳されちまった正義の味方さんわんさかです！　当然中には女の子の正義の味方さんも交じってます！　格好のエジキです！」

「待って団長何ど処こ行くの!?　助けて！　俺を助けて！　皆のために頑がん張ばったのに、この仕打ちは酷くない!?」

「行きますです！　ここがボーナスステージ一丁目なのですぅー！」

　こうしてお尻バフォメットというべき団長が、宴もたけなわのお尻サバトへ降臨していった。

　俺は、美夜とスカディさんによる肉欲の坩堝るつぼに取り残されるのだった……！
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　結論から言って、おっパルスによる洗脳は、完かん璧ぺきなものではなかった。

　効果が五分ともたなかったのである。

　地上でお尻に熱狂していたＭＩＮＯＳ隊員は、一人、また一人と正気に返り、そしてすぐさま羞しゆう恥ち心しんによって爆死した。

　祭りの後は通夜のような静けさ。泣き崩れるＭＩＮＯＳ隊員で、地上は死し屍し累るい々るいとなった。

　中でも特に気の毒なのが女性隊員で、お尻洗脳のドサクサに紛まぎれて団長から尻しり拓たくを盗られ、正気に返ったら生尻剥き出し、しかも墨すみで真っ黒という惨状は目も当てられない。

「やりました正人さん！　コレクションが一気に充実いたしましたよ！」

　満足できてよかったですね団長。

　ちなみに美夜も今では正気を取り戻し、皆で一いつ緒しよに一階まで下りてきていた。彼女もまあ爆死した部類であるが……。

「……私はもう、この手の恥ち辱じよくには慣れてしまいましたから」

　と達観してため息を漏もらすのみだった。今回一番頑張った子なのに、報われない。

「尻しり拓たくももう経験済みですし。お尻丸出しで揉もみしだかれて、挙句の果てには……！」

　俺の胸元やら首筋にキスマークが沢山ついてるのは、誰だれも触れてはいけないことだった。

「私もう、お嫁よめにいけませんよねー。キズモノですよねー」

「……わかった。責任取る、俺が責任取るから、ね？　やめてそのレイプ目！」

「さっすが正人さん！　責任取る気がないのに責任とろーとする態度は、さすがおしり団参謀です！」

　余計なこと言わんでください団長！

　そしてもう一人の正気ではなかった人、今回は後半ずっと昏こん睡すいしっぱなしだったスカディさんはというと。なんか自分に責めるところがあるらしく、ワナワナと震ふるえてらっしゃる。

「……今回、小官はたやすく敵に捕われ、お助けすべき正人中尉を逆に窮地に追いやりました。申し開きしようもない醜態。これを清算するには、やはり腹を切って……」

「キャッチ！」

　慣れてきたせいか、スカディさんがモーションに入るより素早く制止できるようになった。

　さて、これで多少の問題は残ったものの、すべてが終わったと感じることができた。美夜を取り戻し、団長とスカディさんも救出できた。すべては望むべき形で終幕したのだと安心しかけたその時だった。

「美夜……、美夜……」

　建物から、ヨロヨロと出てくる人影。ワインレッドの背広という壊かい滅めつ的なセンスのそれは、もはや見慣れた赤オッサン。

「……お父さま！」

　なんだアイツも正気に戻ったのか？　『人格破壊装置バプテスマシン』の実験台にされ色々壊れたはずなのだが、アレだけ大騒ぎさせながら使えない機械だ。

「なんだこれは!?　……ＭＩＮＯＳ、負けたのかコイツら？　散々偉そうなことを言っておきながら、まったく見かけ倒だおしじゃないか！」

　精神的再起不能に陥ったＭＩＮＯＳの方々を見下ろして、情け容よう赦しやのない赤オッサンのセリフ。

「私のことを騙だました上に、これほど使えない平民組織だったとは……！　美夜、そこにいるのは美夜か？　来なさい、コイツらとの縁えん談だんは白紙だ！」

　強ごう引いんに美夜の手を握り、引き寄せようとする。

「お、お父さま……!?」

「危うくお前を無む駄だ撃ちするところだった！　次は間違わんぞ。お前を、もっと有名で、権力のあるところと結けつ婚こんさせてやる！　私はこんなところで終わる男ではないのだ！」

「お父さま、待って……!?」

「いいから来なさい！　娘むすめが父親に逆らうのか!?」

　美夜を捉えるその手を、叩はたき落とす。

「待て」

　美夜を抱き寄せ、赤オッサンから引き離すのは俺だった。

　今回、この赤オッサンの傍若無人を防げなかったことからすべてが始まった。これ以上面めん倒どう事を長引かせないためにも、俺はもうこの赤オッサンに対して一ミリたりとも妥だ協きようしない。

「美夜はアンタには渡わたさない。美夜はアンタの道具でもないしオモチャでもない。さっさと家に帰れ」

「……なんだと、なんだとこの平民が……!?」

　赤オッサンはワナワナ震える。最初は咄とつ嗟さのことにビビりが入ったようだが、次第に態度を横おう柄へいに変える。

「帰るのはお前だ無礼者！　私を誰と心得る!?　平安時代より続く名家、橘家の当主、橘健たけるだぞ！　生まれも育ちも、貴様のような平民とは違うのだ！　百年も前なら、お前などまともに話もできんほど身分の差が……！」

「黙れ」

　静かに睨にらみ返す。たったそれだけで赤オッサンは気勢を失い、押し黙だまった。

　……ダメ男め。何小こ僧ぞう相手に気け圧おされてるんだよ？

「能力だけが人の価値とは言わないが、家いえ柄がらだけで価値を決めようなんて人間は論外だな。威張りたいなら、最低限の実力はもちあわせてこい」

「何を……、何を、平民の分際で！」

　ワインレッドの中年は、着ている背広以上に顔を赤くし、憤慨する。

「うるさいぞ平民小僧！　私を舐なめるなよ！　私が本気になれば、お前なんか一いつ瞬しゆんで消せるんだ！　ＭＩＮＯＳの十じゆう王おう厳げん破ぱに働きかけて、社会から抹殺させてやる！　貴族に逆らったことをたっぷり後こう悔かいするがいい！」

　威勢がいい割には、やろうとしていることは他人任せか。こんな低次元のやり取りにはウンザリだ。美夜の前であまりやりたくなかったが、一発殴って大人しくさせよう。そう思った矢先だ。

「待ちなバカ息子！」

　雷が轟とどろくような、力のこもった怒ど鳴なり声が響く。何事かと振ふり向むくと、そこに見覚えのある老婆がいた。黒塗りの車から降りようとしている。

「あっ、あのお婆ちゃんは……？」

　美夜のお祖母さんじゃないか？　美夜の家にいたとき、あの赤オッサンの後ろに控えて一言、二言しか発さなかったのに、やけに印象深く覚えている。

　たしか、団長やスカディさんもろとも睡すい眠みん薬やく入りの菓か子しで眠ねむらされたと聞いてたが……。

「……まったく、あんなピチピチした娘っ子とババアをまとめて一服盛るなんざ、どうかしてるよ。薬ってのは、歳としによって適量が違うんだよ？」

　悪態めいたことを言って、お婆さんがこちらへ歩み寄ってくる。何か言い表せぬ気迫のようなものを感じ、誰もがお婆さんに道を空けた。

「おばあさま……？」

　俺の傍かたわらで、美夜が呟つぶやく。

　お婆さんの目的地は、彼女の息子である赤オッサンの面前だった。

「お、おふくろ……！」

　赤オッサンが少年のように震えていた。

「……健、アンタがボンクラなのは知ってるけど、まさかここまでボンクラだとは思わなかったよ」

　老婆が、感情のない冷めた声で言う。

「死んだあの人を継いでアンタが当主になってから、アタシは一いつ切さいアンタのやることに口出ししなかった。何な故ぜかわかるかい？　引退したアタシがしゃしゃり出ちゃあ若いアンタもやりづらかろうと、アタシなりに遠えん慮りよしてたんだ。……でも、今回ばかりは堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたよ」

「おふくろ……。待ってくれよおふくろ。オレだって一生懸命やってるんだ。おやじが遺のこした家名や財産を守るために、オレなりに精せい一いつ杯ぱいやってきた。美夜の嫁とつぎ先さきを考えるのだって、その一環だ。おふくろは、そのことをわかってくれないのか？」

「努力を誉めてもらえるのは学校までだよ。ましてアンタは努力すらしていない」

　老婆の冷徹な一言が飛ぶ。

「健、アンタに才覚がないことなんざわかりきってた。だからあの人も、死に際に屋や敷しきも土地も、全部売っぱらうよう遺言した。なのにアンタはつまらない意地はって売らずにいるから、相続税やら資産税やらで四苦八苦することになる。家を売らずに娘を売ろうなんざ、アンタがボンクラだっていう何よりの証しよう拠こさね」

「違う！　オレは一生懸命……。美夜のことだってオレは辛いのを我が慢まんして……！」

「まだわかんないのかいボンクラがッッ!?」

　ビリビリビリビリ……！

　怒号が空気を裂いて、赤オッサンだけでなく周囲の人間まで萎縮させる。俺や美夜はもちろん、……うわ、ＭＩＮＯＳの隊員たちまでビビってる。

「アタシにゃわかってんだよ！　一生懸命だの言いながら、アンタのやってることは何から何まで他人任せじゃないか！　世の中はね、他人任せにして掴めるモンはたかが知れてるんだ！　利用してるつもりが、いいように利用されるのがオチだ！　アンタはそれを今日身をもって知ったのに、まだ反省できないってのかい!?」

　中年にもなって母親から説教されるというのは、どのような心境なのだろう？

　凄えな。このばあさん、こんな気迫を隠しもってたのか。美夜が魔ま女じよモードとかで物凄すごく怖こわくなる時があるけど、それはこの人譲りなんじゃないのか？

　赤オッサンは力なくへたりこんだ。叱り飛ばされ、すべての気力が潰ついえたのだろう。

「……とはいえ、ボンクラなのはアタシも同じさね」

　お婆さんが自じ嘲ちようするように言った。

　それは赤オッサンに言っているのではない。お婆さんは、自分の息子をとっくに眼中から追いやってきた。

　彼かの女じよの視線は、何故か俺の方へ向いていた。……イヤ、俺と美夜か？

「『橘の山の神』なんて偉そうに呼ばれちゃいるが、要は夫を助けるのに夢中になって、子供を放ほったらかしにしたバカ親だ。母親であることよりも妻であることを優先した。そのせいで子供に大事なことも教えられず、気が付いたらこんなボンクラの一丁上がりだ」

　老婆の視線が今一度、膝をついて放心している息子へ向かった。

「その埋め合わせとでもいうのかねえ。ダンナが死んでアタシは、孫の養育にすべてを注いだ。引退して、ダンナの後ろで権謀術数に使っていた時間のすべてを、この子のために使おうと思ったのさ」

「おばあさま……」

　美夜が、俺の腕うでをギュッと掴つかむ。

「家事に稽古に処世術、すべてをこの子に伝えたつもりだ。この子がどんな人生を送るにしても、必ず役立つだろうから。でも、孫に教育熱心なアタシを見て、あのバカ息子は勘かん違ちがいした。自分のために政略の道具を拵こしらえてくれてるってね」

　老婆は、悔くいるようにため息を吐ついた。

「勘違いさせた責任もアタシにある。実際アタシは、アイツの姉や妹をそういう風に育てた。決まった相手へ嫁がせ、ダンナの利益に変えたのも事実だ。あのバカ息子が『自分にも』と思うのも無理からぬことだろうねぇ」

「お婆さん、アナタは……！」

　無礼を承知でお婆さんの話を遮った。俺の脳裏に浮うかんだ疑問を、今すぐ問いたださずにはいられなかったから。

「一年前の縁談で、美夜を連れ出すようシャーウッドに依頼したのはアナタですか？」

　かつて政略結婚の犠ぎ牲せいになりかけた美夜を悪の組織シャーウッドが救い出した事件。よく思い返してみれば、シャーウッドがどうやって情報を入手できたのかがずっと謎なぞだった。政界財界に大きく顔が利きくという、このお婆さんなら、あるいは悪の組織にも……。

「すべてはアタシのワガママさ。そのワガママが積もりに積もって、仕舞いにゃ世間様にこんな迷めい惑わくをかけちまった。女っていうのは、いくつになっても度し難がたい生き物なのかもしれないねえ」

「おばあさまっ」

　美夜が、お婆さんに駆け寄った。その眼には、玉の涙なみだが浮かんでいる。

「……私は、おばあさまに色んなことを教えてもらって、本当に感謝してます。おばあさまがいてくれたからこそ、私は今日まで健すこやかに育ってこられたんです！」

　それは彼女の本心だろう。美夜はいい子だから、自分に向けられた愛情を素す直なおに感じ取ることができるのだと思う。

　俺なんかと違って、彼女は家族に恵まれてたんだ。

「……美夜、アンタは好きなように生きな。そうできるための全部を、アタシはアンタに叩たたき込んだつもりだ。アンタもそれを頑張って覚えた。アンタはアタシが教えた中でも、よくできた生徒だったよ」

「おばあさま……」

「嫁に行く時の心構えも覚えているだろう。女は、一度よその家に嫁いだら、実家のことは忘れるもんだ。帰る家があるなんて思っちゃいけないよ。腹を括くくって、惚れた男と一生添い遂げな」

「おばあさま、でも……！」

「アンタのダメオヤジのことは心配しなくていい。あんなボンクラでも、アタシが腹痛めて産んだ子だ。誰に見捨てられようとアタシが最後まで面倒見てやる。この件が解決したら、アンタの母親の香か鹿じかさんも戻ってくるだろう。だからアンタは何も心配しなくていい」

「おば……あ……」

　美夜は最後まで言うことができず、エグエグと泣き崩れてしまった。その情景を一歩引いたところから眺ながめて、綺麗にまとまったな、と俺は思った。

　赤オッサンの登場から――イヤ、一年前彼女が家を出たときから始まった長い騒そう動どうも、これにてようやく落着したのだった。

「ボーヤ」

　……ん？　俺のことか？　呼び止められて俺は直立不動。これまでのやりとりを見た上で、俺はこのお婆さんに逆らえる気がしない。

「……アンタは、本当に厳破ちゃんにそっくりだねえ」

「厳破ちゃん!?」

　ヒトのオヤジをちゃん付けとは!?　しかしそれ以前に、……俺とオヤジが似てるだと!?

「厳破ちゃんはね、ヒトを威圧するとき大声を出だしたりしないんだ。むしろ静かに低い声で、匕首あいくちで突き刺すように脅おどし文句を言う。……ボーヤがウチのバカ息子をビビらすやり口が、まさにその通りだった。厳破ちゃんは、息子の育て方を誤らなかったらしい」

　そう嬉々として語るお婆さんに対し、俺は愛想笑いの一つもしようと思ったけど、できなかった。

　俺が親父とソックリなんて、どうして認めることができるんだ？

　似ているはずがない。出来のいいあの人にとって期待外れな、出来の悪い俺などが。
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　司令室において、ＭＩＮＯＳ司令、十王厳破は電話を受けていた。デスクに備え付けられたものではなく、私用の携けい帯たい電話だ。

『……あなた！　一体なんですの、あなたの部下は!?　私の目の前で正人のことを罪人みたいに……！　あなたの職場は、あんな酷い人を平気で働かせているんですか!?』

　通話の相手は十王ゆの。この十四歳年下の妻の激情を、厳破は止めようとはしなかった。止めようとはせず、相手の激情に任せて、怒鳴り疲づかれるのを悠然と待つのみだった。

『あなた……。あのホーアとかいう方には、当然重い処分が下されるのですわよね!?　そうでなければ私の気が収まりません！　正人が危険にさらされたのだから、あなただって同じ気持ちでしょう!?』

「ホーア執しつ務む部長は、己おのれの職務に忠実であっただけだ。結果失敗したという事実はあるが、それ以外の責めを彼に科すつもりはない」

　そう答えると、受話器の向こうから息を呑のむような気配が窺うかがえた。

『あなたはそれでも父親ですか!?　正人が道に外れて迷っているというのに、何も手を差し伸べないつもりですか!?』

「アレについては、あのままでいいと言ったはずだ」

『あのままでいいはずがありますか！　あなたは、あの子に対して冷たすぎます！　ＭＩＮＯＳのことだってそう！　なんであてなは入隊できて、正人は五年経たっても入隊できないんです!?　あなたは一番偉えらい人なのだから、手心ぐらいは加えてやれるでしょう!?』

「ＭＩＮＯＳは、ＭＴ能力専門の機関だ。能力のないアレには、水が合わん」

『だからなんです!?　あてなも正人も同じあなたの子供なのに……！　もういいです、たとえあなたが見捨てても、正人は私が立派に更こう生せいさせてみせます！　今日の夕食は、外で済ませてきてくださいね！』

　ブツリ、と通話が切られた。それと同時に、司令室の隅すみから忍び笑いが聞こえてくる。

「やれやれ大した剣けん幕まくだねえ。部下全員を黙らせる閻えん魔ま様の睨みも、奥おくさんには通じないかい？」

「お見苦しいところをお見せしました奥方様。接客中に電話を受けるなど失礼とは存じましたが……」

「いいさいいさ。アタシが出ていいって言ったんだ。もっともアンタは、アタシを口実に知らんぷりをしたかっただろうがねぇ」

　老婆の皮肉っぽい笑いに、さすがの閻魔司令もたじたじにならざるをえなかった。

　今日、突とつ然ぜん司令室を襲おそった訪問者の名は、橘乙女おとめ。かつて政財界を股にかけた『地上最強の経済人』、橘山やま人との妻だった。

　夫に先立たれてからは一線を退き、楽隠居を決め込んでいるが、それでも『橘の山の神』と呼ばれた彼女の恐ろしさは、今なお業界に浸しん透とうしている。

　だからこそ厳破は、今日入っていた予定をすべてキャンセルしてでも、この老婆を応接しなければならなかった。

「今日の用向きは、一言礼を言いたくてね。ウチの一家、総出でアンタの息子に世話を掛けちまった」

「愚息や愚妻がご無礼を働いたようです。アレらの主として、改めてお詫わび申し上げます」

「かまわないよ。ずっと昔、アンタ自身が仕出かした無礼に比べれば可愛かわいいもんだ」

　ＭＩＮＯＳ隊員から『閻魔』と恐れられる十王厳破。しかし閻魔大王といえど頭の上がらない相手はいる。その一人が今目の前にいる老婆だった。

　今を去ること二十年も昔。いまだＭＴ能力に対する社会の理解が未熟だった時代。世に先んじてＭＴ能力者の立場を確立するために、若い警察官かん僚りようが、政財界のドンの住む橘邸ていを訪ねた。

「アンタと青あお盛もりちゃん、二人揃そろってウチに来た日を、今でもしっかり覚えているよ。青盛ちゃんがウチの人に『時代遅れのボケ老人』なんて噛みついて、抑え役だったアンタまでいつの間にか熱が上がって、全員で大喧嘩になったんだよねえ？」

「………………」

「それが何十年も経って、今じゃ一方が正義の頭とう目もくで、もう一方が悪の大親分とはね。世の中面白いじゃないか」

「今は亡き橘の御隠居と奥方様、お二人のご恩は決して忘れません。アナタ方のご協力あればこそ、私はＭＩＮＯＳを立ち上げることができました」

「ああ、覚えといておくれ。死ぬまで覚えておいておくれね」

　カラカラと笑う老女傑に、何も口答えできない厳破だった。

「……そして、あの頃ころは生まれてすらいなかったアンタの息子が、ああいう形でウチを訪ねてきた。この年になると自分自身じゃわからないが、子供らを見るとつくづく感じるよ、時の流れの速さってのをね」

　老婆は虚こ空くうの中に、懐なつかしい何かを見るかのように目を細めた。その表情の柔やわらかさから、彼女がこの話題にネガティブな感情をもっていないことが窺えた。

「アタシは子供の育て方を大いに間ま違ちがったが、アンタは間違わなかったようだね。アンタの息子はアンタによく似てる。心根の真っ直ぐさ、度を過ぎた自分への厳しさ、それから無意識に女心を転がすところとかがね」

「……アレはまだ若芽です。これからの成長でどう伸びるかわからない。巨木となって茂るか、立たぬまま枯れるか。すべてはいまだ不確かな話です」

「だから、しっかり育てていこうってのかい？　試練っていう肥料をバンバン盛ってさ」

　老婆の目が、ウイスキー色に光る。

「あの子のことを少し調べたよ。興味が湧いてね。あの歳で既すでに大卒資格を取ってるわ、空手や柔道の段持ちだわ、絵に描いたような麒き麟りん児じじゃないか。もし実際会う前にこの経歴だけ見てたら、鼻持ちならなくて嫌きらいになってたろうねアタシは」

「…………」

「それもこれも、アンタが便べん宜ぎを図ってやったんだろ？　いくら天才だからって、十五のガキが通信制だけで大卒資格を取れるわけがない。武術にしてもそうだ。知らぬは本人ばかり、親の心子知らずかい？　そう考えれば、今回の件も同じ目論見だったのかもね」

「……どういうことでしょうか？」

「あのホーアとかいう外国人さんのことさ。あの人は、ボーヤをしょっ引くための縛ばく吏りじゃない。あの子に経験を積ませるための試練として送り込まれたんじゃないのかい？」

　厳破は答えることなく沈ちん黙もくを通した。

　……ホーア・エゲスは、五部長の中でも唯ゆい一いつＭＴ能力が使えない。ＭＴ能力が及ぼす社会的影響を研究する学識から、ウィーン大学の教授だったのをＭＩＮＯＳに招いた。

　それゆえにＭＴ能力を有する他部長へのコンプレックスは人一倍。しかし無能力者だからこそ用心深く、一手一手を着実に進めていく策士だった。そのスタイルは、同じ無能力者である正人にとって大いに見習うところがあるだろう。

　正人は今回の戦いで何を学んだろうか。『千オーバー越・サウえザンド』を得たと聞くが、それだけで常勝不敗となれるほどに戦いは甘くない。それは挑む側ではなく、挑まれる側に立ってこそ身に染みて痛感することができる。

　正人は、それを学ぶことができただろうか？

「アレには役目があります。それを果たすには、まだまだアレは実力不足です。武力、智謀、覇気、すべてが足りません。ゆえに多くの試練を課し、成長してもらわねばならぬのです。これからもそうなるでしょう」

「厳しすぎやしないかい？　千せん尋じんの谷たにに突き落とすにも、底がないんじゃ這い上がる方もウンザリだろ？」

「仰おつしやる通りです。ですが、それでもアレはきっちり這い上がってきますので、ついついやりすぎてしまうのです」

　恭うやうやしく頭こうべを垂れる厳破に、乙女媼おうなはカッと喉のどを鳴らした。

「アンタには人を育てる才があると思ったが、どうやら見当違いだね！　こんなスパルタに耐たえられるのは、世界中探してもあのボーヤぐらいさ！」

「恐縮です」

「結局アタシが言いたいのはね。あのボーヤも、いずれはアタシの孫を嫁にするんだ。何かあって泣きついてきたら一も二もなく助けるつもりだから、そんときゃ甘やかすななんて文句抜かすんじゃないよ！　アタシはあの子が気に入ったんだ！　アンタがこの組織を立ち上げた時みたいに、身銭を惜おしむ気はないからね！」

「……ありがとうございます奥方様」

　閻魔と山の神。二人の人ならざる者の間で自分が話題に上っていることを、少年は知らない。




――Ｊｕｓｔｉｃｅ　Ｓｉｄｅ　Ｅｎｄ――







エピローグ







　結局のところ、俺は今回の戦いに何も貢こう献けんしていない。

　俺は最初から最後まで、あの用心深いホーアの幾重もの策に翻ほん弄ろうされただけだ。俺が勝ちを拾えたのは、偶ぐう発はつ的に進化した美み夜やと、お馴な染じみになった団長のお尻しり暴走に助けられたからに他ならない。

　俺にも油断があった。どんな敵が来ても『千オーバー越・サウえザンド』のスカディさんなどがいれば負けることはないと安心しきっていた。

　しかし、『千オーバー越・サウえザンド』を無力化する手段など、正面から戦わなければいくらでもある。そういう意味でホーア執務部長との戦いは、元々力をもたず、策を弄ろうして戦うしかない俺にとって、いい勉強になったようにも思えた。

　それもまあ、勝ったからこそ言えることだが。

「美夜、おかわり」

「はい、ただいま」

　おしり団のアジトに戻もどって、俺と美夜は以前よりまして夫ふう婦ふっぽいと言われるようになった。

　ていうか、以前から夫婦っぽいって言われてたのか!?　という驚おどろきはあったが、周囲の人たちに言わせれば、それがますます顕著になったらしい。だからもう本人を前にしてもはばからないということか。

　まあ、今回の戦いで色々あったからなあ。

　俺も、『美夜のことを一生守る』とか『美夜と結婚する』とか『美夜の大きいお尻なら子供がバンバン産めて好きだ』とか、取り返しのつかないことを言いまくった気がする。

　……どれ一つとっても即死クラスのフレーズじゃねえか。よくまあこれだけ自爆ボタンを連打できたもんだな。もはや俺には少しの逃にげ道も残されていなかった。まあ逃げる気もないけど。

「あの……正まさ人とさん、今朝のお味み噌そ汁しるはいかがですか？」

「ん？　ああ美味しいよ。湯葉の味噌汁って意外に取り合わせがいいんだな」

「よかった……！　正人さん、湯葉好きなんですね。覚えました！」

　美夜の食しよく卓たくでの表情も、以前より明るい。まあ食事は楽しくできるに越したことはない。おしり団の集合朝食は、美夜のおかげで益ます々ます居い心地ごこちのいいものになるのだった。

「……しかし、参謀も思い切ったことをするな」

　座ざ卓たくの向こうで、シャーウッド古参組の人たちも味噌汁をすすっていた。

「結婚は人生の墓場だというのに。まさか十六にもならずにそこへ踏ふみ込むとは……」

「人生の見切り早すぎだな。疾風のごとき生き急ぎだな」

「サンボー・デア・シュトルムだよぉ……」

　佐さ藤とうさん、鈴すず木きさん、田た中なかさんが、口々に言う。

　三十過ぎても独身の清廉さを守る彼かれらからしたら、いかにも俺は選せん択たくを誤ったように見えるのだろうが……。

「もう、何を言ってるんです皆みなさん！」

　美夜が、おかわりのご飯を茶ちや碗わんに盛りながら言う。

「佐藤さんもいい加減身を固めたらどうなんですか？　佐藤さんのお店へお豆とう腐ふを買いに行くとき、いつも咲さく野のさんが私に言うんですよ。『私は今のままで充じゆう分ぶん幸せ』って。……そんなはずあるわけないじゃないですか！」

「ぐおはッ!?」

　佐藤さんが吐と血けつしたッ!?

「鈴木さんも、まだ前の職場の女上司さんが忘れられないんでしょう？　ズルズル引きずるくらいなら思い切って会いに行けばいいじゃないですか。連れん絡らく先はわかってるんですよね？」

「へぶしッ!?」

　鈴木さんもッ!?

「そして田中さん。早く美み香かさんに謝ってください！　アナタたちの問題はアナタたち二人だけのものじゃないんですよ！」

「イヤ美夜ちゃん……？　ボクの場合は連絡先わからないし……！」

「だったら調べればいいじゃないですか。田中さんはウチでそういうのが一番得意なんですから！」

「がふえおッ!?」

　美夜強ぇ。ものの数分で元シャーウッドのお歴々を皆殺しにしやがった。

　なんか今回の戦いが済んでから、美夜は精神的にも強くなった気がする。なんと言うか、主婦の貫かん禄ろくが出てきたと言うか……。

「…………」

「……ん？」

　ふと視線に気付くと、美夜の無双を見み詰つめる俺おれを、さらにスカディさんがジッと見詰めていた。一応おしり団で最大級の戦力をもちながら、今回あまり活躍できなかったスカディさん。

「……あの、スカディさん。もしかして怒ってます？」

「何な故ぜです正人中尉？」

　イヤだって。スカディさんは俺の副官になりたいって毎度のこと言ってるし。しかも何故か副官としての責務に、俺の子供を産む、ってのが入ってるし。

　何故俺おれの子を産むことが副官としての務めとなるのか、常々腹を割って話し合いたいと思っているのだが。そんなスカディさんにとって、俺と美夜がこういう関係になったのは、面白くないのではないか？

「正人中尉は、事実誤認をしていらっしゃるようなので、訂正いたします」

「は、はあ……？」

「小官の望みは、正人中尉の副官となることです。よって、美夜女史が正人中尉の妻女となることは、小官の目的に何ら影響を及ぼしません。正人中尉、ご成婚おめでとうございます」

「そ、そうすか……？」

　祝福されるのもなんか違ちがう気がするが……？

「美夜女史に対しても、正人中ちゆう尉いのご家族となる以上は、正人中尉同様の忠誠を誓わせていただきます。……美夜女史」

「は、はい!?」

　名指しで呼ばれ、ビクッとする美夜。

「これよりは副官、妻として、互たがいに正人中尉を支えていきましょう。小官も副官として、正人中尉の優秀な遺伝子を身み籠ごもるつもりでいますので、美夜女史も精励ください」

　ん？

「小官と美夜女史が協力すれば、より多くの次世代の担い手が確保されることでしょう。子だくさんは国の富む証あかしです。美夜女史のような賢女と任務を共有できること、小官は誇らしく思います」

「え、えいえいおー、ですね!?」

　なんか話がまとまった。

　え？　いいの？　それでいいの？　と思うのだが、ヘタにつつくと確実に藪やぶ蛇へびになるから怖くて何も言えない。

「巨尻イコール安産型なのです！」

　満を持して団長がスパーキング。

「昔から大きなおしりは安産だと言われるからこそ、安産型という言葉が爆誕したのですよ！　今こそミャーさんの巨尻の真価が問われる時なのです！　というわけでミャーさんの巨尻をおかわりです！」

「前後の言葉がまるで繋つながってない気もしますが!?」

　全文通じて意味不明だしな。

　そんなこんなで、今となっては美夜のことをモリガンと呼ぶ人はいなくなった。

　それは俺が率そつ先せんして呼び方を変えたからでもあるが、それとは別に、皆が認めたからでもあるからだろう。

　彼女が変わったことを。彼女が黒い衣を脱ぬぎ捨て、新しい衣装をまとい新しい彼女になったことを。

　彼女の進化を受け、俺たちのいるこの組織も新生していく。人の集まりとはそうやって、常にとどまることなく変化し続けていくのだろうな、と思うのだった。
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「そういえば、……正人さん」

　朝食が終わって、皆が散っていく中、俺と美夜だけが食卓に残る。

「考えてみると、なんだか不思議ですね。本当なら私たち、一年前に出会ってたはずだったなんて……」

「最初の縁談のこと？　でも、もしあの時俺と美夜が出会ってたら、きっと上う手まく行ってなかったと思うな。ＭＩＮＯＳミノス試験で限界まですり減ってた俺は、多分女の子の一人ぐらいも思いやることはできなかった」

「……それじゃあ私がロビンさんたちに助けてもらって、一年後に敵として正人さんに出会ったのは、正解だったんでしょうか？」

「もしかしたらホントに俺たちは、運命の赤い糸とやらで結ばれてるのかもな」

　かつてどこかで言われたことも、今となっては冗じよう談だんに聞こえなかった。

　生まれも、育ちも、まったく関係なかった俺と美夜は、出会いの機会を一度外し、そしてその一年後、再び偶ぐう然ぜんによって出会った。

　出会いというものが奇き跡せきだとしたら、俺と美夜は、二回の奇跡によって結びつけられたことになる。

　俺はリアリストで、物事から出来る限り偶然を排はい除じよして考えるよう心こころ掛がけてる。けれど、それでも世の中には排除しきれない奇跡があるのではないかと、今回の事件を通して思うようになってしまった。

　それは成長なのか、堕だ落らくなのか。

「……でもですね正人さん、私と正人さんを結ぶ運命の糸は、赤じゃないと思うんですよ？」

　美夜は、自身の相変わらず見事な黒くろ髪かみを一筋掴むと、まず自分の小指に輪をかけて、次いで俺の小指に繋げた。

「黒です」

　そんな誇らしげに言われてもな。

「私、黒い色がね、やっぱり嫌いになれないんです。私が黒一色に塗り潰つぶされてた、モリガンと名乗っていた頃、私はあの時たくさん間違ったことをしましたけど、それでもあの時間は、私にとってたしかにあった時間なんです。……そのことを、粗そ末まつにしたくありません」

　そんなことを言う美夜の心構えは、一面で俺に確実に勝まさっていた。

　俺に同じことが言えるだろうか？　ＭＩＮＯＳ試験の勉強に圧殺されていた時代。あのどん詰まりのどん底の、すべてに絶望しきっていた時代を、『嫌いになれない』なんて言えるだろうか？

　俺は今でも、あの時間が無む駄だでしかなかったと思ってる。あの時間を愛することは俺にはできない。

　だがそれでも、もっと時が過ぎたら、目の前の美夜のように、俺もあの頃の自分を愛せるようになるのだろうか？

「……あっ、でもですね正人さん」

「ん？」

「私はもう、アナタのものになってしまったんですから。こんな無知で無学な私ですけど、アナタの好きな色に染め上げてしまっていいんですよ？」

　そう言って美夜は俺の肩かたにしなだれかかる。もう一度周囲を確かく認にんする。周りには誰だれもいない。完全に俺と美夜の二人きりだった。

　自然、お互いの照れた表情が気になってくる。

「存分に可愛がって、アナタ好みの女に仕立てていってくださいね」

　そうして、近づく互いの顔がついには触ふれれあい、俺と美夜を隔てるものは空気ですらなくなった。

　その日俺は、生まれて初めて女の子の唇くちびるの味を知った。

ＥＮＤ
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あとがき







　近所でインスタントココアが安売りしてたんですよ。

　お、こりゃあよい、と思って買い物籠に入れてですね。家に帰ってよくよく見てみたら牛乳に溶かすタイプだよ、どちくしょう。アレか。お湯じゃダメなのか。

　ってことでコンビニに行ってきました岡おか沢ざわ六ろく十じゆう四よんです。

　初めての方は初めまして。この出会いに感謝です。

　そうでない方はお久しぶりです。前作一巻からの再会となります。無事皆様とまたお会いできて、僕もホッとしております。

　ココアもホットで飲んでますしね。

　イヤ、半年ぶりの第二巻ですよ。本当に長らくお待たせしまして申し訳ないです。お待たせしすぎて前回どんな内容だったか忘れちゃったりしたでしょうか？　それぐらい半年という期間は長いですからね。本当にすみません。

　それともちゃんと覚えていてくれて、二巻が出るのを心待ちにしていた読者様もおられましたでしょうか。もしそんな方がいらしたら作者冥利に尽きることで感謝感激です。

　この二巻が「半年待った甲斐があった！」と思われるほど、皆様に楽しんでいただけたら幸いです。




　本作『悪に堕ちたら美少女まみれで大勝利!!』はハーレムモノを銘打っております。

　大抵ハーレムモノの二巻といえば、一巻目でわき役に回っていたヒロインにスポットを当ててキャラを強化するか、あるいは新キャラを登場させて粒を揃えるかの二択になると思いますが、本作ではキャラ強化の方を選択してみました。

　モリガンさん＝美夜は、このお話が投稿作品として書かれた当初から一番大きな変更を受けたキャラで、最初はなんかもっと粗雑というか、姉御肌なキャラクターでした。

　気風がよくて面倒見がいい。サバサバしていて一見男っぽく見えるが、意外に料理が上手くていいお嫁さんになれそう。そんなキャラでした。

　それを担当様から「今時こんなキャラ、はやんねーよ」というご指摘を受けて一から作り直し。「ならば対極の清楚なお嬢様キャラならどうだろう」と作者自身の理想やら妄想やらを練り込み、ここまで形にしたのが今のモリガンさん＝美夜というキャラクターです。

　旧モリガンと比べたらまったくの別物という感じで、大きく作り直した分、作者としてはお気に入りでもあります。

　黒髪清楚なお嬢様といったら男の夢ですしね。新モリガン＝美夜の話ですが。あれだけ清楚なお嬢様が熟れた体をして要所要所でマイッチングなことをしてくれたらサイコーというわけです。

　作中ではついつい調子に乗って正人やら波美やらに苛めさせてしまい、とても恥ずかしい思いをさせてしまっていますが、キャラの生みの親として「ゴメンね」としか言いようがありません。

　しかし、これからも作品が続く限り苛めていくことになるんでしょうけどねー。強く生きてください美夜。どんな恥ずかしい目にあっても最後はきっと正人が責任取ってくれるよ。

　あんまりにも美夜のことがお気に入りすぎて、彼女の魅力を最大限引き出すよう試行錯誤した結果、本編内では「もうコイツがメインヒロインでいいんじゃないかな？」みたいな終わり方になってしまいました。

　読者の皆様が美夜に萌えられたなら、それが何よりなのですが。無論この作品のヒロインは美夜だけではありません。スカディさんや波美、これから登場する新ヒロインだって、それに劣らぬ愛情を注いで書き上げれば誰だってメインヒロインになれるのです。

　そのつもりで気合入れて書いていきますので、読者の皆様もどうか期待していてください。

　ちなみに、キャラ変更前の旧モリガンも「せっかく考えたのにもったいないなあ」という理由で作中の何処かに隠れています。こんなことを言われて気になってしまった読者様は、もう一度読み直して探してみるのも一興ですよ？




　さて、もう少しページに余裕がありますので作品の裏話でも書いてみましょうか。

　実は本作二巻目には、作者が密かに、かつ勝手につけたサブタイトルがあります。

　それは『森の中の白羽姫』といって、実家から逃げた美夜がシャーウッドに隠れた一連の流れを童話白雪姫になぞらえてみたものです。

　森の中で悪い魔女となってしまった美夜は、通りかかった王子様（正人）の愛情によって呪いが解け、純白のお嫁さんに羽化する、というわけですね。

　それに対して次の三巻にもサブタイトルをつけています。

『明鏡止水の狂気帝』というものです。

　次回予告代わりに書いてみましたので皆様どうか想像力を掻き立ててお楽しみに。




　それでは最後に、今回も作品作りに惜しみないご協力を下さった担当の南部様、イラストのむつみまさと様。この本の制作にかかわったすべての皆様。そしてこの本を手に取ってくださった読者様に深く感謝いたします。

　それでは次の巻でまたお会いしましょう。

　……あ、牛乳きれた。またコンビに行ってきます。
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

岡沢六十四先生／むつみまさと先生
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